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1統 一凡例 の基本的 な考 え方
・研究者、専門家に加えアセス担当者、行政担当者などが利用者 として増加することを想定 し、専門家以外

でも理解 しやすい凡例とする。
・植生 自然度、植生区分等、これまで既に定着 してきた概念は継承する。
・既に調査された都道府県の群落凡例 と統一凡例の対照関係 を示 し

、従来の調査成果を継承できるよう配慮

する。
・今回整備す る植生図の縮尺(1/25

,000)に あわせ、新たな知見の集積を反映できるよう凡例体系に柔軟

性をもたせるよう配慮する。

2凡 例体 系の概 要
・第2回 及び第3回 調査で用いられてきた旧凡例について、植生区分一大区分(相 観的な区分)一 中区分(優

占種的な区分)一 細区分(群 集及び群落)の 各段階に区分 して、その位置づけを整理 した。
・自然植生、代償植生の区分、植生 自然度等については、原則 として、第2回 及び第3回 基礎調査時の都道

府県からの報告を尊重 しつつ、全国的な観点から同一の性格の群落は同一表示 となるよう旧凡例を整理 し

た。
・区分、中区分、細区分の組み合わせで約470の 統一凡例を設定した(資 料)。 また、第2回 及び第3回 基

礎調査で各都道府県で使用 した旧凡例 と、同一性格の群落を特定できるよ う都道府県別の対照表 を作成

した(参 考資料)。

(植生区分)
・第2回 及び第3回 調査の植生区分と同様に区分 した。(10区 分)
・寒帯 ・亜高山帯 自然植生を高山帯 自然植生域(1)に

、亜寒帯 ・亜高山帯自然植生及び代償植生をコケモ

モー トウヒクラス域 自然植生及び代償植生(H及 び皿)に 名称を変更 した。

・湿原、岩角地 ・石灰岩地 ・蛇紋岩地植生、火山荒原植生 ・硫気孔原植生等、特殊立地的な要素の強い草原

のうち、その分布が植生域を越えて広域で確認されるものは、特殊立地の群落 として、一つの植生区分(V皿)
にまとめた。ただし、自然草原や自然低木群落の中で、特定の植生域に分布が限られるもの(雪 田草原等)

は対応する植生区分に含めた。

(大区分)
・大区分は58設 定 し、森林 と草原、針葉樹 と広葉樹、落葉性 と常緑性等の区分、及び群系の分布の特徴、

自然植生か代償植生かの別などの組み合わせにより区分 した。
・分布範囲の広いものについては、その地理的特徴等によりさらに区分 した。

例:落 葉広葉樹林(日 本海型)、 亜熱帯常緑広葉樹林(隆 起石灰岩上)等

(中 区分)
・中区分は、252(伐 採跡地群 落な ど中区分 のないもの4を 含 む)設 定 し、お もに優 占種、相観 、立地条件

な どを反映す る区分 と した。

例:オ オシラ ビソ群 団、スズタケーブナ群団、ケヤキ群 落、アカマ ツ群落、火 山荒原植生等
・同一 の大 区分の 中で、群落の高 さについて高～低、 さらにその分布面積 については大～小、分布 域につい

ては北～南にそれぞれ順次配列 した(図 一1)。

(細 区分)
・細 区分 は、群集 レベルでま とめられた もの、あ るいは これ に準ず る群落に よ り区分 した。 なお、現在設 定

されてい る細区分は257で ある。
・同一 の中区分の 中で、群落の高 さについて高～低、 さらにその分布 面積 については大～小、分布域 につい

ては北～南にそれぞれ順 次配列 した(図 一1)。
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・植生区分 大区分 中区分 細区分
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配列(中 ・細区分)

瑳蓬壷 分璽 丞ヨ髄

高 大 北

↓ ↓ ↓

低 小 南

←各調査ブロックで、新凡例を追加可能

0

0

図一1統 一 凡例 体系のイ メー ジ

3植 生 図上 の表示につ いて
・現存植生図上の表示は、原則として大区分により彩色 し、採用 した凡例に通 し番号を付 し、対応するそれ

ぞれの区画に表示する。

なお、大区分の示す群落が広範囲に分布す る場合は中区分での彩色区分を検討する。
・凡例は原則 として細区分のあるものは細区分を使用することとするが、植生資料の不足等から、細区分ま

での群落区分ができない場合に限 り、中区分または大区分による凡例表示も可とする。
・植生域区分が難 しいササ群落、伐採跡地群落等については、既存植生図や気候帯区分等の情報を参考に群

落の植生区分を決定する。
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4凡 例 名の変更

基本的には第2回 第3回 の凡例を踏襲 したが、以下のような観点から凡例名の変更を行った。

・群集 ・群落名の具体的表示

第2回 第3回 調査においては凡例名が複数の群集 ・群落を含む大区分名または中区分名に相 当する

場合があった。その場合は県別凡例解説によって、細区分名に該当す る群集 ・群落名が併記 された り、

記載内容から細区分名に該 当する群集 ・群落名が妥当だと判断 された場合は、具体的な内容を示す群

集 ・群落名に変更 した。なお、適当な細区分名がない場合は新規に群落名(案)を 設定 した。

例)高 山低木群落:(宮 城県)→ コケモモーハイマツ群集

・群 団 ・群集 ・群落名 の変更

第6回 調査 では、最近 の研究 に よるデータの蓄積 と群 落体系の整 理の進展に伴い、順次大 区分 ・中

区分 を細 区分(群 集 レベル)に 区分す ることをめ ざしてい る。凡例 を設定す るにあた って 、そ の第一一

段階 として、最近 の研 究で定説 となってい るものについてはそれ にあわせ るこ とに した。 なお 、参考

に した文献 は全 国の植生 が体系 的に扱 われ ている 「日本植 生便覧」(宮 脇 ・奥 田 ・藤;原1994)「 日本

植物群 落図説 」(宮 脇 ・奥 田1990)な どである。

例)シ ラビソー トウヒ群 団→ オオ シラビソ群団

ノグル ミー コナ ラ群 落(長 崎県対馬)→ ノグル ミーコナ ラ群集

ハマニ ンニ クー コウボ ウム ギ群落→ハマニ ンニ クーコ ウボ ウムギ群集

レンゲツツジー シラカ ンバ群落→ レンゲ ツツジーシラカンバ群集

シキ ミーモ ミ群集 →西 日本の一部 はコガ ク ウツギーモ ミ群集

ジュウモ ンジシダーサ ワグル ミ群集→ 四国 ・九州 の外帯 はヤハ ズアジサイ ーサ ワグル ミ群集

・群集 ・群落名の表記 の統一整理

群集の学名 は一般 に、2種 の植 物名 の連記 、す なわち、群集標徴種 一群落体系の上位の標徴種(お

もに群団 レベルの優 占種)の 順 で表記 され る(例:Illiccio-Abietumfirmae)。 これ に対応す る和名

には、群集 の学名 の順 に2種 の植 物名 を連記す る方 法(例:シ キ ミーモ ミ群集)と 、学名 の順 とは逆

の連記 をす る方 法(例:モ ミーシキ ミ群集)の2通 りが あ り、 どち らを使用す るかは学者 に よ り一致

して いない。前者 は群集 の学名 の順序 に従 った表 記法で あ り、後者 はお もに群落の優 占種 を先頭にお

いた 、わが国での慣 用的な表記法 である。 この よ うに これ らは、同 じ実体 をもつ植物群落 に対 しての

和名表現上 の違 いで ある。

第2回 、第3回 の調査では、凡例 に両者 が混在 していた ため、同 じ群落か別 の群落 かがわか りにく

く、混乱 を起 こす きらいが あった。 それ を避 け るた め今回 の第6回 調査で は、標徴種 一上位 の標徴種

の順(学 名表記 の順)で 表記 を統一 した。 また、群集 とほぼ同 じレベルでのま とま りがあ るが、現在

暫定的 に群 落 と して扱 われてい る単位 について も同様 の表記 とした。 なお、 この統一 は、 どち らが正

しい とい うことに よるもので はな く、あ くまで環境庁凡例表記 としての整理で ある ことに留意 され た

い。

・植物名 の呼称変更

基本 的に 「植物 目録」(環 境庁1988)に 準拠 した。

例)タ ブ→ タブ ノキ、 シイ→ コジイ またはスダジイ 、モ クビャクコウ→モ クビャッコ ウ、

マイズル ソウ→ マイ ヅル ソウ

・土地利用等の表記の統一整理

伐採跡地群落は大区分、植林地、耕作地(路 傍 ・空地雑草群落を除 く)、 市街地などは中区分までの

扱いとし、凡例をまとめた。 この理 由として、伐採跡地群落では、植生図の更新間隔を考慮すると群

落の遷移の進行が早いために細区分の必要性が少ないこと、植林地、耕作地では他の土地利用情報で

概ね補完できること、市街地では細区分の必要性が少ないことがあげられ る。あわせて表記の統一も

行 った◎

例)伐 跡群落 ・ベニバナボロギクーダン ドボロギク群集など→伐採跡地群落

常緑果樹園 ・落葉果樹園 ・桑畑→果樹園

茶畑 ・畑地雑草群落 ・ヒメムカシヨモギーオオア レチノギク群落など→畑地雑草群落

休耕田雑草群落→水田放棄雑草群落
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5凡 例の検 討

第2回 第3回 の凡例解説により植生図凡例を検討 し、以下のような観点か ら検討事項をあげた。

・凡例の細分 ・新設

第2回 第3回 調査においては、凡例が複数の大区分 ・中区分に相当す る場合や、複数の細区分に相当

する群集 ・群落を含む場合があった。その場合は県別凡例解説の内容から、大 ・中 ・細区分名に該当す

る群集 ・群落名を判断 し、現在の凡例を細分す るよう提案 した。

大区分 ・中区分レベルへの細分は、全国の表示精度をそろえるため、立地、相観、群落高、管理状況

などの違いによってできるだけ行 う。細区分 レベルで区分するかどうかは、判読区分の可能性、分布面

積、分布状況を検討 して決定する。なお、群集 ・群落を細区分に新設する場合も含む。

例)牧 草地 ・ゴルフ場 ・芝地 【大区分】→牧草地/ゴ ルフ場 ・芝地 【中区分】に細分

ヤナギ低木群落(ヤ ブツバキクラス域)【 中区分】

→ヤナギ高木群落/ヤ ナギ低木群落 【中区分】に細分

ボチ ョウジースダジイ群団 【中区分】

→ケナガエサカキースダジイ群集/オ キナワシキミースダジイ群集 【細区分】などに細分

・群集 ・群落名の検討(保 留)

第2回 第3回 調査において使用された凡例のなかには、最近の研究 と対応 させると内容が異なるため

に群集名を決定できないものや、最近の研究で群落体系の整理が完了 していないために群集を確定でき

ないものなどがある。前者の場合は、さらに調査を進め適当な群集 ・群落名を決定す る。後者の場合は

今後の研究の進展を待 ち、群集として整理する。なお、参考にした文献は全国の植生が体系的に扱われ

ている 「日本植生便覧」(宮 脇 ・奥田 ・藤原1994)「 日本植物群落図説」(宮 脇 ・奥 田1990)な どであ

る。

例)イ ヌブナ群集→ブナーイヌブナ群集など

ミヤマクマワラビーシオジ群集(兵 庫県)→ シオジ群落など

渓畔林(福 島県)→ サワグル ミ群落など

ハ ドノキータブノキ群落(東 京都)→ イノデータブノキ群集など

・群集 ・群落が分布するか どうかの確認

第2回 第3回 調査において、植生図には記載 されず欠番 となっているにもかかわ らず、凡例解説 ・調

査票(ま たは環境庁内部資料)に はその凡例番号に対応 した記載がある場合がある。 これについては、

当該群集 ・群落が実際に分布するか どうかを確認する。群集 ・群落が存在 しないか、表示できないほど

小面積ならば凡例を整理 し、表示できる面積があれば植生図に追加表示する。

・資料の追加

第2回 第3回 調査においては、植生図の凡例に対 し、凡例解説 ・調査票の資料が県別に添付されてい

る。資料に記載がないものは、資料を追加する。

・その他

優 占種によって2つ の凡例に分ける場合、他群落に含めても差 し支えない場合な ど検討する。
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6植 生区分 ・大 区分の概要

以下に植生区分 ・大区分の概要を述べる。植生区分 ・大区分一覧表を表一1に 示す。

1:高 山帯自然植生域(大 区分1～3)(「 」は大区分名または中区分名、0内 の数字は大区分コードをさす)

日本の高山帯はヨーロッパアルプスなどにみ られる草原主体の高山帯ではなく、ハイマツの低木群落が優勢

で植生体系上はコケモ毛一 トウヒクラス域上部に含められているが、常緑針葉樹林の優 占する亜高山帯とは景

観上明瞭に区別できるため、一般的に高山帯の植生域 として分けられている。

北海道北部では低地からみ られ、南にいくほど高度を上げ、本州中部山岳で2400m以 上が相当する。

本植生域の中心をなすのはハイマツ群落などの 「高山低木群落」(1)で 、風衝が強く積雪量の少ない尾根

部で発達 している。風衝地や崩壊地など砂礫の移動の激 しい場所では 「高山ハイデ及び風衝草原」(2)が 成

立し、積雪が遅 くまで残 る雪田や雪渓付近には 「雪田草原」(3)が 成立する。

皿:コ ケモモー トウヒクラス域自然植生(大 区分4～7)

日本の常緑針葉樹林域は、広 く分布する小型木本植物 と針葉樹の名を組み合わせて、コケモモー トウヒクラ

ス域 と呼ばれている。

北海道の大雪山系では標高500m付 近か らみ られるが、南にいくほど高度を上げ、本州中部では標高2400m

から1500～1600mの 間に発達する。四国では1700m以 上 となる。

北海道ではエゾマツ、 トドマツなどのエゾマツ群団に属す る 「亜寒帯常緑針葉樹林」(4)が 広い面積を占

めている。本州、四国ではオオシラビソ群団に属する 「亜高山帯常緑針葉樹林」(5)が 広が り、 日本海側多

雪地ではオオシラビソ、太平洋側乾性立地ではシラビソ、シコクシラベ、コメツガなどが多い。なだれや崩壊

が激 しく常緑針葉樹林が成立できない立地には、ダケカンバを主とする 「亜高山帯広葉樹林」(6)が み られ

る。斜面下部や上部のさらに不安定な立地では 「高茎草原及び風衝草原」(7)が み られる。

皿:高 山帯 ・コケモモー トウヒクラス域代償植生(大 区分8～10)

高山帯及びコケモモー トウヒクラス域に生育する森林植生が伐採や山火事によって消失 した跡には、回復途

上の二次的な植生がみ られる。 もっとも代表的な植生は、ダケカンバ群落などの 「亜高山帯二次林」(8)で

ある。風衝や多雪などの環境条件の厳 しいところでは、一度森林が破壊されると植生回復は遅く、それまで林

床や周辺に生育 していたササが繁茂 し 「二次草原」(9)と なることも多い。明らかに伐採直後と判断 され る

植物群落は、 「伐採跡地群落」(10)と して区分す る。

W:ブ ナクラス域 自然植生(大 区分11～21)

日本の落葉広葉樹林域は、群落体系上の最上級単位であるブナクラスの名をとり、ブナクラス域 と呼ばれて

いる。

ブナクラス域は東北北部から北海道では低地からみられる。南にいくほど高度は上がり、中部 日本で標高1500

～1600mか ら600～700mの 間に発達 し、九州の霧島で1700か ら1000mと なる。

ブナクラス域は大きく2分 され る。北海道全域と本州の東北北部から中国地方の日本海側にかけては、 「落

葉広葉樹林(日 本海型)」(11)が 成立 している。東北中部から九州にかけての太平洋側では 「落葉広葉樹

林(太 平洋型)」(13)が 成立している。前者は、 さらに、北海道黒松内低地以北のブナが分布 しない地域

を 「サワシバーミズナラ群団」、黒松内低地以南のブナの分布する地域を 「チシマザサーブナ群団」として細

分 されている。

「落葉広葉樹林(日 本海型)」 「落葉広葉樹林(太 平洋型)」 の両タイプの決定要因となっているのは、温

度条件 とともに冬季の積雪量の多寡である。 日本海側は、 日本海をわたってくる季節風が脊梁山脈に沿って上

昇 し、豪雪をもたらす。そのため、 「落葉広葉樹林(日 本海型)」 の うち 「チシマザサーブナ群団」には雪圧

や雪の葡行、融雪時の崩壊に耐えて生育できる形態をもつ植物が分化 している。ブナは樹幹がまっす ぐで葉も

大きく、日本海側多雪地でもっとも優勢に生育する。林床の低木には幹が葡旬するヒメアオキ、ハイイヌツゲ、

チャボガヤ、ハイイヌガヤなどの常緑植物や、葉が大型化 したオオバクロモジ、マルバマンサクなどがみ られ、
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チシマザサ、クマイザサ、チマキザサなどのササ類が広範に生育 している。

「落葉広葉樹林(日 本海型)」 の うち北海道北部の 「サ ワシバーミズナラ群団」はブナが生育せず、 ミズナ

ラ、エゾイタヤ、シナノキ、ヤチダモを主 とする多数の落葉広葉樹によって構成 され る。林床にはチシマザサ
ーブナ群団と共通する低木類が生育するほか、 日本海側にチシマザサ、太平洋側にエゾミヤ コザサが多い。

これに対 し、太平洋側は冬季寡雪で乾燥する太平洋型気候下にある。 ここでみられる 「落葉広葉樹林(太 平

洋型)」 の 「スズタケーブナ群団」では、ブナは樹幹の上方で杯状に多数の枝を分け、葉が小 さい。林床には

スズタケや ミヤコザサが高被度で生育 している。 このほかブナクラス域下部にはイヌブナ群落、 ミズナラ群落

などが分布 している。なお、イヌシデーアカシデ群落は太平洋側にも日本海側にも出現するが、ここに含めた。

「落葉広葉樹林(日 本海型)」 「落葉広葉樹林(太 平洋型)」 が成立するのは斜面の中生立地であるが、本

州以南にはウラジロモ ミ群落、ヒノキアスナロ群落などの 「冷温帯常緑針葉樹林」(14)が 、気候的極相ま

たは土地的極相 として成立 している。北海道では典型的な常緑針葉樹林とはならず、ブナクラスを構成する落

葉樹 と、エゾマツ、 トドマツなど亜寒帯常緑針葉樹が混生 した 「下部針広混交林」(12)と なる。また、本

州、四国、九州では岩角地の土地的極相 としてアカマツや ヒメコマツが優占する 「岩角地針葉樹林」(15)

がみられる。

渓流沿いの湿性立地ではサワグル ミ群落、シオジ群落などの 「渓畔林」(16)が 成立 し、河川後背の過湿

地ではハンノキ群落、ヤチダモ群落などの 「沼沢林」(17)が 成立する。河川沿いではヤナギ高木群落など

の 「河辺林」(18)が 成立する。

以上のような森林が成立 しない不安定な立地では自然低木群落や 自然草原がみ られる。低木群落は、斜面上

部に分布するウラジロヨウラクーミヤマナラ群団などの 「岩角地 ・風衝地低木群落」(19)と 、斜面下部に

成立するタニウツギ群落な どの 「なだれ地低木群落」(20)に 分けられる。 「自然草原」(21)も 、斜面

上部の風衝地にササ群落、斜面下部にオオヨモギーオオイタ ドリ群団などがみられる。

V:ブ ナクラス域代償植生(大 区分22～26)

ブナクラス域に生育する森林植生が伐採や山火事によって消失 した跡地には、回復途上の二次的な植生がみ

られる。もっとも代表的な群落は、ミズナラ、カシワ、コナラなどナラ類を主とす る 「落葉広葉樹二次林」(2

2)で 、里山として数年 ごとの伐採を繰 り返す ことによって維持 されてきた。斜面上部の乾性立地では、アカ

マツを主 とする 「常緑針葉樹二次林」(23)が 先駆的に形成 される。尾根部や山頂部、急傾斜地などの風衝

の激 しい場所や凹状の積雪の多い場所では、森林が成立せず、ノリウツギ群落などの 「落葉広葉低木群落」(2

4)や 、ササが侵入繁茂 した 「二次草原」(25)と なることが多い。明らかに伐採直後 と判断される植物群

落は、 「伐採跡地群落」(26)と して区分する。

VI:ヤ ブツバキクラス域 自然植生(大 区分27～39)

日本の常緑広葉樹林域は、体系上の最上級単位であるヤブツバキクラスの名をとって、ヤブツバキクラス域

と呼ばれている。

ヤブツバキクラス域は関東以西の標高700～800m以 下で発達し、北にいくほど高度を下げ、東北地方北部で

は海岸寄 りに北上している。逆に南にいくほど高度は上が り、九州の霧島では1000mが 上限 となる。

ヤブツバキクラス域は、本州、四国、九州までの地域 と、常緑植物の豊富な奄美大島以南の琉球及び小笠原

の亜熱帯域に大きく2分 される。

本州の東北南部から九州では 「常緑広葉樹林」(27)が 成立 し、低地から丘陵地にかけてはシラカシ、ア

カガシ、イチイガシなどのカシ類の群落、コジイやスダジイなどシイ類の群落がみ られ、低地の沖積地ではタ

ブノキ群落、ホル トノキ群落などがみ られる。

本州以南のヤブツバキクラス域上部や下部には、モ ミ群落などの 「暖温帯常緑針葉樹林」(28)が 気候的

極相または土地的極相 として成立している。また、岩角地や海岸断崖地の土地的極相 として、アカマツ群落や

クロマツ群落などの 「岩角地 ・海岸断崖地針葉樹林」(29)が み られる。渓谷沿い、自然堤防などの湿性立
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地では 「落葉広葉樹林」(30)が 成立している。

河川後背の過湿地では、ブナクラス域と同様にハンノキ群落などの 「沼沢林」(31)が 成立し、河川沿い

ではヤナギ低木群落などの 「河辺林」(32)が 成立 している。

風衝地、火山地、河 口の汽水域などの森林が成立 しない立地では、 「自然低木群落」(33)が みられる。

また、潮風の激 しい海岸風衝地には 「海岸風衝低木群落」(34)が 成立 している。

奄美大島以南、及び小笠原を含む亜熱帯域では、古生層など非石灰岩を母岩 とする地域に 「亜熱帯常緑広葉

樹林」(35)が み られ、石灰岩を母岩 とする地域にナガ ミボチ ョウジーリュウキュウガキ群団などの 「亜熱

帯常緑広葉樹林(隆 起石灰岩上)」(36)が み られる。いずれもきわめて多種の常緑植物によって構成され

る。海岸の河 口では熱帯にも広 く分布する 「亜熱帯湿生林(マ ングローブ林)」(37)が 、海岸断崖地では

リュウキュウマツ群落の 「亜熱帯針葉樹林」(38)が 成立 している。以上のような森林の成立できない海岸

断崖地、砂丘、火山地などでは各種の 「亜熱帯低木群落」(39)が み られる。

皿:ヤ ブツバキクラス域代償植生(大 区分40～46)

ヤブツバキクラス域では、古 くから人間の居住地域 とな り植林地 ・耕作地、市街地等の土地利用が進んでい

るため、 自然植生のほとん どは、代償植生によっておきかえられている。 しかし、これらの群落は身近な植物

の生育空間として重要である。

森林植生が伐採や山火事によって消失 した跡地には、回復途上の二次的な植生がみられる。ヤブツバキクラ

ス域の南部には植生回復が進みシイ類、カシ類、タブノキなどの常緑広葉樹が萌芽再生 した 「常緑広葉樹二次

林」(40)が み られる。一方、クラス域北部の低地か ら丘陵地の広い範囲には、コナラ、クヌギ、イヌシデ

などを主 とする 「落葉広葉樹二次林」(41)が 分布 し、里山として定期的な伐採により維持されてきた。乾

燥 しやす く貧養な立地では、マツ類が先駆的に生育する 「常緑針葉樹二次林」(42)が 形成され、丘陵地斜

面上部の乾性立地ではアカマツ、海岸の風衝斜面ではクロマツ、沖縄では リュウキュウマツが分布 している。

この他、河川堤防、林縁な どの陽地では 「タケ ・ササ群落」(43)や 、先駆的な 「低木群落」(44)が 形

成される。人為的影響がさらに強まる刈 り取 り草地や放置後数年以上が経過 した造成地などには、ススキ、シ

バなど各種の多年生草本か らなる 「二次草原」(45)が 出現する。明 らかに伐採直後 と判断される植物群落

は 「伐採跡地群落」(46)と して区分する。

「皿
:河 辺 ・湿原 ・塩沼地 ・砂 丘植生等(大 区分47～53)

河辺 ・湿原 ・塩沼地 ・砂 丘な ど、植物 の生育に とって厳 しい特殊 な立地 に成立す る草本植物 群落(一 部低木

群 落 を含 む)は 、土地 的要因に規定 され る 自然植 生であ り、気候 的要因で規定 され るク ラス域 を越 えて分布 し

てい る。 これ らは 「湿原 ・河川 ・池沼植 生」(47)、 「塩沼地植 生」(48)、 「砂 丘植 生」(49)、 「海

岸 断崖 地植 生」(50)、 「岩角地 ・石灰岩地 ・蛇紋岩 地植生」(51)、 「火 山荒原植 生 ・硫気孔原植生」

(52)、 「隆起珊瑚礁植 生」(53)に 分 け られ 、それぞれ の立地 に適応 した独特 の相観 を もつ植 物群落 が

形成 され ている。

区:植 林地、耕作地植 生(大 区分54～57)

人 工的 に管理 され る植生 区分 であ り.、各種の 「植林 地」(54)、 「竹林 」(55)、 「牧 草地 ・ゴル フ場 ・

芝地」(56)、 「耕作地」(57)が 含 まれ る。耕 作地や市街地周辺 の路傍 ・空地 な どに形成 され る二次草

原(ヒ メムカシ ヨモ ギ、 オオア レチ ノギ クな ど越年生 め帰化植 物群落や 、セ イ タカ アワダチ ソウ、 ヨモギ、 ク

ズな ど多年生草本 の群落)は 、持続期 間が短 い植物群落 であ るとい う理 由か ら、本植 生 区分 に含 め られてい る。

X:そ の他(大 区分58)

植生 がほ とん ど見 られ ない地域 であ り、 「市街地等」(58)と して、市街 地、工場地帯、造成地、干拓地、

開放水域、 自然裸地 が含 まれ る。
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表一1統 一凡例案(植 生区分 ・大区分一覧表)

植生区分別の大区分

植生区分
1高 山帯自然植生域

皿 コケモモー トウヒクラス域 自然植生

mコ ケモモー トウヒクラス域代償植生

IVブ ナクラス域 自然植生

Vブ ナクラス域代償植生

VIヤ プツバキクラス域 自然植生

皿 ヤプツバキクラス域代償植生

V皿 河 辺 ・湿原 ・塩沼地 ・砂 丘植 生等

IX植 林地、耕作地植生

Xそ の他

大区分

1高 山低木群落
2高 山ハイデ及び風衝草原
3雪 田草原

4亜 寒帯針葉樹林
5亜高山帯針葉樹林
6亜高山帯広葉樹林
7高茎草原及び風衝草原
8亜 高山帯二次林
9二 次草原

10伐 採跡地群落:

11落 葉広葉樹林(日 本海型)
12下 部針広混交林
13落 葉広葉樹林(太 平洋型)
14冷 温帯針葉樹林
15岩 角地針葉樹林
16渓 畔林
17沼 沢林
18河 辺林

19岩 角地 ・風衝地低木群落
20な だれ地低木群落

21自 然草原
22落 葉広葉樹二次林
23常 緑針葉樹二次林
24落 葉広葉低木群落

25二 次草原
26伐 採跡地群落
27常 緑広葉樹林

28温 暖帯針葉樹林
29岩 角地 ・海岸断崖地針葉樹林
30落 葉広葉樹林

31沼 沢林
32河 辺林

33自 然低木群落:
34海 岸風衝低木群落
35亜 熱帯常緑広葉樹林
36亜 熱帯常緑広葉樹林(隆 起石灰岩上)
37亜 熱帯湿性林(マ ングローブ林)
38亜 熱帯常緑針葉樹林
39亜 熱帯低木群落

40常 緑広葉樹二次林
41落 葉広葉樹二次林
42常 緑針葉樹二次林

43タ ケ ・ササ群落
44低 木群落
45二 次草原
46伐 採跡地群落
47湿 原 ・河川 ・池沼植生
48塩 沼地植生
49砂 丘植生
50海 岸断崖地植生
51岩 角地 ・石灰岩地 ・蛇紋岩地植生
52火 山荒原植生 ・硫気孔原植生
53隆 起珊瑚礁植生
54植 林地
55竹 林
56牧 草地 ・ゴルフ場 」芝地
57耕 作地

58市 街地等

大区分数

3

4

3

11

5

13

7

7

4

1

注)ク ラス域区分と植生区分
日本の植生は、自然植生の構成種の名をとって、高山帯域、コケモモー トウヒクラス域、ブナクラス域、ヤブツバキクラス

域*の 各クラス域に大別されている。この 「クラス域」とは、広域に分布し景観 を特徴づけている自然植生によって植物社会
学的に定義されたもので、主要なクラスの生育域のことである。
それぞれのクラス域は高山草原 とハイマツ帯、亜高山針葉樹林域、落葉広葉樹林域、常緑広葉樹林域に対応している。これ
らの分布の決定要因 となっているのは気候、なかでも気温である。
統一凡例の植生区分の設定では、これ らクラス域の植生について自然植生と代償植生 とに区分 した。さらに、河辺 ・湿原 ・
塩沼地 ・砂丘などの環境条件の厳 しい特殊な立地に生育する植生のように、クラス域を超えて分布する植生(主 として自然草
原)に っいては、地形や地質的要因で持続する自然植生であるため、特殊立地の自然植生 として独立 して区分した。

*小笠原の常緑広葉樹林の上級単位は現在のところ決定 していないが
、便宜上ヤブツバキクラス域に含めた。
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表 一2統 一凡例案(大 区分 ・中区分一覧表)

植生
区分

1

II

皿

V

区
分
コ

=

1

z

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

大区分

山ハイァ及 風衝 原

田 原

亜
亜 山
亜 山 樹

原及 風衝 原

亜 山 ニニ
二次 原

ら 地

。葉 樹 (日 型)

下 口 混交
・葉 葉樹林(平 洋型)

叩温 針 樹

石 地 樹

沼沢

河辺

石 地・風衝地低木群。

なだ 地.、百瀬
原

樹二次

区
分
コ

=

1

1

2
3

4

5

s
1

2

3
1

1
1

2
1

2
1

1

2
1

1

2

3
4

1

1

2

3

4
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資料 一1

大 区分 ・中区分 の解説





●大区分1:高 山低木群落

日本の高山帯を特徴づけるハイマツが優 占する常緑低木群落を主体とし、林縁や谷筋に分布する落葉広

葉樹の低木群落をも含む。風衝が強く積雪量の少ない尾根部ではハイマツ群落が広 く発達 し、稜線の風衝

地では ミヤマナラ、 ミネザクラ、コミネカエデなどが多い。谷部では ミヤマハンノキなどの落葉低木群落

が小面積でモザイク状に入 りくんでいる。これ らの群落が交錯 し植生図上で表示できない場合や、ハイマ

ツとバクサンシャクナゲやチシマザサが混生する場合などが含まれ る。

第2回 第3回 の凡例解説の内容を整理 した結果、北海道から岐阜県まで8道 県がこの凡例に該当する。

なお、ハイマツ群落の分布面積が大部分を占めれば後述する中区分の 「ハイマツ群落」とし、落葉広葉樹

の低木群落の分布面積や分布パターンによっては、 「ハイマツ群落」と 「亜高山帯広葉樹林」(大 区分6)

に分けて記載す る。また、チシマザサが優 占する地域は 「高茎草原及び風衝草原」(大 区分7)と する。

◆中区分:ハ イマツ群落

高山や高緯度地方の山地に分布するハイマツの優占する常緑針葉樹低木群落。比較的雪の少ない風衝側の斜面や尾根部に広

く成立する。コケモモーハイマツ群集を主体とし、林縁の落葉広葉樹低木群落を含む。第2回 第3回 では、北海道から岐阜県

まで9道 県が、コケモモーハイマツ群集 として記載されているか、あるいは同群集に該当すると判断される(凡 例解説により

判断 し、高山低木群落の一部を同群集 として扱っている)。

●大区分2:高 山ハイデ及び風衝草原

高山や高緯度地方の山地の風衝地や崩壊地などに分布する倭性低木群落や草原が一括されている。山

頂部の斜面や稜線、周氷河土、崩壊地など、乾燥 と低温にさらされ砂礫の移動が激 しいためにハイマツ

群落が成立しないところにみられ る。やや安定 した礫原ではミネズオウ、ガンコウラン、コメバツガザ

クラ、ウラシマツツジなどのツツジ科を主 とした倭性低木によって構成 される高山ハイデ(ピ ース)が

発達する。 さらに風衝が強く砂礫の移動の激 しい不安定地では風衝草原が形成され、美 しい乾性のお花

畑 となっている。これ らは北海道のエゾオヤマノエン ドウ群落、本州のコマクサーイワツメクサクラス、

タイツリオウギ群落、ヒゲハ リスゲ群落など、地域によって異なる植生単位に細分 されている。

第2回 第3回 では、北海道から岐阜県まで9道 県でこの大区分名で記載されているが、》後述する中区

分に細分 され る可能性がある。

◆中区分:ミ ネズオウ群落

高山や高緯度地方の山地の風衝地に成立する掻性低木群落。やや安定した礫原に成立しガンコウラン、 ミネズオウ、コメバ

ツガザクラなどが優占しカーペット状に広が り、イワウメ、イワヒゲ、チシマツガザクラなどを伴 う。第2回 第3回 では、コ

メバツガザクラーミネズオウ群集として北海道から静岡県まで6道 県で記載されている。

◆中区分:エ ゾオヤマノエン ドウ群落

北海道の山地の少雪地、風衝地に成立する倭性低木群落。エゾマメヤナギ、エソオヤマノエン ドウを主とし、マルバヤナギ、

タカネツメクサなどが混生する。周氷河土などにもみ られる。第2回 第3回 では、エゾマメヤナギーエゾオヤマノエン ドウ群

集 として北海道で記載 されている。

◆中区分:ヒ ゲハリスゲ群落

中部山岳の風衝の激 しい稜線や傾斜地に成立する多年生草本群落。オヤマノエンドウ、タカネシオガマ、バクサンイチゲ、

チシマギキョウなどが生育する。第2回 第3回 では、オヤマノエン ドウーヒゲハリスゲ群集 として富山県、山梨県、静岡県で

記載 されている。

◆中区分:タ イツリオウギ群落

高山の崩壊性の強い傾斜地に成立する多年生草本群落。イワオウギ、ミヤマオ トコヨモギ、イワベンケイ、タカネツメクサ、

シコタンソウなどが生育する。第2回 第3回 では、イワオウギータイツリオウギ群集 として静岡県で記載されている。

◆中区分:イ ワツメクサ群落

高山の崩壊性の強い傾斜地に成立する多年生草本群落。イワツメクサが優占する。第2回 第3回 では、石川県で記載されて

いるご

◆中区分:コ マクサーイワツメクサクラス

高山の周氷河土、火山、風衝砂礫地、崩壊地、雪田底などに成立する荒原草本群落。コマクサ、イワブクロ、コバノツメク

サなどが生育する。第2回 第3回 では、北海道から静岡県まで5道 県で記載されている。細区分にはミヤマクロスゲーチシマ

クモマグサ群集(北 海道)、 フジハタザオーオンタデ群集(静 岡県富士山)が ある。
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●大区分3:雪 田草原

高山や高緯度地方の山地の遅 くまで残雪のある雪田に分布する倭性低木群落及び草原。多雪であるた

めハイマツ林が成立 しにくい場所にみられ、冬季季節風の風背側の緩斜面から平坦地にかけて広面積で

発達 し、雪蝕圏谷や二重山稜などの凹状地、谷筋では帯状に分布する。雪田上部の急傾斜の岩礫地や雪

田底部の砂礫地など融雪後乾性化する立地では、アオノツガザクラが高常在度で生育 し、チングルマ、

ジムカデ、ミネズオウなどを伴 うカーペ ット状の群落を形成する(ア オノツガザクラ群団、チングルマ

群落など)。 融雪後 も適潤な立地ではエゾコザクラ、ヒナザクラ、バクサンコザクラなどサクラソウ属

の草原が形成 され る。融雪水が流下する緩傾斜地または平坦地は周年湿性 となり、黒泥土や泥炭が形成

され、イワイチ ョウ、シ ョウジョウスゲ、ヌマガヤなどヌマガヤオーダーの群落(シ ョウジ ョウスゲ群

落)が み られる。 これ らはいわゆる湿性のお花畑で夏季には美 しい花で彩 られる。

第2回 第3回 では、北海道から岐阜県まで12道 県がこの凡例で記載 されているが、これらの うちには

分布面積によっては後述す る中区分に区分される可能性がある。

◆中区分:チ ングルマ群落

高山や高緯度地方の山地で雪田や湿性の緩斜面に成立する植生高の低い植物群落。チングルマやエゾツガザクラを主とし、

ミツバオウレン、バクサンボウフウなどが混生する。第2回 第3回 では、エゾツガザクラーチングルマ群落 として北海道で記

載 されている。

◆中区分:ア オノツガザクラ群団

高山や高緯度地方の山地の雪田や緩斜面の水の豊富な立地に成立する低茎の多年生草本群落。アオノツガザクラの他、タカ

ネヤハズハハコ、イワカガ ミ、 ミツバオウレン、ジムカデ、キンスゲなどが生育する。雪田、雪渓など積雪の残る湿潤な立地

だけでなく、火 口壁、岩礫地などにもみ られる。第2回 第3回 では、石川県で記載されている。細区分にはエゾコザクラ群落、

エゾツガザクラーアオノツガザクラ群落(以 上北海道に分布)、 タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集(中 部地方に分

布)が ある。

◆中区分:シ ョウジョウスゲ群落

主として高山や高緯度地方の山地の浅く泥炭の形成された斜面凹状地に成立する草本群落。ヌマガヤオーダーの植物群落で、

コケモモー トウヒクラス域でも成立するが、主要な分布域は高山帯である。ショウジョウスゲまたはヌマガヤが優占し、イワ

イチ ョウ、ショウジョウバカマ、タテヤマリンドウ、ミヤマ リンドウ、キンコウカなどが混生する。第2回 第3回 では、ショ

ウジョウスゲーイワイチョウ群集として富山県、石川県で記載 されているが、他に本州中部以北で確認される可能性がある。

●大区分4:亜 寒帯針葉樹林

北海道のコケモモー トウヒクラス域に分布す る常緑針葉樹の自然林。北方針葉樹林 とも呼ばれる。山地

斜面の適潤地に優 占するエゾマツ、 トドマツの群落を主体とする。岩角地、蛇紋岩地や湿地周辺など特

殊立地にはアカエゾマツが優占する。他にダケカンバ、イチイなどが混 じる。これ らの群落は中区分の

エゾマツ群団として一括 されている。

◆中区分:エ ゾマツ群団

北海道のコケモモー トウヒクラス域に分布する常緑針葉樹の自然林。エゾマツ、トドマツ、アカエゾマツが優占する。エゾマ

ツ、 トドマツは北海道に分布し、アカエゾマツは北海道 と岩手県早池峰山に分布する。第2回 第3回 では、エゾマツー トドマ

ツ群集(北 海道の山地の適潤地に分布)、 アカエゾマツ群集(北 海道、岩手県の岩角地、湿原の付近など特殊立地に分布)、

イチイー トドマツ群集(北 海道の山地の寒冷湿潤な多霧帯に分布)、 ダケカンバーエゾマツ群落(北 海道の山岳地に分布)な

ど、4つ の群集 ・群落 として記載されている。
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●大区分5:亜 高山帯針葉樹林

本州、四国のコケモモー トウヒクラス域に分布する常緑針葉樹または落葉針葉樹の自然林。冬季季節風

の風衝斜面でよく発達 し高木林 となるが、コケモモー トウヒクラス域上限や湿原の周辺では低木の疎林

となる。なだれの頻発する風背斜面ではほとんど発達 しない。もっとも代表的な群落は日本海側のオオ

シラビソの優占する群落である。太平洋側では地域によってシラビソ、 トウヒ、シコクシラベ、コメツ

ガの他、落葉針葉樹のカラマツが優占する。これらは中区分のオオシラビソ群団として一括 されている。

◆中区分:オ オシラビソ群団

本州、四国のコケモモー トウヒクラス域に分布する常緑針葉樹または落葉針葉樹の自然林。 日本海側では主としてオオシラ

ビソ、 トウヒが優占し、太平洋側ではシラビソ、シコクシラベ、コメツガの他、落葉針葉樹のカラマツが優占する。第2回 第

3回 では、シラビソー トウヒ群団など(長 野県、岐阜県、石川県)と して記載されたが、最近の研究によりオオシラビソ群団

の名称に変更した。

細区分にはオオシラビソ群集(本 州中部以北の日本海側に広面積で分布)、 シラビソーオオシラビソ群集(本 州の関東、中

部の太平洋側に分布)、 シコクシラベ群集(四 国に分布)、 コメツガ群落(本 州の東北、関東、中部、近畿の岩礫地に分布)、

カラマツ群落(本 州中部の火山性礫地や河辺に分布)が ある。

●大区分6:亜 高山帯広葉樹林

コケモモー トウヒクラス域におけるなだれ地、崩壊地では、針葉樹高木林が成立せず、ダケカンバを

主とする落葉広葉樹の自然低木林が形成されている。ダケカンバが優 占し、ナナカマ ド、オガラバナ、

ミヤマハンノキなどが混生する。

◆中区分:ミ ドリユキザサーダケカンバ群団

コケモモー トウヒクラス域における急傾斜地、積雪の多い立地などに成立する落葉広葉樹の自然低木林。地域によってダケ

カンバ、ミヤマハンノキ、ヤハズハンノキなど数種のいずれかが優占する。 日本海側では融雪時期の遅れ、雪の葡行、なだれ

の頻度が高いなど積雪の影響が強い斜面部にみられる。太平洋側では積雪が多く崩壊性の強い風衝地にみ られる。ササーダケ

カンバ群落より高海抜地の、積雪量のより多いところに分布する。第2回 第3回 では、福島県から静岡県まで6県 で本群団と

して一括 して記載されている。細区分には ミヤマハンノキーダケカンバ群集などがある。

◆中区分:サ サーダケカンバ群落

コケモモー トウヒクラス域からブナクラス域上部の比較的積雪量の多いところに成立する落葉広葉樹の自然低木林。ダケカ

ンバが優占し、林床にチシマザサが密生することを特徴 とする。高山山頂や渓岸斜面上部のなだれ地などに広くみられるが、

日本海側では南 ・西向きの融雪がやや遅い斜面やなだれの少ないところでよく発達する。 ミドリユキザサーダケカンバ群団よ

り低海抜で積雪量の少ないところに分布する。第2回 第3回 では、北海道から岐阜県まで13道 県で記載されている。

●大区分7:高 茎草原及び風衝草原

コケモモー トウヒクラス域の傾斜地において、斜面下部のなだれ地や凹状地、斜面上部の風衝地など

は、広葉樹林が成立できないきわめて不安定な立地であるため、高茎広葉草原(シ ナノキンバイーミヤ

マキンポウゲ群団)及 び各種のササ群落が形成 される。

◆中区分:シ ナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団

コケモモー トウヒクラス域のうち積雪の多い急傾斜地、小谷などに成立する高茎広葉草原。北海道では トカチフウロ、タカ

ネ トウウチソウ、ミヤマキンポウゲ、バイケイソウ、ミヤマイなどが生育する。本州 日本海側の多雪地では広面積に発逮 し、

シナノキンバイ、ミヤマキンポウゲ、バクサンフウロ、バクサンボウフウ、バクサンイチゲ、コバイケイソウなどが生育する。

第2回 第3回 では、北海道から静岡県までll道 県で記載されている。

◆中区分:サ サ群落

コケモモー トウヒクラス域のうち、おもに山頂部や尾根筋の風衝地、谷筋のなだれ地や崩壊地に成立するササ群落。日本海

側ではチシマザサを中心に、クマイザサ、チマキザサ、オオバザサなど、太平洋側ではミヤコザサなどが優占し、多種のササ

類の群落が一括されている。 日本海側多雪地に多く、風背側斜面、なだれ地、積雪の残る場所、湿原周辺などにもみられる。

なお、風衝地やなだれ地で人為の加わり方の判断が難 しい場合は、自然植生として区分する。第2回 第3回 では、北海道、群

馬県、新潟県、福井県、高知県で記載 された群落が該当する。細区分にチシマザサ群落(北 海道から本州の 日本海側に分布。

積雪深50cm以 上に一致する)、 オクノカンスゲーチシマザサ群集がある。
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●大区分8:亜 高山帯二次林

コケモモー トウヒクラス域における伐採跡地、山火事跡地な どに復元 した落葉広葉樹の二次林。ダケ

カンバが優 占し、林床にはササが生育する。

◆中区分:ダ ケカンバ群落

コケモモートウヒクラス域における伐採跡地、山火事跡地などに復元した落葉広葉樹の二次林。ダケカンバ、ウダイカンバ

などが優占する。第2回 第3回 では、北海道から高知県まで13道 県で記載されている。

●大区分9:二 次草原

コケモモー トウヒクラス域における伐採跡地、スキー場、造成跡地などに復元 した二次草原の うち、

帰化雑草などを含まない安定した組成を持つ持続的な群落。風衝地や積雪の残る場所ではチシマザサ、

クマイザサなどのササ類の群落、多雪地ではイネ科多年生草本のヒゲノガ リヤス群落などがみられる。

◆中区分:サ サ群落

コケモモー トウヒクラス域における伐採跡地、スキー場、造成跡地などに復元したササ群落。チシマザサ、クマイザサが優占

する。人為的な影響によって成立したことが明らかな場合に限る。なお、風衝地や残雪のある場所では持続群落 となる場合が

あるので、人為の加わり方の判断が難 しい場合は自然植生(大 区分7)と して区分する。第2回 第3回 では、北海道から高知

県まで11道 県で記載されている。細区分にチシマザサ群落(北 海道から本州の日本海側に分布。分布域は積雪深50cm以 上に

一致する)
、 クマイザサ群落がある。

◆中区分:ヒ ゲノガ リヤス群落

コケモモー トウヒクラス域における伐採跡地、スキー場、造成跡地などに復元した高茎のイネ科草本群落。ヒゲノガリヤスが

優占する。 ヒゲノガリヤスは本州の高山帯からブナクラス域に分布 し、多雪地に多い。第2回 第3回 では、長野県で記載され

ている。

●大区分10:伐 採跡地群落

森林の伐採跡地に形成 された草本群落、または1m前 後の樹高の低い落葉広葉低木群落。伐採直後は

土壌が一時的に富養になるが、数年後には表土が流亡 し乾性、貧養になる。そのため、伐採跡地の群落

は持続期間が短 く次々に遷移す る。一般にはブナクラス域中部以上のものに類似するが、森林復元には
一層長い時間を要する

。第2回 第3回 では、北海道から奈良県まで9道 県で記載 されている。

伐採跡地群落は経年変化を統計的に検討するために従来と同様、各 クラス域に細分している。中区分、

細区分は行わない。なお、樹高2m以 上の落葉低木群落に発達したものは 「亜高山帯二次林」(大 区分

8)と して区分する。
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●大区分11:落 葉広葉樹林(日本海型)

北海道、本州の 日本海側多雪地に分布するブナクラス域における落葉広葉樹林。北海道の黒松内低地

以南から中国地方にかけての広い範囲ではよく発達 したブナ林(チ シマザサーブナ群団)が 分布 してい

る。北海道の黒松内以北ではブナを欠きエゾイタヤ、シナノキ、ミズナラな ど多種の落葉樹が生育する

ミズナラ林(サ ワシバーミズナラ群団)が 分布 している。また、北海道か ら東北北部にかけての海岸風

衝地ではカシワが優 占するカシワ群団、エゾイタヤが優 占す るエゾイタヤーシナノキ群団が分布 してい

る。

◆中区分:チ シマザサーブナ群団

ブナクラス域における北海道黒松内以南の主 として 日本海側山地に分布する落葉広葉樹の自然林。ブナが優占し、ホオノキ、

ハ ウチワカエデ、ミズナラなどが混生する。低木層以下にはチシマザサ、チマキザサ、オオバクロモジなど冬季多雪な日本海

側に分布する植物が生育する。群団標徴種のチシマザサは北海道から本州の日本海側に分布 し、分布域は積雪深50cm以 上に一一

致することが知 られている。第2回 第3回 では、北海道や東北地方の日本海側山地で広大な面積を占め、中国地方までの15道

県で本群団に一括 して記載されている。

細区分にはヒメアオキーブナ群集(本 州 日本海側の緩斜面凹地、土壌の厚い適潤地に分布)、 マルバマンサクーブナ群集(日

本海側滋賀県までの尾根状地に分布)、 スギーブナ群落(日 本海側の秋田、立山、山口などに分布)、 クロモジーブナ群集(中

国山地に分布)の4群 集 ・群落がある。

◆中区分:サ ワシバーミズナラ群団

ブナクラス域のうちおもに北海道の道東、道央に分布する落葉広葉樹の自然林。山地の適潤から乾性の立地に成立し、ブナを

欠き、ミズナラ、エゾイタヤ、シナノキ、ヤチダモを主とし、アサダ、サワシバ、ホオノキなど多種の落葉広葉樹が混生する。

林床にはチシマザサーブナ群団と共通する低木類のほか、 日本海側でチシマザサ、太平洋側に ミヤコザサが多い。第2回 第3

回では、北海道で記載されているが、他に群団の分布が確認されている青森県東部、岩手県北部でも区分される可能性がある。

なお、第2回 第3回 で記載されたエゾイタヤーシナノキ群落は、北海道では成帯的な分布を示し、種組成もきわめて豊窟で

ある。これに対し本州では海岸風衝地の土地的極相として現れ、種組成 も貧化 している。最近の研究成果(「 日本植物群落図

説」等)を 参照 し、前者をサワシバーミズナラ群団に、後者をエゾイタヤーシナノキ群団(後 述)と して中区分を分けている。

◆中区分:エ ゾイタヤーシナノキ群団

ブナクラス域の うち、北海道、本州の主として日本海側の海岸風衝地に成立する落葉広葉樹の自然林。エゾイタヤが優占し、

シナノキ、カシワ、ケヤキが混生する。第2回 第3回 では、北海道でエゾイタヤ群落、青森県、秋田県、山形県、新潟県、石

川県でエゾイタヤーシナノキ群落として記載されているが、これらをエゾイタヤーシナノキ群団としてまとめている。

◆中区分:カ シワ群団

ブナクラス域のうち、北海道、本州の主として 日本海側の海岸風衝地に成立する落葉広葉樹の自然低木林。カシワが優占す

る。第2回 第3回 では、カシワ群落などとして北海道、東北地方北部、新潟県まで5道 県の日本海側海岸で記載されている。

なお、カシワ群落には内陸の火山地など乾性立地に成立するものもあるが、これは 「落葉広葉樹二次林」(大 区分22)に

含 めて扱っている。

●大区分12:下 部針広混交林

道南を除く北海道のブナクラス域上部に分布する、常緑針葉樹 と落葉広葉樹の混交する自然林。エゾ

マツ、 トドマツなどの亜寒帯針葉樹に、ハルニレ、ミズナラ、エゾイタヤ、シナノキなどのブナクラス

の落葉樹が混交 し、明瞭な優占種はない。林内にはササが多い。道央から道東にかけての低山地、丘陵

地に分布 している。植林地への転換や針葉樹の択伐によって原生の林分は少なくなっている。第2回 第

3回 では、北海道で記載されている。
、
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●大区分13:落 葉広葉樹林(太 平洋型)

本州、四国、九州のブナクラス域において、冬季寡雪である太平洋側山地を中心に分布する落葉広葉

樹 の自然林。もっとも主要な植生単位はブナが優 占し林床にはスズタケや ミヤコザサなどが生育するス

ズタケーブナ群団である。他にブナクラス域下部ではイヌブナ群落、 ミズナラ群落、イヌシデーアカシ

デ群落などがみられる。

◆中区分:ス ズタケーブナ群団

ブナクラス域における岩手県以南の太平洋側山地に分布する落葉広葉樹の自然林。ブナが優占し、ホオノキ、ハウチワカエ

デ、ミズナラなどが混生する。低木層以下にはスズタケ、ミヤコザサ、クロモジなど冬季寡雪な気候に適応 した植物が生育す

る。これ らの植物は、チシマザサ、チマキザサ、オオバクロモジなど冬季多雪な日本海側に生育する植物 と著しい対照をなし

ている。現存する生育地は小面積でしかも孤立分断されている。第2回 第3回 では、岩手県から熊本県までの14県 で本群団と

して一括 して記載 されている。

細区分にはヤマボウシーブナ群集(関 東、中部地方に分布)、 ミヤコザサーブナ群集(関 東北部に分布)、 シラキーブナ群

集(中 部、近畿、四国、九州に分布)な ど7群 集がある。

◆中区分:イ ヌブナ群落

ブナクラス域下部の山地または低山地に成立する落葉広葉樹の自然林。主としてイヌブナが優占し、アカシデ、イヌシデ、

ミズナラなどが混生する。東北や中部地方の太平洋側ではイヌブナにモ ミが混生する針広混交林 となる。表土の浅い乾性立地

の急斜面や尾根部に多い。第2回 第3回 でイヌブナ群集などとして岩手県から滋賀県まで関東、中部、近畿の10県 で記載され

たものが該当する。

細区分にはチャボガヤーイヌブナ群集(北 陸、近畿北部、中国山地東部の 日本海側山地に分布)、 今回新設 したコハクウン

ボクーイヌブナ群集(関 東以西、四国、九州の太平洋側低山地に分布)な ど3群 集がある。イヌブナ群落は最近の研究で整理

中であり、今後追加、整理される可能性がある。

◆中区分:ミ ズナラ群落

ブナクラス域における火山地など乾燥 しやすい立地に成立する落葉広葉樹の自然林。 ミズナラが優 占し、リョウブが混生す

ることが多く、 ミズナラの大径木を含む。降水量の少ない地域や古い火山地など乾燥 しやす くブナが生育しないところにみら

れる。第2回 第3回 では、群馬県で記載 されている。細区分にリヨウブーミズナラ群集(関 東から九州に分布)が ある。

◆中区分:イ ヌシデーアカシデ群落

ブナクラス域における渓谷沿いの岩角地、急斜面などに成立する落葉広葉樹の自然林。岩角地ではアカシデ、斜面ではイヌ

シデが優占することが多く、しばしば両種は混生する。太平洋側にも日本海側にも分布する。第2回 第3回 では、岩手県、新

潟県から香川県まで11県 で記載されている。細区分として、同様の立地に二次林として成立 しているアカシデ群落(青 森県、

秋田県)を 含める。

◆中区分:コ ハウチワカエデ群落

ブナクラス域の うち佐賀県、長崎県の雲仙など火山性の立地に成立する落葉広葉樹の自然林。コハウチワカエデ、ヤマボウシ、

ナナカマ ドなどが優占し、ブナを欠いている。第2回 第3回 では、ケクロモジーコハ ウチワカエデ群落として佐賀県、長崎県

で記載されている。
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●大区分14:冷 温帯針葉樹林

主要な分布域がブナクラス域である常緑針葉樹の自然林。常緑針葉樹林はブナクラス域上限付近や、

ブナクラス域下部からヤブツバキクラス域上部にまたがって分布するものがある。上部の森林 としては

ウラジロモミ群落がみられ、福島県以西の太平洋側で気候的極相として発達 している。下部の森林 とし
てはヒノキアスナ ロ群落、クロベーヒメコマツ群落、アスナロ群落、ツガ群落、ツガー トガサワラ群落、

ヒノキ群落、コウヤマキ群落、スギ群落などが尾根状地を中心に分布 し、土地的極相 として発達する。

また、これ らは古気候に対応 した遺存的植物群落である。

なお、分布や生育状況の差異により、ブナクラス域における針葉樹林を 「冷温帯針葉樹林」と後述す

る 「岩角地針葉樹林」とに区分 している。

◆中区分:ウ ラジロモ ミ群落
・本州太平洋側のブナクラス域上部に分布する常緑針葉樹の自然林。 ウラジロモ ミが優占し、ブナ、コメツガ、シラビソなど

が混生する。山地の比較的緩やかな斜面や谷状地で発達する。 ウラジロモミは本州(本 州の福島県以西、紀伊半島)、 四国に

分布する。第2回 第3回 では、栃木県から徳島県まで関東、中部、近畿、四国の10県 で記載されている。細区分にウラジロモ
ミーコメツガ群落(東 京都、山梨県に分布)が ある。

◆中区分:ヒ ノキアスナロ群落

日本海側多雪地のブナクラス域下部を中心に分布する常緑針葉樹の自然林。ヒノキアスナロが優占し、しかも伏状更新が著 し

く、ブナ、アカシデ、サワシバ、クロベなどと混生する。渓谷沿いの土壌の浅いやや湿性の立地に偏在 し、蛇紋岩地や火砕流

堆積地など特殊な地質のところにも多い。 ヒノキアスナロは北海道、本州(北 部、石川)に 分布する。第2回 第3回 では、北

海道(渡 島半島)、 青森県(下 北半島、津軽半島)で 広い面積を占め、他に岩手県(早 地峰)、 群馬県、石川県(能 登宝立山)
の群落が記載されている。

◆中区分:ク ロベーキタゴヨウ群落
ブナクラス域における痩尾根や岩角地に成立する常緑針葉樹の自然林。クロベ、キタゴヨウが優 占し、ブナ、オオシラビソ

などが混生する。キタゴヨウはヒメコマツとは変種関係にあ り、北海道 と本州(中 北部)に 分布する。第2回 第3回 では、青

森県か ら石川県まで9県 で記載 されたものが該当する。細区分にはアカミノイヌツゲークロベ群集(日 本海側多雪地に分布)
がある。

◆中区分:ク ロベーヒメコマツ群落
ブナクラス域における痩尾根や岩角地に成立する常緑針葉樹の自然林。クロベ、ヒメコマツ、ヒノキ、ツガなどが優占し、

ミズナラ、ブナ、オオシラビソなどが混生する。クロベは本州、四国に分布 し、ヒメコマツは北海道(南 部)、 本州、四国、
九州に分布する。第2回 第3回 では、クロベーキタゴヨウ群落(前 述)よ り南寄りの群馬県から高知県まで9県 で記載された

ものが該当する。

◆中区分:ア スナロ群落

ブナクラス域下部を中心に分布する常緑針葉樹の自然林。アスナロが優占する。蛇紋岩地や火砕流堆積地など特殊な地質のと

ころにも多い。渓谷沿いの土壌の浅いやや湿性の立地に偏在する。アスナロは本州(北 部から中部)、 四国、九州に分布する。

第2回 第3回 では、福島県、栃木県、兵庫県、徳島県の4県 で記載されているが、他にアスナロの分布する北関東から中国山
地東部まで確認される可能性がある。

◆中区分:ツ ガ群落

ブナクラス域下部からヤブツバキクラス域上部にかけて山地の尾根部などに成立する常緑針葉樹の自然林。花簡岩や変成岩の

露出地にもみられる。ツガが優占し、モ ミ、ヒメコマツ、ヒノキ、イヌブナ、アカシデ、コハウチワカエデなどが混生す る。

なお、ツガ群落には常緑広葉樹が多い林分でヤブツバキクラス域に属するものもあるが、植生区分はブナクラス域に一括され
ている。ツガは本州の福島県以西、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、富山県、兵庫県、宮崎県で記載 された群落が

該当する。細区分にはコカンスゲーツガ群集(関 東から近畿の太平洋側に分布)、 ハイノキーツガ群集(九 州に分布)が 含ま

れるが、さらに最近の研究にあわせて再整理 される可能性がある。

◆中区分:ツ ガー トガサワラ群落

ブナクラス域 とヤブツバキクラス域の境界付近の岩角地に成立する、常緑針葉樹の自然林。和歌山県、奈良県、四国に分布す

るトガサワラを主とし、ツガ、モミ、スギ、ヒノキなどが混生する。 トガサワラは時に30mを 越 える巨木となり、林内にはツ

ツジ科植物が多い。 トガサワラの伐採により著しく減少 している。第2回 第3回 では、高知県で記載されている。

◆中区分:ヒ ノキ群落

ブナクラス域下部からヤブツバキクラス域上部にかけて、山地の岩角地、痩せ尾根、花簡岩地などに成立する常緑針葉樹の自

然林。ヒノキが優占し、ツガ、コウヤマキ、アカマツ、ヒメコマツ、 ミズナラなどが混生する。 ヒノキは福島県以西、四国、

九州に分布する。第2回 第3回 では、福島県から宮崎県まで10県 で記載されている。なお、ヒノキ群落には常緑広葉樹が多い

林分でヤブツバキクラス域に属するものもあるが、植生区分はブナクラス域に一括 されている。細区分にはシノブカグマーヒ

ノキ群集(関 東～近畿地方に分布)、 シャクナゲーヒノキ群集(本 州西南部、四国に分布)が ある。

◆中区分:コ ウヤマキ群落
ブナクラス域下部からヤブツバキクラス域上部にかけて、山地の痩せ尾根に成立する常緑針葉樹の自然林。コウヤマキが優占

し、ツガ、ヒノキ、ヒメコマツなどが混生する。植林起源と考えられるが天然更新が行われている群落も含む。コウヤマキは

福島、中部以西、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、和歌山県(高 野山)、 島根県、愛媛県(篠 山)な どで記載され

ている。

◆中区分:ス ギ群落

ブナクラス域下部からヤブツバキクラス域上部にかけて、山地の岩角地、痩せ尾根、花崩岩地などに成立する常緑針葉樹の自

然林。土地的極相 として残存しているものが多いが、屋久島など空中湿度の高い場所では斜面の広い範囲で生育する。スギが

優占し、モミ、ツガ、ヒノキ、ブナ、ヤマグルマ、ヒメシャラなどが混生する。林内に常緑広葉樹が多い林分でヤブツバキク

ラスに属するものも含まれるが、植生区分はブナクラス域に一括されている。スギは本州、四国、九州に分布する。第2回 第

3回 では、徳島県(木 頭村)、 高知県(魚 梁瀬)、 鹿児島県(屋 久島)で 記載された群落が該当する。なお、ブナと混生する

群落はスギーブナ群落(大 区分11)と して別に区分されている。
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●大区分15:岩 角地針葉樹林

ブナクラス域における岩角地、尾根部などに成立するアカマツ、ヒメコマツなどのマツ属植物が優占

する常緑針葉樹の自然林。

針葉樹林を分布や生育状況の差異により 「冷温帯針葉樹林」(大 区分14)と 「岩角地針葉樹林」 と

に区分 している。 「冷温帯針葉樹林」はブナクラス域における上部または下部の岩角地を中心に分布 し、

局地的にも気候的極相として発達する。また、このうち下部の針葉樹林は古気候に対応 した遺存的植物

群落である。 これに対し、マツ類の 「岩角地針葉樹林」はブナクラス域か らヤブツバキクラス域まで広

範囲で自然植生としては岩角地に限って出現 し、土地的極相 として成立する。マツ属植物は乾性立地に

先駆的に侵入する陽樹であり、人間活動に伴って生育域を広げてきたという点 も異なっている。

◆中区分:ア カマツ群落

ブナクラス域における山地の尾根、岩角地などに成立する常緑針葉樹の自然林。土壌が浅く乾性の立地にみ られる。アカマ

ツが優占する。第2回 第3回 では、青森県から鹿児島県まで16県 で記載されている。二次林や植林のよく発達したものとは相

観や組成上の区別が困難であるが、立地により区分する。なお、主 としてヤブツバキクラス域に分布するアカマツ群落(大 区

分29)は 植生区分をヤブツバキクラス域とし別に扱っているので、県によっては境界域の検討が必要である。

◆中区分:ヒ メコマツ群落

ブナクラス域下部の山地の尾根、岩角地などに成立する常緑針葉樹の自然林。土壌が浅く乾性の立地にみられる。ヒメコマ

ツが優占し、アカマツが混生する。 クロベーヒメコマツ群落より低標高にみられ、アカマツが多いことで区別される。第2回

第3回 では、千葉県清澄山に寒冷期の遺存群落として残存 している群落が記載されている。現在その群落は断片的になり凡例

として区分できるか疑わ しいが、ヒメコマツの優占する群落は他の地域でも区分されるものがあるとみられる。

●大区分16:渓 畔林

ブナクラス域において、山地の渓谷の谷底やテラス状地、渓谷崖錐斜面な ど、渓畔の湿潤であるが比

較的排水のよい立地に成立する落葉広葉樹の自然林。サワグル ミ、シオジ、ハルニレ、ケヤキなどの森

林群落を含む。

第2回 第3回 で記載されたエゾイタヤーシナ ノキ群落(福 島県)は 、組成や立地などの点からこの区

分に該当すると考えられる。

◆中区分:サ ワグル ミ群落

ブナクラス域における渓畔に成立する落葉広葉樹の自然林。サワグル ミが優占し、時に トチノキ、カツラが混生する。湿潤

であるが比較的排水のよい山地渓畔や谷底にみられる。サワグル ミは北海道から九州まで分布する。第2回 第3回 では、ジュ

ウモンジシダーサワグル ミ群集(東 北から中国地方の 日本海側に分布)、 新設されたヤハズアジサイーサワグル ミ群集(太 平

洋側の伊豆半島、紀伊半島、四国、九州に分布)な どとして記載されている。

◆中区分:シ オジ群落

ブナクラス域における渓谷沿いに成立する落葉広葉樹の自然林。太平洋型及び瀬戸内型気候域で、砂礫土の堆積 した湿潤な

山地渓畔や谷底にみられる。シオジが優占し、時にサワグル ミ、オヒョウが混生する。第2回 第3回 の兵庫県で記載 された群

落は、組成や分布からみると本群落に該当すると判断される。シオジは関:東以西、四国、九州に分布する。細区分にはミヤマ

クマワラビーシオジ群集(本 州太平洋側、九州に分布)が ある。

◆中区分:ハ ルニレ群落

ブナクラス域における渓畔や沼畔に成立する落葉広葉樹の自然林。 日本海型気候域で、砂礫土が堆積 した湿潤な崖錐斜面、

湧水辺、谷底などにみられる。ハルニ レが優占し、エゾイタヤ、 ドロノキ、カツラ、ヤチダモなどが混生する。草本層には広

葉草本植物が多数生育する。ハルニレは北海道から九州まで分布する。第2回 第3回 では、北海道、秋田県で記載 されたもの

が該当する。細区分にハルニ レ群集(東 北～中部地方に分布)が ある。

◆中区分:ケ ヤキ群落

ブナクラス域下部からヤブツバキクラス域上部にかけての渓畔に成立する落葉広葉樹の自然林。ケヤキ、オニイタヤが優占

し、クマノミズキ、エゾエノキ、イヌシデ、オオモミジ、イタヤカエデなどが混生する。湿潤な砂礫土の堆積 した崖錐斜面や

山地渓畔から、適湿な沖積低地までにみられる。第2回 第3回 では、青森県か ら大分県まで15県 で記載されているが、本州以

南の他地域にも確認される可能性がある。なお、主としてヤブツバキクラス域に分布するケヤキ群落(大 区分30)は 、植生

区分をヤブツバキクラス域とし別に扱っている。細区分にはチャボガヤーケヤキ群集(本 州の 日本海側に分布)、 ヒメウワバ

ミソウーケヤキ群集(九 州の阿蘇 ・九重に分布)が ある。

◆中区分:ア サガラ群落

ブナクラス域下部の石灰岩地の谷沿いに成立する落葉広葉樹の自然林。ケヤキの大木が点在 し、アサガラが亜高木層に優占

し、ミズキ、クマノミズキ、ニワトコなどが混生する。第2回 第3回 では、コクサギーアサガラ群落として福岡県で記載され

ている。
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●大区分17:沼 沢林

ブナクラス域における沼沢に成立する落葉広葉樹の 自然林。土壌が厚く堆積 した山麓斜面下部や谷底

の適湿地にヤチダモ群落、山間や丘陵の谷地、湧水辺、池沼畔の過湿地にハンノキ群落などがみ られる。

◆中区分:ヤ チダモ群落

ブナクラス域における山地渓畔の自然堤防や後背湿地に成立する落葉広葉樹の自然林。ハルニレ、ヤチダモが優占し、ミズ

ナラ、エゾイタヤ、カツラなどが混生する。ハンノキ群落より排水のよい適湿～湿潤で肥沃な沖積地にみ られる。ヤチダモは

北海道、東北、中部に分布する。第2回 第3回 では、秋田県で記載されている。細区分にハンノキーヤチダモ群集(北 海道、

本州の 日本海側に分布)、 ハシドイーヤチダモ群集(北 海道の400m以 下の低地、本州の北～中部に分布)が ある。

◆中区分:ハ ンノキ群落

ブナクラス域における沼沢、湿原に成立する落葉広葉樹の自然林。ハンノキが優占し、 トネ リコ、ナラガシワなどが混生す

る。低木層はあまり発達しない。立地は停滞水で常に浸されている。ハンノキは北海道から九州まで分布するが残存林分は少

ない。第2回 第3回 では、北海道が全国の大部分を占め、長野県まで6道 県で記載されている。

●大区分18:河 辺林

ブナ クラス域 にお ける河辺 に成 立す る落葉広葉樹 の 自然林。高木林 か ら低木林 まであ り、 ドロノキ、

オオバヤナ ギ、ケ シ ョウヤナ ギ、シ ロヤナギな どが優 占す るヤ ナギ高木群 落、タチヤナ ギ、イヌ コ リヤ

ナ ギな どが優 占す るヤナ ギ低木群落があ る。オニ グル ミ群落 、ヤマハ ンノキ群落な ども含 む。このほか、

上流の砂礫の多い渓流辺 にはカ ワラハ ンノキ、 ミヤマカ ワラハ ン ノキ、ヤハズハ ンノキ、ヤ シャブシ、

キシツツジな どが群落 を形成す る。

なお、第2回 第3回 の 「自然低木群落」 の一部 で河辺 に立地す るものは 「河辺林」 に区分す る。

◆中区分:ヤ ナギ高木群落

ブナクラス域における河川の上 ・中流域の河畔、低湿地などに成立する落葉広葉樹の自然林。オオバヤナギ、 ドロノキ、オ

ノエヤナギ、シロヤナギ、コゴメヤナギ、ケショウヤナギなどが優 占する。第2回 第3回 では、北海道から石川県まで10道 県

で記載されている。細区分にはオオバヤナギー ドロノキ群集など3群 集が含まれる。

◆中区分:ヤ ナギ低木群落

ブナクラス域における河川の上 ・中流域の河畔、低湿地などに成立する落葉広葉樹の低木群落。タチヤナギ、イヌコリヤナ

ギ、オノエヤナギなどが優占し、エゾノキヌヤナギ、カワヤナギなどが混生する。第2回 第3回 では、北海道が大部分を占め、

岐阜県まで10道 県で記載されている。

◆中区分:オ ニグルミ群落

ブナクラス域からヤブツバキクラス域にかけての渓畔や河岸に成立する落葉広葉樹の半自然林。ジュウモンジシダーサワグ

ル ミ群集域内の適潤富養な立地にみられる。オニグル ミ、カツラ、ハルニレなどが混生する。オニグル ミは北海道から九州ま

で分布 し、北海道では自然林として出現する。第2回 第3回 では、北海道でのみ記載されているが、他地域でも半自然林とし

て先駆的な群落が確認される可能性がある。

◆中区分:ヤ マハンノキ群落

ブナクラス域における谷筋のやや湿性の立地に成立する落葉広葉樹の自然林。崩壊跡地や山火事跡地などにも先駆的に生育

する。ヤマハンノキが優占し一斉林となっていることが多い。エゾマツ、エゾイタヤ、ハルニ レ、 ミズナラなどが混生し、次

第にこれらの樹種に置き換えられる。ヤマハンノキは北海道から九州まで分布する。第2回 第3回 では、北海道が大部分を占

め、宮崎県まで9道 県で記載されている。

◆中区分:河 辺ヤシャブシ群落

ブナクラス域における河辺、崩壊地などに成立する落葉広葉樹の半自然低木群落。岩礫の多い不安定な立地に先駆的に生育

する。ヤシャブシが優 占し、ヤマハンノキが混生する。ヤシャブシは本州、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、栃木

県で記載されている。

なお、火山地、風衝地のヤシャブシの群落は 「岩角地 ・風衝地低木群落」(大 区分19)に 含 める。
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●大区分19:岩 角地・風衝地低木群落

ブナクラス域における岩角地 ・風衝地に生育する落葉広葉樹を主とする自然低木群落。優 占種は一定

しないが、楓 衝地では ミヤマナラ、ナナカマ ド、ミネヤナギ、キャラボクな どブナクラス域 より上部に

まで分布するウラジロヨウラクーミヤマナラ群団にまとめられる群落がみられる。その他、ブナクラス

域中部ではブナ、 ミズナラ、アカヤシオ、シロヤシオ、ナナカマ ド、コハウチワカエデ、ブナクラス域

下部ではコナラ、マンサクなどの低木が優占する。石灰岩地や火山地などの岩角地ではヤシャブシ群落、

イワシデ群落、ヤマボ ウシ群落、オオ ヒメツゲ群落などがみ られるほか、オオコメツツジ、サラサ ドウ

ダン、ノリウツギなどの優 占する群落 もみ られ る。第2回 第3回 では、静岡県から鹿児島県まで、中部、

近畿、四国、九州の太平洋側7県 で自然低木群落 として記載 されたものが該当する。

なお、自然低木群落は組成や立地により 「岩角地 ・風衝地低木群落」(大 区分19)、 「なだれ地低

木群落」(大 区分20)、 「河辺林」(大 区分18・32)な どに区分する。

◆中区分:ウ ラジロヨウラクーミヤマナラ群団

日本海側多雪地のコケモモー トウヒクラス域か らブナクラス域にかけて、山頂部や尾根部の風衝地に成立する落葉広葉樹の

自然低木群落。ブナクラス域上部では ミヤマナラが優占することが多く、マルバマンサク、オオカメノキなどが混生する。高

海抜地ではコミネカエデが優占し、ミネザクラ、ダケカンバ、ナナカマ ドなどが混生する。また、日本海側では常緑針葉樹低

木のキャラボクも生育する。これらの一部はコケモモー トウヒクラス域における植生として区分されていたが、基本的にはブ

ナクラス域における植生なので植生区分をブナクラス域に一括している。ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団は東北から中部

地方を中心に分布する。第2回 第3回 では、青森県から鳥取県まで13県 で記載されている。

なお、ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団とされたなかに、オオシラビソ群集の発達する斜面下部や、風背地の残雪の多い

立地のものも含まれていたが、これ らは 「なだれ地 自然低木群落」として別に区分する。

細区分にはミヤマナラ群落、ナナカマ'ドーミネヤナギ群落、キャラボク群落など4群 落が含まれる。

◆中区分:ヤ シャブシ群落

ブナクラス域における火山の風衝地や岩礫地などに成立する落葉広葉樹の自然低木群落。表土が未発達で乾燥しやすい立地

で発達する。ヤシャブシが優占し、荒原状のものから小高木林までさまざまな発達段階のものがみられる。ヤシャブシは本州、

四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、宮崎県、鹿児島で記載されている。なお》河辺のヤシャブシの群落は河辺ヤシャ

ブシ群落として区分する。

◆中区分:オ オイタヤメイゲツ群落

ブナクラス域における石灰岩地の風衝地に成立する落葉広葉樹の自然林。オオイタヤメイゲツが上層に優占し、イタヤカエ

デ、シナノキ、サワグルミなどを伴 う。滋賀県の伊吹山、御池岳、霊仙岳などの山頂部や尾根筋にみられる。オオイタヤメイ

ゲツは本州、四国に分布する。第2回 第3回 では、 ミヤマカタバ ミーオオイタヤメイゲツ群集 として滋賀県でのみ記載されて

いる。

◆中区分:オ オヒメツゲ群落

ブナクラス域 とヤブツバキクラス域の境界付近にみられる石灰岩地に成立する常緑広葉樹と落葉広葉樹の混交する自然林。

オオヒメツゲが上層に優占し、コハウチワカエデ、アオキなどが混生する。第2回 第3回 では、サイゴクイボターオオヒメツ

ゲ群集として福岡県(古 処山)で 記載されている。

◆中区分:イ ワシデ群落

ブナクラス域 とヤブツバキクラス域の境界付近にみ られる日当たりのよい岩角地、石灰岩地や風衝地に成立する落葉広葉樹

の自然林。イワシデが上層に優占し、マルバアオダモ、ネズミサシ、イブキ、ネジキ、タカノツメなどが混じる。イワシデは

四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、徳島県から熊本県まで6県 で記載されている。細区分にはイワツクバネウツギー

イワシデ群集がある。

◆中区分:ヤ マボウシ群落

ブナクラス域 とヤブツバキクラス域の境界付近にみられる火山地に成立する落葉広葉樹の自然林。ヤマボウシが優 占し、リョ

ウブ、カナクギノキなどが混生する。第2回 第3回 では長崎県(雲 仙)で 記載されている。

◆中区分:ナ ナカマ ド群落

ブナクラス域における火山性の岩角地に成立する落葉広葉樹の半自然林。ナナカマ ド、マンサク、イタヤカエデ、コミネカ

エデなどが上層を形成する。風衝や野火の影響でブナ林への遷移が抑えられている。第2回 第3回 では、コミネカエデーナナ

カマ ド群集 として大分県(九 重火山)で 記載されている。
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●大区分20:な だれ地低木群落

日本海側多雪地のブナクラス域内で、なだれ地や崖錐など不安定な立地のため森林が成立 しない場所

にみ られる落葉広葉樹の自然低木群落。タニウツギ、ヒメヤシャブシ、オオコメツツジなどが優 占す る。

中区分にタニウツギ群落がある。

第2回 第3回 では、北海道から鳥取県まで、東北、中部、近畿、中国の 日本海側10道 県で自然低木群

落 として記載されたものが該当する。なお、自然低木群落は組成や立地により 「岩角地 ・風衝地低木群

落」(大 区分19)、 「なだれ地低木群落」(大 区分20)、 「河辺林」(大 区分18・32)な どに

区分す る。

◆中区分:タ ニウツギ群落

ブナクラス域におけるなだれ地、崩壊地、崖錐などに成立する落葉広葉樹の自然低木群落。タニウツギ、ヒメヤシャブシなど

が優占し、他にミヤマカワラハンノキ、キツネヤナギなどが混生する。タニウツギは北海道、本州の主として日本海側に分布

する。第2回 第3回 では、北海道から滋賀県まで日本海側8道 県で記載されてお り、奥羽山地に多い。細区分にはヒメヤシャ

ブシータニウツギ群落、ダイセンヤナギータニウツギ群落がある。

●大区分21:自 然草原

ブナクラス域の風衝地や積雪の遅くまで残る場所など、主として気候的な要因によって成立する草原。

風衝地のススキやササの草原、または他のイネ科植物の優 占する草原、谷筋の適潤地にみ られ るオオ ヨ

モギ、オオイタ ドリ、アカソな どの高茎広葉草本の群落(オ オヨモギーオオイタ ドリ群団)、 池沼付近

の湿生植物の群落などが含まれる。

第2回 第3回 では、北海道か ら鹿児島県まで9道 県で記載されたものが該当するが、分布面積によっ

ては中区分ない し細区分 として追加確認 される可能性があり、また、植生区分V皿の各種の群落として区

分される可能性もある。

◆中区分:サ サ群落

ブナクラス域のうち、おもに山頂部や尾根筋の風衝地に成立する自然植生のササ群落。クマイザサ、チシマザサ、ミヤコザサ

など多種のササ類の群落があり、区分することができない場合にこの中区分を新規に用いる。 日本海側多雪地に多く、なだれ

地や残雪の多い場所にもみ られ、人為の加わ り方の判断が難 しい場合も含まれる。第2回 第3回 では、ササ群落は ミクラザサ

群落(東 京都御蔵島)を 除き全て代償植生として扱われていたが、コケモモー トウヒクラス域と同様に、尾根部や山頂部の風

衝地、積雪の多い凹状地などの半自然性のササ群落を自然植生として区分する。

◆中区分:シ モツケソウ群落

標高1000m以 上 の山地尾根部や火口丘などの風衝地や急傾斜地に成立する草本群落。シモツケソウ、フジアカショウマ、シ

ュロソウなどが混生し、局地的にササ類が密生する。シモツケソウは本州中部以西、四国、九州に分布 している。第2回 第3

回では、富山県で記載されたものが該当する。細区分にフジアカショウマーシモツケソウ群集(神 奈川県、山梨県、静岡県に

分布)が ある。

◆中区分:シ マノガリヤス群落

伊豆諸島の山頂部に成立する風衝草原。 ミヤマクマザサ、シマノガリヤス、シマキンレイカ、ハ コネコメツツジなどが優占

する。第2回 第3回 では、シマキンレイカーシマノガリヤス群集として東京都(御 蔵島、八丈島の山頂風衝地)で 記載されて

いる。

◆中区分:オ オヨモギーオオイタ ドリ群団

ブナクラス域における谷沿いや山道沿いの崩壊地、林縁、伐採跡地などに成立する高茎広葉草原。半陰の適潤～湿潤の立地

に発達する。オオヨモギ、オオイタ ドリ、アカソ、テンニンソウなどが優占する。本群団は北海道、東北、中部に分布が確隠

されている。第2回 第3回 では、青森県、秋田県、長野県、富山県、山梨県で記載された群落が該当する。
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●大区分22:落 葉広葉樹二次林
・ ブナクラス域に生育する落葉広葉樹の二次林。 自然林の伐採の後に再生 した回復途上の群落である。

もっとも代表的な群落はミズナラ、カシワ、コナラなどナラ類を主とする群落で、他に地域によってウ

ダイカンバ、 リョウブ、コナラ、アカシデ、イヌシデ、クマシデなどが優 占する群落が分布する。

積撫 騨 鯉 礫 後欝 黎 鯵 騰 謄 先器編 醗 銚 ∫記載されたものが該当するが・分布面
◆中区分:ミ ズナラ群落

ブナクラス域における山地に広範囲に成立する落葉広葉樹の二次林。ミズナラが優占し、クリ、コハウチワカエデ、イヌシ

デ、コナラなどが混生する。土壌の発達 したところにみられる。伐採など人為的破壊により成立 し、定期的な伐採で持続群落

として発達する。第2回 第3回 では、山形県で記載されている。

細区分にはスギーミズナラ群落(日 本海側山地に分布)、 ブナーミズナラ群落(山 地の高海抜地に分布)、 クリーミズナラ

群落(山 地の高海抜地に分布)な どがある。

◆中区分:カ シワーミズナラ群落

ブナクラス域における冷涼寡雪な内陸性気候地域、火山灰堆積地など乾燥 しやすい立地に多い落葉広葉樹の二次林。カシワ、

ミズナラが混生 し、コナラ、アベマキ、ハ リギリなどが混生する。刈 り取 り、放牧、火入れなど草原の管理を停止 した後に遷

移したもの、伐採跡地に形成 されたものなどがある。火山地では先駆的な群落を形成する。第2回 第3回 では、北海道から鹿

児島県まで13道 県で記載されている。

◆中区分:ウ ダイカンバ群落

ブナクラス域上部の崩壊地や伐採地に先駆的に成立するウダイカンバが優占する落葉広葉樹の二次林。

道、本州(中 部以北)に 分布する。第2回 第3回 では、秋田県で記載されている。

ウダイカンバは北海

◆中区分:リ ョウブ群落

ブナクラス域における鉱山跡や煙害地の周辺に成立する落葉広葉樹の二次林。重金属への耐性が高い リョウブが単純な群落

を形成する。第2回 第3回 では、栃木県(足 尾)で 記載 されている。

◆中区分:コ ナラ群落

ブナクラス域下部の山地に成立する落葉広葉樹の二次林。コナラが優占し、コハ ウチワカエデ、リョウブ、カスミザクラ、

アカマツなどが混生する。土壌の発達した斜面で定期的な伐採で持続群落として発達する。第2回 第3回 では、山形県で記載

されている。なお、主としてヤブツバキクラス域に分布するコナラ群落(大 区分41)は 植 生区分をヤブツバキクラス域 とし

て別に扱っているので、県によっては植生境界の検討が必要である。細区分 としてカスミザクラーコナラ群落(青 森県、秋田

県、福島県、新潟県、長野県)が 記載されている。

◆中区分:ア カシデーイヌシデ群落

ブナクラス域下部の渓谷沿い斜面に多い落葉広葉樹の二次林。イヌシデ、アカシデが混生し、アカシデまたはイヌシデのい

ずれか一方の群落 となる場合もあ り、クマシデ、サワシバ、ヨグソミネバリなどが混生する。主として渓谷沿いの土壌の浅い

斜面に立地する。本州、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、福島県から宮崎県まで21府 県で記載 されている。なお、

アカシデ群落(青 森県、秋田県)は 、自然植生と同様に渓谷沿いの土壌の浅い急峻な尾根部や岩角地に立地することから、自

然植生(大 区分13)と して別に区分 している。

◆中区分:ク マシデ群落

ブナクラス域下部の岩礫の堆積 した斜面などに成立する落葉広葉樹の二次林。 クマシデが優占し、ミズナラ、コハウチワカ
エデ、マルバアオダモ、サワシバ、ウラジロガシなどが混生する。石灰岩や火山岩の岩礫が堆積 し不安定な斜面にみられる。

クマシデ群落は本州、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、富山県、熊本県で記載されている。細区分にはコガクウツ

ギークマシデ群集(九 州中部の火山灰地に分布)が ある。

◆中区分:シ ラカンバ群落

ブナクラス域上部の冷涼寡雪な内陸気候を示す地域に成立する落葉広葉樹の二次林。シラカンバが優占し、ミズナラ、ウダ

イカンバが混生する。火山灰の堆積地に多い。シラカンバは北海道と本州の中部以北に分布する。第2回 第3回 では、北海道

渡島半島から岐阜県まで関東、中部の9道 県で記載 されている。 細区分にはササーシラカンバ群落、レンゲツツジーシラカン
バ群集(本 州中部の尾根筋、谷沿い崩壊地に分布)が ある。

◆中区分:ハ シ ドイ群落

ブナクラス域における岩礫の堆積した斜面に成立する落葉広葉樹の二次林。ハシ ドイが優占し、エゾエノキ、 ミツデカエデ、

チ ドリノキなどが混生する。谷沿いの石灰岩の転石が多い急斜面にみられる。ハシ ドイは北海道から九州まで分布するが群落

としての報告は少なく、第2回 第3回 では、熊本県でのみ記載されている。

●大区努 勢 難 舗 講 翫
部や尾根部など、乾性の立地に広範囲に生育する常緑針葉樹の三次杭 ア

カマ ツが優 占す る。 中区分 のアカマ ツ群落 に一致す る。

◆中区分:ア カマツ群落

ブナクラス域における山地の斜面上部に広く分布する常緑針葉樹の二次林。アカマツが優占する。伐採跡地や山火事跡地に

先駆的に形成される。アカマツ植林から二次的に広がったものも多い。斜面下部では落葉広葉樹二次林に遷移するが、尾根部
の土壌の浅い乾性の立地ではアカマツが再生し持続群落となる。よく発達 した二次林は構成する種数も多く、岩角地などの極

端な立地に成立する自然林との区別が可能である。第2回 第3回 では、青森県から鹿児島県まで17県 で記載されている。なお、

主としてヤブツバキクラス域に分布するアカマツ群落(大 区分42)は 植 生区分をヤブツバキクラス域として別に扱っている

ので、県によっては境界域の検討が必要である。
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●大区分24:落 葉広葉低木群落
ブナクラス域に生育する先駆性の落葉広葉樹の低木群落。ノリウツギが広い範囲で優 占し、他に太平

洋側にニシキウツギ、日本海側にタニウツギ、四国山地ではダイセンミツバツツジが優占する。森林伐

採跡地などでは一時的に出現するが、積雪の遅くまで残る立地や崩壊 しやすい立地では持続群落となる。

◆中区分:ノ リウツギ群落

ブナクラス域における山地に成立する落葉広葉樹の低木群落。 ノリウツギが優占し、タニウツギ属植物が混生する。第2回

第3回 では、宮崎県で記載 された群落が該当する。

細区分にはニシキウツギーノリウツギ群落、タニウツギーノリウツギ群落、ヤマカモジグサーノリウツギ群集、ツクシウツ

ギーノリウツギ群落がある。

◆中区分:ダ イセンミツバツツジ群落

ブナクラス域における山地に成立する落葉広葉樹の低木群落。ダイセンミツバツツジ、コヨウラクツツジなどの低木が優

占し、下層にはススキが高被度で生育する。第2回 第3回 では愛媛県(大 山峯)で 記載されている。

●大区分25:二 次草原 一

安定 した組成 をもつイネ科植物 の優 占す る二次草原。チ シマザサ 、クマイザサ、チマ キザサ 、 ミヤ コ

ザサ、チ ュウゴクザサ な どのササ類の群落、 ススキ、シバ な どが優 占す る群落 な どが ある。

◆中区分:サ サ群落

ブナクラス域における山地の伐採跡地や山火事跡地に成立する。太平洋側ではエゾミヤコザサ、ミヤコザサ、スズタケ、日

本海側ではチシマザサ、クマイザサ、チマキザサの群落が広範囲でみられ、他にハコネダケ、イブキザサ、チュウゴクザサな

どの群落があり、これらがササ群落として一括されている。風衝地や残雪のある場所では持続群落となる場合があるので、人

為の加わり方の判断が難 しい場合は自然植生(大 区分21)と して区分する。第2回 第3回 では、北海道から大分県まで24道

府県で記載されている。なお、図示可能であれば、チシマザサークマイザサ群落、チマキザサ群落、スズタケ群落、 ミヤコザ

サ群落などの細区分として追加する。

◆中区分:ス スキ群団

ブナクラス域における山地の伐採跡地、採草地、火入れ地などに成立する多年生の高茎草原。ススキが優占し、カ リヤスモ
ドキ、 トダシバなどが混生する。 日本の代表的な二次草原で、数年ごとに刈 り取 りや火入れが行われ維持されている。山頂や

稜線の風衝地では半自然草原として持続する。平野では河川敷、長く放置された畑放棄地、造成地などに出現する。かつては

屋根材など用途が広く山地に広くみ られたが、近年では植林地や人工草地への転換が進み減少 している。第2回 第3回 では、

北海道から熊本県まで28道 府県で記載 されたものが該当する。東北、中国地方の準平原や九州地方の溶岩台地では広い面積を

占める。細区分にカワラマツバーススキ群落、ノハナショウブーススキ群集などがある。

◆中区分:シ バ群団

ブナクラス域における山地の放牧地、刈 り取 りの頻繁な牧草地などに成立する多年生の低茎草原。シバが優占する。海岸断
崖肩部や稜線の風衝地では半自然草原として持続する。近年では植林地や人工草地への転換が進み減少している。第2回 第3

回では、北海道から熊本県まで9道 県で記載 されている。類似する群落としてヤブツバキクラス域代償植生のシバ群団(大 区

分45)と は種組成で区別 し、植生区分1Xの 「牧草地 ・ゴルフ場 ・芝地」(大 区分56)と は、土地利用の状態を判断 して区

別する。

◆中区分:ヘ ビノネゴザ群落

重金属に耐性のあるシダ植物ヘ ビノネゴザの純群落。銀山、銅山の廃坑等に多い。時間の経過とともに他の草本植物が侵入

し、面積は減少 している。第2回 第3回 では、栃木県(足 尾銅山)で 記載されている。

●大区分26:伐 採跡地群落

森林の伐採跡地に一時的に形成 された草本群落、または伐採後数年を経た樹高1m前 後の落葉広葉低

木群落。伐採直後にはブナクラス域上部ではヤナギラン、中部以上ではヤクシソウ、タケニグサ、下部

ではベニバナボロギク、ダン ドボロギクなどの草本群落がみ られる。数年後にはクマイチゴ、タラノキ

などの有刺植物や、ヤマ ウルシなど陽性低木類が混生する低木群落が形成 され る。第2回 第3回 では、

北海道から宮崎県まで29道 県で記載 されたものが該当する。

伐採跡地群落は経年変化を統計的に検討するために従来 と同様、各クラス域に細分 している。中区分、

細区分は行わない。なお、遷移の進行に伴い樹高2m以 上に達 した落葉低木群落は 「落葉広葉樹二次林」

(大区分22)と して区分する。
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●大区分27:常 緑広葉樹林

本州、四国、九州のヤブツバキクラス域に広 く成立する常緑広葉樹の自然林。山地から低地にはシラ

カシ、アラカシ、アカガシ、ウラジロガシ、イチイガシ、シ リブカガシなどのカシ類を主 とする群落や、

コジイ、スダジイな どのシイ類を主 とする群落がみられる。海岸付近ではタブノキ、ボル トノキなどが

優占する群落がみ られる。

◆中区分:シ ラカシ群落

ヤブツバキクラス域上部に分布する。シラカシが優占するがケヤキを伴 うことが多い。火山灰台地などの土壌の発達 した場

所に多い。第2回 第3回 では、シラカシ群集(東 北地方南部以西に分布)、 ツクバネガシーシラカシ群集(近 畿地方以西に分

布)な どとして記載されている。

◆中区分:ア ラカシ群落

自然植生としてはヤブツバキクラス域におけるなかで渓流沿いの急傾斜地や石灰岩地などの土地的極相林として成立してい

る。アラカシは本州、四国、九州に分布する。九州ではアカガシ群落の二次林として出現する場合が多いが発達 した林分は自

然植生に含める。第2回 第3回 では、群馬県から鹿児島県まで17府 県で記載されているが、全国的に面積は非常に少ない。

細区分にはナンテンーアラカシ群集(本 州西部、四国、九州北部の石灰岩地に分布)、 ジャノヒゲーアラカシ群集がある。

◆中区分:ア カガシ群落

ヤブツバキクラス域上部に分布する常緑広葉樹の自然林。アカガシが優占し、ツクバネガシ、ウラジロガシ、アラカシなど

が混じる。アカガシは関東以西の内陸部の山地や丘陵に分布する。第2回 第3回 では、埼玉県から鹿児島県までの5県 で記載

されている。細区分にはミヤマシキミーアカガシ群集(九 州に分布)が ある。

◆中区分:ツ クバネガシ群落

ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部にかけて分布する常緑広葉樹の自然林。ツクバネガシが優占し、シラカシ、

ウラジロガシ、アラカシ、アカガシなどが混生する。ツクバネガシは関東以西に分布するが、群落としては近畿以西の内陸部

の山地や丘陵で分布が確認されている。第2回 第3回 では、滋賀県でのみ記載されている。

◆中区分:ウ ラジロガシ群落

ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部にかけて分布する常緑広葉樹の自然林。渓谷沿いの急斜面などではウラジロ

ガシまたはイスノキが広く優占するが、尾根部の安定した立地ではモミ、アラカシ、スダジイなどの被度が高 くなる。林内に

は常緑植物が多い。ウラジロガシは本州から琉球に分布する。第2回 第3回 では、宮城県を北限とし福岡県まで20県 で記載さ

れている。

細区分にはヒメアオキーウラジロガシ群集(日 本海沿岸の丘陵地に分布)、 イスノキーウラジロガシ群集(本 州の中部、近

畿、四国、九州に分布)が ある。なお、ウラジロガシ群落のなかで東北まで分布するとされていたサカキーウラジロガシ群集

は、最近の研究でシキミーモミ群集に統合されている。

◆中区分:イ チイガシ群落

ヤブツバキクラス域において沿岸の山地、丘陵地、沖積地などの適潤な立地に分布する常緑広葉樹の自然林。イチイガシが優

占し、スダジイ、コジイ、ヤマモモ、アカガシなどが混生する。イチイガシは関東南部以西、四国、九州に分布する。第2回

第3回 では、静岡県、三重県、奈良県、鹿児島県で記載されている。細区分にはイチイガシ群集(本 州の近畿以西、四国、九

州に分布)、 ル リミノキーイチイガシ群集(本 州の東海地方以西、四国、九州に分布)が ある。

◆中区分:ハ ナガガシ群落

ヤブツバキクラス域における山地谷部の適潤地に分布する常緑広葉樹の自然林。ハナガガシの被度が高く、イチイガシ、コ

ジイなどが混生する。樹高は30mに 達 し常緑広葉樹ではもっとも高い。ハナガガシは四国、九州に分布する。第2回 第3回 で

は、宮崎県でのみ記載されている。

◆中区分:シ リブカガシ群落

ヤブツバキクラス域における山地や丘陵の花簡岩域など土壌の浅い立地に成立する。コジイ、シリブカガシが優占し、タブ

ノキが混生する。コジイ群落に似るが、林内にはシリブカガシが特徴的にみられる。シリブカガシは近畿、中国、四国、九州、

琉球に分布する。第2回 第3回 では、大阪府で記載されている。細区分にはシイモチーシリブカガシ群集(本 州西部、九州北

部に分布)が ある。

◆中区分:イ ヌツゲ群落

ヤブツバキクラス域の山頂部の風衝地に成立する低木林で、アカガシ群落域のなかで局所的にイヌツゲが優占する。第2回

第3回 では、ハイノキーイヌツゲ群落として鹿児島県(開 門岳)で 記載されている。
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◆中区分:ヤ マグルマ群落

ヤブツバキクラス域か ら一部ブナクラス域にかけての岩角地や崖地、風衝地に成立する常緑広葉樹の自然林。樹高10～15m

ぐらいまでの高木林となる。ヤマグルマが優占し、ユズ リハ、カクレミノなど常緑植物を伴 うが、他にナナカマ ド、コミネカ

エデなど落葉植物を伴う場合がある。ヤマグルマは本州、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、東京都(伊 豆御蔵島)

でユズリハーヤマグルマ群集が、長崎県(雲 仙)で ヒカゲツツジーヤマグルマ群集が記載されている。

◆中区分:コ ジイ群落

ヤブツバキクラス域内陸部の山地、丘陵に分布する常緑広葉樹の自然林。 コジイが優占し、アラカシ、ウラジロガシが混生

する。花闇岩を基盤とする山地など乾性の立地に多い。コジイは関東以西、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、宮崎

県で記載 された群落が該当する。

細区分にはサカキーコジイ群集(近 畿、中国、四国の花商岩地に分布)、 カナメモチーコジイ群集(東 海、近畿、中国、四

国の花闇岩地に分布)、 クロバイーコジイ群集(本 州西南部の台地に分布)が ある。

◆中区分:ス ダジイ群落

ヤブツバキクラス域の うち屋久島以北の山地、丘陵に分布する常緑広葉樹の自然林。スダジイが優占するが、ウラジロガシ、

アカガシ、タブノキ、コジイ、ホル トノキ{イ ヌマキなどが混 じる。乾性の立地に多い。スダジイは関東以西、四国、九州、

琉球に分布する。第2回 第3回 では、鳥取県、徳島県、高知県、鹿児島県で記載されている。

細区分にはヤブコウジースダジイ群集(福 島県南部以西、四国、九州の乾生立地に分布)、 ホソバカナワラビースダジイ群

集(伊 豆以西、四国の適潤立地に分布)、 ミミズバイースダジイ群集(紀 伊半島以西、四国、九州の適潤立地に分布)な ど6

群集が含まれる。スダジイ群落は各群集の分布がほぼ明らかになっているので、これ らの細区分として区分される可能性があ

る。

◆中区分:マ テバシイ群落

沿岸部の乾燥 しやすい場所に成立する常緑広葉樹の自然林。マテバシイが密な樹冠を形成するため林床はきわめて貧弱であ

る。古 くから薪炭林として利用されているため二次林や植林も広範囲でみ られる(そ れぞれ大区分40、57と す る)。 マテ

バシイは紀伊半島、四国、九州、琉球に分布する。第2回 第3回 では、山口県、鹿児島県、沖縄県で記載されている。

◆中区分:ホ ソバタブ群落

ヤブツバキクラス域における渓谷沿いの湿潤な崖錐地に成立する常緑広葉樹の自然林。ホソバタブまたは落葉広葉樹のケヤ

キが優占し、バ リバリノキ、サカキ、オニイタヤなどが混 じる。ホソバタブは近畿以西、琉球まで分布する。第2回 第3回 で

は、愛媛県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県の5県 で記載されている。

◆中区分:ヤ ブツバキ群落

ヤブツバキクラス域北限のおもに日本海沿岸の海岸風衝地に分布する常緑広葉樹の自然林。ヤブツバキが優占する小高木林

となる。第2回 第3回 では、青森県、秋田県で記載されている。

◆中区分:タ ブノキ群落

ヤブツバキクラス域における低地の沖積地や凹状斜面など適潤地に分布する常緑広葉樹の自然林。タブノキが優占し、イヌ

マキ、ボル トノキ、アコウ、ショウベンノキなどが混 じる。第2回 第3回 では、太平洋側では岩手県、日本海側では山形県を

北限に沖縄県まで15県 に分布するが、古くからの低地開発のため鹿児島を除き残存面積はきわめて少ない。

細区分には広い分布域をもつイノデータブノキ群集(本 州の東北南部、関東以西、九州の東北沿岸部に分布)、 ムサシアブ

ミータブノキ群集(四 国南部、九州に分布)、 ヤブニッケイータブノキ群落(八 丈島に分布)が ある。タブノキ群落は各群集

の分布がほぼ明らかになっているので、これらの細区分 として区分 される可能性がある。

◆中区分:ボ ル トノキ群落

ヤブツバキクラス域における瀬戸内海沿岸を主とするやや少雨の地に分布する常緑広葉樹の自然林。ホル トノキが優占する

ことが多いが、ムクノキ、エノキなどの落葉広葉樹も混生する。ボル トノキは千葉以西から琉球、小笠原に分布する。第2回

第3回 では、本州の愛知県、和歌山県をはじめ、四国、九州、沖縄の8県 で記載されているが、群落の分布が確認されている

中国地方などにも確認される可能性がある。

◆中区分:カ ゴノキ群落

ヤブツバキクラス域における風衝地、岩角地、石灰岩地などに局所的に成立する常緑広葉樹の自然林。カゴノキまたはウラ

ジロガシが優占し、ヤブニッケイ、ムクノキなどが混 じる。カゴノキは関東以西から琉球に分布する。第2回 第3回 では、岐

阜県、福岡県、沖縄県の3県 で記載されている。

◆中区分:ク スノキ群落

ヤブツバキクラス域のスダジイ群落域に成立する常緑広葉樹の半自然林。火災後に再生した二次林や植林に由来する林であ

るが、クスノキの巨木が優占するため区分される。第2回 第3回 では、鹿児島県で記載されている。
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●大区分28:暖 温帯針葉樹 自然林

常緑針葉樹林はブナクラス域からヤブツバキクラス域上蔀にまたがって分布するが、この うち主要な

分布域がヤブツバキクラス域である常緑針葉樹の自然林。モ ミ群落、ナギ群落、イヌマキ群落などがあ

る。林内には常緑植物が多い。

◆中区分:モ ミ群落

ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部にかけて分布する常緑針葉樹の自然林。モ ミが優占し、時にアカガシ、ウラ

ジロガシなどのカシ類やツガの他、アカシデ、イヌシデなど落葉広葉樹が混じる。かつては気候的極相林として広く成立 して

いたと考えられるが、現在では急傾斜地や土壌の浅い乾性立地の土地的極相林として成立 しているものが多い。第2回 第3回

では、シキミーモ ミ群集(東 北以南から九州までに分布)と して記載されたが、その うち一部は最近の研究により新設 したコ

ガクウツギーモミ群集(中 国地方以西、四国、九州に分布)に 変更されている。

◆中区分:ナ ギ群落

ナギは普通ヤブツバキクラス域の樹林に点在 して生育するが、奈良県春 日大社境内にはナギの純林がみられる。カゴノキ、

イチイガシ、モ ミ、イヌガシなどが混じる。ナギは鹿に採食されず他の生物の生育を抑制する他感作用があるため、天然更新

をしている。第2回 第3回 では、奈良県でのみ記載 されている。

◆中区分:イ ヌマキ群落

ヤブツバキクラス域における半島の海岸部や小島に分布する常緑針葉樹の自然林。イヌマキが優占し、林床にヒ トツバが繁

茂する。シイ林構成種が欠如した土地的極相とみなされる。イヌマキは関東以西から琉球まで分布する。第2回 第3回 では、

ヒトツバーイヌマキ群落として兵庫県(南 淡町煙島)で 記載されている。

●大区分29:岩 角地・海岸断崖地針葉樹林

ヤブツバキクラス域で土壌が浅く乾燥 しやすい立地ではマツ類の針葉樹 自然林が成立す る。岩角地や

尾根部にはアカマツ群落、海岸断崖地や海岸砂丘にはクロマツ群落が成立 している。岩角地ではヒメコ

マツ群落もみ られ る。

なお、針葉樹林を分布や生育状況の差異により 「暖温帯針葉樹林」(大 区分28)と 「岩角地 ・海岸

断崖地針葉樹林」とに区分 している。 「暖温帯針葉樹林」はヤブツバキクラス域上部、または海岸の岩

角地を中心に分布 し、局地的には気候的極相 として発達することもある。また、古気候に対応 した遺存

的植物群落でもある。これに対 し、マツ類の 「岩角地 ・海岸断崖地針葉樹林」はブナクラス域からヤブ

ツバキクラス域まで広範囲で自然植生としては岩角地に限って出現 し、土地的極相 として成立する。

◆中区分:ア カマツ群落

ヤブツバキクラス域の低地から山地にかけての岩角地、尾根部などに成立するアカマツが優占する常緑針葉樹の自然林。第

2回 第3回 では、岩手県から鹿児島県まで19県 で記載されている。内陸の山地に多いが、北限の岩手県では三陸海岸に分布し、

他に山地の河辺砂礫地にも成立する。発達 した二次林(大 区分42)と の区別は難かしいが、岩角地や尾根部、河辺など極端

な立地に成立するものだけを自然植生とする。なお、主としてブナクラス域に分布するアカマツ群落(大 区分15)は 植 生区

分をブナクラス域 として別に扱っているので、県によっては境界域の検討が必要である。

◆中区分:ク ロマツ群落

ヤブツバキクラス域の海岸断崖地に成立する常緑針葉樹の自然林。耐塩性、耐乾性の高いクロマツが優 占し、海岸からの距

離に応 じて低木林から高木林まで発達段階の異なるものがみられる。低木層には海岸風衝低木群落の構成種であるマサキ、 ト

ベラ、ウバメガシなどが多い。第2回 第3回 では、青森県から鹿児島県まで15県 で記載 されている。なお、海岸砂丘に古く植

林されたと思われるクロマツ群落はクロマツ植林(大 区分54)と す る。

◆中区分:ヒ メコマツ群落

ヤブツバキクラス域上部の山地の尾根、岩角地などに成立する常緑針葉樹の自然林。土壌が浅く乾性の立地にみられる。 ヒ

メコマツが優占する。第2回 第3回 では、千葉県清澄山に寒冷期の遺存群落として残存 している群落が記載 されている。
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●大区分30:落 葉広葉樹林

ヤブツバキクラス域からブナクラス域上部にかけての渓谷沿いの崖錐、低地の微高地などにみ られ る

落葉広葉樹の自然林。常緑広葉樹林が成立 しない不安定でやや湿性の立地に成立する。ケヤキ群落、ム

クノキーエノキ群落、ミズキ群落な どがある。

◆中区分:ケ ヤキ群落

ヤブツバキクラス域からブナクラス域上部にかけての渓谷沿いの崖錐、低地の微高地などにみられる落葉広葉樹の自然林。

ケヤキが優占し、ミズキ、オニイタヤ、イロハモミジ、ムクノキなどが混生する。低木層にはコクサギ、ヤマブキなどの落葉

樹、アオキ、シロダモなどの常緑樹、イヌガヤ、カヤなどの針葉樹が生育する。第2回 第3回 では、福島県以南、四国、九州

まで19府 県で記載されている。細区分にはコクサギーケヤキ群集(関 東地方のローム質土壌が堆積 した適潤な斜面に分布)、

イロハモミジーケヤキ群集(関 東以西から四国の渓谷に分布)な ど4群 集がある。

◆中区分:ム クノキーエノキ群落

ヤブツバキクラス域における低地の河畔や自然堤防などにみ られる落葉広葉樹の自然林。エノキ、ムクノキが優占する。低

木層にはシロダモ、ヤブニッケイなどの常緑広葉樹が多い。第2回 第3回 では、山口県、愛知県で記載された群落が該当する。

細区分にはムクノキーエノキ群集(関 東以西、四国、九州に分布)が ある。

◆中区分:ミ ズキ群落

ヤブツバキクラス域における不安定な渓畔に成立する落葉広葉樹の自然林。ミズキ、イタヤカエデ、ウリハダカエデなどが優

占する。九州の多良山系に多くみられる。第2回 第3回 では、ウリノキーミズキ群落 として佐賀県、長崎県で記載されている。

他地域でも確認される可能性があるが、 ミズキは二次林に多いので自然植生に限定する。

●大区分31:沼 沢林

ヤブツバキクラス域における沼沢地に成立す る落葉広葉樹の 自然林。丘陵地や台地の谷地や湧水辺、

河川の後背湿地、池沼の周辺な どの過湿地ではハンノキ群落が、湿性立地ではクヌギ群落がみ られる。

時にエノキ、シロダモなどが混 じる。低地は古くから開発が進んでいるため、残存する群落はきわめて

少ない。

◆中区分:ハ ンノキ群落

ヤブツバキクラス域における河川下流域の後背湿地、氾濫原、海岸平野など地下水位の高い湿性立地に成立する落葉広葉樹

の自然林。ハンノキが優占し、エノキ、シロダモ、コブシなどが混生する。第2回 第3回 では、茨城県、新潟県から宮崎県ま

で18県 で記載されている。

◆中区分:ク ヌギ群落

ヤブツバキクラス域におけるやや湿性の平地や河川敷にみられる落葉広葉樹の自然林。クヌギが優占し、低木層にはタチヤ

ナギ、ゴマギなどが生育する。クヌギは本州、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、茨城県でのみ記載されている。な

お、二次林のクヌギ群落(大 区分41)は 別に記載 されている。
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●大区分32:河 辺林

ヤブツバキクラス域における河辺に成立す る落葉広葉樹の自然林。低木群落を主とし、河辺ではアカ

メヤナギ、ジャヤナギなどのヤナギ高木群落や、ネコヤナギ、タチヤナギなどのヤナギ低木群落、渓谷

ではカワラハンノキ群落、フサザクラ群落がみ られ る。第2回 第3回 で記載 された河辺落葉高木群落(宮

崎県)は 、ハルニ レの南限の群落であることからこの大区分に含められる。

なお、第2回 第3回 の 「自然低木群落」の一部で河辺に立地するものは 「河辺林」 とする。

◆中区分:ヤ ナギ高木群落

ヤブツバキクラス域の河辺に成立する落葉広葉樹の自然林。アカメヤナギ、ジャヤナギ、ヨシノヤナギ、オオタチヤナギなど

が高木林を形成する。第2回 第3回 では、ヤナギ低木群落(後 述)に 一括 していたが、近年河川管理の転換に伴い増加 してい

るため、新規に区分する。福岡県のジャヤナギの群落を本群落に変えたが、他県のヤナギ低木群落のなかにも該当する部分が

含まれると思われる。

◆中区分:ヤ ナギ低木群落

ヤブツバキクラス域の河辺に成立する落葉広葉樹の自然林。ネコヤナギ、タチヤナギ、イヌコリヤナギや、オノエヤナギ、カ

ワヤナギなどの低木状のヤナギ群落を含む。第2回 第3回 では、岩手県から鹿児島県まで28県 で記載されたものが該当する。

細区分はネコヤナギ群落(主 として河川上 ・中流域に分布)、 タチヤナギ群落(主 として河川中 ・下流域に分布)の2つ に変

更した。

◆中区分:カ ワラハンノキ群落

ヤブツバキクラス域における河川上 ・中流域の渓流辺に成立する落葉広葉樹の自然林。不安定で適湿な礫質地にみ られ、カワ

ラハンノキが樹幹を下方にはわせて生育する。カワラハンノキは本州(東 海以西)、 四国、九州地方の太平洋側に分布する。

第2回 第3回 では、島根県、山口県で記載されている。

◆中区分:フ サザクラ群落

ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部において、沢筋の崩壊性の強い立地に成立する落葉広葉樹の自然林。フサザク

ラが優占し小高木林、または低木林となる。低木層にはタマアジサイが多い。フサザクラは本州、四国、九州に分布する。第

2回 第3回 では、栃木県から宮崎県まで5県 で記載されている。なお、フサザクラ群団の名称 も用いられていたが、フサザク

ラ群落と同義なので後者に変えた。細区分にはタマアジサイーフサザクラ群集(本 州の関東地方以西に分布)が ある。

◆中区分:ア キニ レ群落

ヤブツバキクラス域における河辺の自然堤防に成立する落葉広葉樹の自然林。アキニレが優占する小高木林で、低木層にはイ

ボタノキ、オニグル ミなどが生育する。アキニレは中部以西、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、長崎県対馬で記載

されている。

●大区分33:自 然低木群落

ヤブツバキクラス域における岩角地、火山地など常緑広葉樹林の成立 しない立地に生育する落葉広葉

樹の低木群落。ヤマヤナギ「ツクシヤブウツギ群団、オオバヤシャブシ群落、クサギーアカメガシワ群

団などがある。

◆中区分:ヤ マヤナギーツクシヤブウツギ群団

ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域にかけて、火山の溶岩上や風衝地などに成立する落葉広葉樹の低木群落。ツクシ

ヤブウツギ、ヤマヤナギ、カナクギノキ、ミヤマキリシマなどが混生する各種の群落がある。群団標徴種のツクシヤブウツギ

は中国、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、ノリウツギーヤシャブシ群落、カナクギノキーツクシヤブウツギ群落(以

上宮崎県)が 一括され記載されている。他に群団が確認 されている鹿児島県、大分県などで区分 される可能性がある。

◆中区分:オ オバヤシャブシ群落

ヤブツバキクラス域における火山の砂礫地、溶岩上、断崖崩壊地などに成立する落:葉広葉樹の低木群落。オオバヤシャブシ

が優占し、他にハチジョウグワ、アカメガシワ、ニオイウツギ、ガクアジサイなどが生育する。オオバヤシャブシは関東以西、

紀伊に分布する。第2回 第3回 では、ニオイウツギーオオバヤシャブシ群集などとして、東京都の伊豆諸島で記載されている。

類似の群落に、畑放棄地などに成立する 「落葉広葉樹二次林」(大 区分41)の オオバヤシャブシ群落があるが、立地によっ

て区別する。

◆中区分:ク サギーアカメガシワ群団

ヤブツバキクラス域における火山の噴気孔付近や、火山砂礫が堆積した河辺に成立する落葉広葉樹の低木群落。第2回 第3

回では、低木層にガクアジサイ、ラセイタタマアジサイが多いガクアジサイーラセイタタマアジサイ群集(東 京都伊豆諸島)

な どが、本群団として記載されている。類似の群落に 「落葉広葉樹二次林」(大 区分41)の アカメガシワーカラスザンショ

ウ群落があるが、通常林縁や伐採跡地に形成されるので、立地により区別する。

◆中区分:ハ マボウ群落

ヤブツバキクラス域における河口部汽水辺に成立する落葉広葉樹の低木群落。ハマボウが優占し、林床にヨシ、シオクグな

どが生育する。第2回 第3回 では、愛知県、和歌山県、宮崎県、鹿児島県で記載 されているが、ハマボウは伊豆半島以西、四

国、九州地方に分布するので、分布面積によっては他地域にも確認される可能性がある。
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●大区分34:海 岸風衝低木群落
ヤブツバキクラス域における海岸風衝地に成立する常緑広葉樹の自然林。高 さ3～7mほ どの低木群

落を主 とし、 トベラ、マサキの優 占する トベ ラ群落が広範囲に分布する。他に伊豆半島以南ではウバメ

ガシ群落、九州ではハマ ビワ群落、マルバニ ッケイ群落、モクタチバナ群落などがみ られる。

◆中区分:ト ベラ群落

ヤブツバキクラス域における海岸風衝地に成立する常緑広葉樹の自然林。 トベラ、マサキ、マルバグミ、マルバノシャリンバ

イ、ヤブツバキなどが、風衝作用により刈 り込まれたようになって低木林を形成する。第2回 第3回 では、マサキー トベラ群

集として神奈川県、新潟県から鹿児島県までの19県 で記載されているが、群集の分布が確認 されている関東以南、四国では他

地域にも確認 される可能性がある。

◆中区分:ウ バメガシ群落

ヤブツバキクラス域における海岸風衝地に成立する常緑広葉樹の自然林。 ウバメガシが優占し、他にハマ ヒサカキ、 トベラ、

マルバグミ、ヤブツバキなどが低木林を形成する。 ウバメガシは関東以西か ら琉球まで分布するが、群落は伊豆半島以南で確

認されている。第2回 第3回 では、静岡県以南、四国、九 州、沖縄までの6県 で記載 されている。細区分には トベラーウバメ

ガシ群集(伊 豆半島以西の太平洋沿岸に分布)が ある。

◆中区分:ハ マビワ群落

ヤブツバキクラス域における海岸風衝地に成立する常緑広葉樹の自然林。ハマビワ、シャリンバイ、ハマ ヒサカキ、 トペラ、

マサキ、アカテツ、ヒメユズリハなどが低木林または小高木林を形成する。第2回 第3回 では、オニヤブソテツーハマビワ群

集(九 州南部と奄美に分布)と アカテツーハマビワ群集(奄 美以南に分布)と して記載されている。

◆中区分:マ ルバニッケイ群落

ヤブツバキクラス域の、特に九州の海岸風衝地に成立する常緑広葉樹の自然林。マルバニ ッケイ、 トベラ、ハマ ビワ、ハマ

ヒサカキなどが低木林を形成する。第2回 第3回 では、長崎県の男女群島で記載 されているが、他にもマルバニッケイの群落

が確認されている鹿児島県の屋久島、種子島、口永良部島などで確認される可能性がある。

◆中区分:モ クタチバナ群落

ヤブツバキクラス域の特に九州の海岸風衝地に成立する常緑広葉樹の自然林。萌芽林を含む。モクタチバナ、マサキ、タブ

ノキ、ヤブツバキなどが低木林を形成する。第2回 第3回 では、長崎県の男女群島や五島列島で記載されている。なお、モク

タチバナ群落は他に小笠原の母島の雲霧帯で記載されてお り、 「亜熱帯常緑広葉樹林」(大 区分35)に 区分されている。
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●大区分35:亜 熱帯常緑広葉樹林

ヤブツバキクラス域の うち、奄美、沖縄、小笠原の亜熱帯域の非石灰岩地に成立す る常緑広葉樹等の

自然林。奄美、沖縄の山地か ら低地にはスダジイやオキナワウラジロガシの優占する群落が発達 し、ボ

チ ョウジースダジイ群団として一括 されている。沖縄、小笠原の海岸には汎熱帯性のハスノハギリ群落、

モモタマナ群落が分布する。小笠原ではムニンヒメツバキ群落、モクタチバナ群落などの他、木性 シダ

類のマルハチ群落など固有種を含む群落がみられる。 四国以南の海岸に点在するビロウ群落も本区分に

含める。

◆中区分:ボ チョウジースダジイ群団

奄美以南のヤブツバキクラス域に分布する常緑広葉樹の自然林。スダジイが優占する。山地ではイスノキ、ヒメユズリハ、

イジュ、オキナワウラジロガシ、ヤマモモなどが混生 し、低地ではボル トノキ、タブノキ、ツルアダン、フクギ、オガタマノ

キなどが混じる。砂岩、頁岩、花簡岩などを母岩 とする非石灰岩性の立地にみられる。第2回 第3回 では、リュウキュウアオ

キースダジイ群集 として鹿児島県、沖縄県で記載されたが、最近の研究ではボチョウジースダジイ群団に統合されている。

細区分には、アマミテンナンショウースダジイ群集、ケハダルリミノキースダジイ群集(以 上奄美に分布)、 アオバナハイ

ノキースダジイ群集(沖 永良部島に分布)、 オキナワウラジロガシ群集、オキナワシキミースダジイ群集(以 上沖縄本島、徳

之島に分布)、 ケナガエサカキースダジイ群集(西 表島、石垣島に分布)な どがある。 なお、ポチョウジースダジイ群団はこ

れらの細区分 として細分 される可能性がある。

◆中区分:ビ ロウ群落

四国以南のヤブツバキクラス域における沿海崖地などに成立する常緑ヤシ型自然林。 ビロウ群落の他、沖縄以南ではヤエヤ

マヤシ、ニッパヤシなどの群落がある。林床はタブノキ、モクタチバナ、ホソバタブ、ヤブニッケイ、リュウキュウガキなど

が生育する。沿海地の岩崖地、急傾斜地、 隆起石灰岩上などにみられる。第2回 第3回 では、高知県から沖縄県まで6県 で記

載されている。細区分にはビロウ群落 ・ヤエヤマヤシ群落(沖 縄県)が ある。

◆中区分:ハ スノハギリ群落

ヤブツバキクラス域亜熱帯域の海岸後砂丘に成立する常緑 ・落葉広葉樹の自然林。沖縄では熱帯に広く分布するハスノハギ

リが優占するが、小笠原ではテリハボクまたはモモタマナが優占する林分もみられる。防風林 として機能する。第2回 第3回

では、沖縄県、東京都(小 笠原)で 記載されている。

◆中区分:モ モタマナ群落

熱帯に広く分布するモモタマナとテリハボクが優占する常緑 ・落葉広葉樹の自然林。海岸に近い低地や地すべ り地の凹状地

などの砂礫地にみ られる。小笠原の父島、弟島に多い。第2回 第3回 では、テリハボクーモモタマナ群落として小笠原を含む

東京都で記載されている。

◆中区分:オ オバシロテツーテ リハコブガシ群団

東京都小笠原に分布する常緑広葉樹林。小笠原固有種を主 とし、父島、母島、硫黄島など島ごとに異なる植物群落がみ られ

るが、これ らはオオバシロテツーテ リハコブガシ群団(オ ーダー)に 一括 されている。小笠原でもっとも発達 した森林である

ウドノキーシマホル トノキ群集(母 島の桑ノ木山と石門など土壌の発達した緩斜面に分布)、 セキモンノキーモクタチバナ群

集(母 島の石門山、船木山に分布)、 父島でもっとも発達 した森林であるコブガシームニンヒメツバキ群集(父 島、母島の山

地に分布)、 オオバシロテツーチギ群集(硫 黄島に分布)な どがある。第2回 第3回 では、東京都(小 笠原)で 記載 されてい

る。

小笠原の常緑広葉樹林は、南西諸島の常緑広葉樹林 と属 レベルでは共通するが共通種はほとんどなく、現在のところヤブツ

バキクラスには含まれていない。大洋島の群落体系との比較研究によりクラスは決定されるが、今回は便宜上ヤブツバキクラ

スとして扱っている。

◆中区分:マ ルハチ群落

小笠原諸島固有の木性シダであるマルハチが優占する群落。 ヒサカキ、 トキワイヌビワなどが混生する。南硫黄島の斜面中

上部を占める。なお、父島、母島のマルハチ群落(大 区分44)は 森 林撹乱地に断片的に出現するので植生区分を代償植生と

している。第2回 第3回 では、マルハチ群集として東京都小笠原で記載されている。
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●大区分36:亜 熱帯常緑広葉樹林(隆起石灰岩上)

ヤブツバキクラス域の うち、奄美南部、沖縄南部、小笠原の亜熱帯域において隆起珊瑚礁起源の石灰

岩上に成立する常緑広葉樹の自然林。奄美南部、沖縄南部では台地にクスノハカエデ、ナガミボチ ョウ

ジなど多種の常緑樹によって構成 されるナガ ミボチ ョウジーリュウキュウガキ群団が分布 し、海岸風衝

地にクロヨナ群落、低地にアカギ群落がみ られる。小笠原ではもっとも発達 した森林であるシマホル ト

ノキ群落が石灰岩性の立地に成立 している。

◆中区分:ナ ガミボチョウジーリュウキュウガキ群団

ヤブツバキクラス域のうち、沖縄の隆起珊瑚礁上の台地、山腹に成立する常緑広葉樹の自然林。沖縄本島と周辺諸島ではヤ

ブニッケイ、オオバギ、アカギ、クロヨナ、クスノハカエデ、クワノハエノキ、ガジュマル、キイルンカンコノキなどが混生

するが、奄美大島、与那国島、西表島では構成種が少なくなる。林床にはナガミボチョウジ、リュウキュウガキ、シマヤマヒ

ハツなどが生育する。

細区分にはナガミボチョウジークスノハカエデ群落、ナガミボチョウジーリュウキュウガキ群落がある。

◆中区分:ク ロヨナ群落

沖縄に分布する常緑広葉樹の自然林。クロヨナ、ガジュマルが優占し、アカテツ、オオバギ、オオハマボウなどが混生する。

低地の隆起珊瑚礁上、石灰岩上で、海岸断崖など風衝の強い場所にみられる。第2回 第3回 では、ガジュマルークロヨナ群集

として鹿児島県(奄 美)、 沖縄県で記載 されている。

◆中区分:ア カギ群落

沖縄に分布する常緑広葉樹の自然林。熱帯生植物のアカギ、オオバギを主に、タブノキ、アコウなどが混生する。一般に、

低地部や谷部の湿潤な立地に河辺林 として出現するが、隆起石灰岩上にも群落を形成する。第2回 第3回 では、沖縄県で記載

されている。なお、小笠原のように明らかに植林であるものはその他植林(大 区分54)と して別に区分する。

◆中区分:ア マミアラカシ群落

鹿児島県奄美大島、徳之島の沖積地などに成立する常緑広葉樹の自然林。アマ ミアラカシが優占し、ボル トノキ、フカノキ、

タブノキなどが混生する。隆起石灰岩上または隆起珊瑚礁上に多く発達 し、河川沿いの急崖地や崖錐にもみられる。第2回 第

3回 では、鹿児島県で記載されている。

◆中区分:オ ガサワラボチョウジ群落

東京都小笠原に分布する常緑広葉樹林。シマホル トノキ、ウドノキ、アカテツ、ハツバキ、ムニンエノキなどが混生 し、林

床にはセキモンウライソウが特徴的に生育する。母島針ノ木山の石灰岩の露出地に成立する。第2回 第3回 では、セキモンウ

ライソウーオガサワラボチョウジ群集 として小笠原を含む東京都で記載 されている。

●大区分37:亜 熱帯湿生林(マングローブ林)

ヤブツバキクラス域のうち、奄美、沖縄の亜熱帯域の海岸に成立する常緑広葉樹の湿生林。世界の熱帯

から亜熱帯に広 く分布する汎熱帯植生である。海岸前線にはマングローブ群落 と総称 されるオヒルギ、メ

ヒルギなどの優占する群落が配分 し、後背の湿地にはサガ リバナーサキシマスオウノキ群落が斑紋状に生

育 している。 九州では低木のハマジンチョウが優 占する群落がみられる。

◆中区分:ハ マジンチョウ群落

ハマジンチ ョウは、穏やかな入 り江や河 ロ付近などの礫泥地に生育し、優占する群落 となる。第2回 第3回 の鯛査では長崎

県と熊本県の2県 でのみ記載されているが、ハマジンチョウは九州の西海岸や種子島の他、三重県などにも分布が見られるた

め、分布面積によっては、他地域でも区分 される可能性がある。

◆中区分:マ ングローブ群落

ヤブツバキクラス域亜熱帯域の海岸泥湿地に成立する常緑広葉樹の湿生林。九州南部以南にメヒルギ群落、奄美大島以南に

オヒルギ群落、沖縄本島以南にヤエヤマ ヒルギ群落が広 く分布 し、沖縄諸島より南では他にヒルギモ ドキ、ヒルギダマシ、マ

ヤプシキが混生する群落がみられる。河口の感潮域や内湾の最奥部などに形成される。低木のメヒルギ、ヒルギダマシ、ヒル

ギモ ドキは、高木のオヒルギ群落、ヤエヤマ ヒルギ群落の前縁や河道沿いに生育する。第2回 第3回 では、鹿児島県(南 部)、

沖縄県で記載 されている。

◆中区分:サ ガリバナーサキシマスオウノキ群落

ヤブツバキクラス域亜熱帯域の河川下流域にみ られる後背湿地や氾濫原に成立する常緑広葉樹の湿生林。砂泥質土壌の堆積

した場所にみられ、汽水域でマングローブ群落に接する。サガリバナ群落と、陸化の進んだ立地にみられるサキシマスオウノ

キ群落がモザイク状に交錯する。第2回 第3回 では、鹿児島県(奄 美)、 沖縄県(西 表島など)で 記載されている。
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●大区分38:亜 熱帯常緑針葉樹林

ヤブツバキクラス域の うち、奄美、沖縄の亜熱帯域の海岸断崖地に成立す る常緑針葉樹の高木林。 リ

ュウキュウマツが優占する。中区分のリュウキコ.ウマツ群落に一致す る。

◆中区分:リ ュウキュウマツ群落

奄美以南のヤブツバキクラス域に成立する常緑針葉樹の自然林。 リュウキュウマツが優占する。林内は常緑広葉樹が多数生

育するが リュウキュウマツに結びつ く特定の種はみられない。 リュウキュウマツ群落は自然林 としては海岸断崖地の土壌の少

ない場所に成立する。現存する群落のほとんどは自然林の立地に生 じたものではなく、常緑広葉樹林の潜在立地に先駆的に形

成 された二次林である。

リュウキュウマツ群落の植生区分は自然植生に一括されていたが、群落の動態や全国的なマツ林 との整合を考慮 し、自然植

生と代償植生(大 区分42)に 区分することにした。便宜上、沖縄県では自然植生、鹿児島県では代償植生 として扱っている。

両県の リュウキュウマツ群落は、立地により植生区分を分けて記載することが必要である。なお、明らかに植林であるものは

リュウキュウマツ植林(大 区分54)と して別に区分する。

●大区分39:亜 熱帯低木群落

ヤブツバキクラス域の うち、奄美、沖縄、小笠原の亜熱帯域に成立する常緑広葉樹の低木群落。海岸

の塩沼地にはオオハマボウ群落、砂丘にはモンパ ノキークサ トベラ群落が成立している。小笠原の母島、

北硫黄島、南硫黄島の上部は常時霧がかかる雲霧帯となるため、湿性の風衝低木群落が形成されている。

その代表的なものに小笠原固有のキク科植物 ワダンノキの優占する群落がある。また、小笠原の父島母

島の岩石地や、硫黄島の海岸断崖地などの乾燥の激 しい立地では、コバノアカテツ、タコノキな どの優

占す る海岸風衝低木群落がみ られる。

◆中区分:ソ テツ群落

九州南部以南の海岸の岩崖や急峻な岩場に成立する低木群落。 ソテツが優占し、ススキ、ハチジョウススキ、ハマビワ、マ

サキなど風衝地に多い種が生育する。第2回 第3回 では、宮崎県、鹿児島県、沖縄県で記載されている。

◆中区分:オ オハマボウ群落

ヤブツバキクラス域亜熱帯域の河 ロ部汽水辺、海岸砂丘や隆起珊瑚礁の後背地などに成立する常緑広葉樹の低木群落。オオ

ハマボウが優占し、アダン、シイノキカズラ、イボタクサギなどが混生する。第2回 第3回 では、オオハマボウ群落(東 京都)、

アダンーオオハマボウ群落(鹿 児島県、沖縄県)と して記載 されている。

◆中区分:モ ンパノキークサ トベラ群落

ヤブツバキクラス域亜熱帯域の海岸砂丘や隆起珊瑚礁の後背地に成立する常緑広葉樹の低木群落。熱帯に広く分布するモン

パノキまたはクサ トベラが優占する。第2回 第3回 では、東京都(小 笠原)、 鹿児島県(屋 久島、奄美)で 記載されている。

沖縄県にも確認される可能性がある。

◆中区分:雲 霧帯風衝低木群落(小 笠原)

小笠原諸島の断崖地を吹き上げる風により形成される雲霧帯に成立する湿性の風衝低木群落。母島(海 抜300～462m)、 北

硫黄島、南硫黄島(500～916m)の 東斜面を中心に分布 し、島ごとに異なる植物群落がみられる。後述する中区分の海岸風衝

低木群落(小 笠原)に 対し高海抜地に成立している。細区分にキク科木本植物のワダンノキが優占するワダンノキ群集(母 島

の堺ヶ岳や乳房山の山頂部や稜線部に分布)、 上層のピサカキ、下層のガクアジサイ、オガサワラモクマオによって構成 され

るヒサカキーガクアジサイ群落(北 硫黄島山頂の三万坪に分布)、 トキワイヌビワ、フヨウなどが優占する群落がまとめられ

た トキワイヌビワ群落(南 硫黄島に分布)が ある。第2回 第3回 では、東京都(小 笠原)で 記載されている。

◆中区分:海 岸風衝低木群落(小 笠原)

小笠原諸島の海岸断崖地に成立する風衝低木群落を主とし、風衝が弱まる斜面上部の岩石地に分布する常緑硬葉樹低木群落

を含む。細区分 として、小笠原固有のタコノキが優占するタコノキーオガサワラビロウ群集(父 島、母島の海岸台地に広く分

布)、 シマイスノキーコバノアカテツ群集、ムニンアオガンピーコバノアカテツ群集(父 島、母島列島の強い風衝を受ける乾

性立地に広 く分布)、 アカテツ群落及びセンダン群落(南 硫黄島の海岸断崖地に分布)、 トゲ ミウ ドノキ群落(南 鳥島の東海

岸から中央部に分布)が ある。第2回 第3回 では、東京都(小 笠原)で 記載 されている。
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●大区分40:常 緑広葉樹二次林

本州から沖縄までヤブツバキクラス域全域に分布する常緑広葉樹の二次林。常緑広葉樹林の伐採後に

萌芽 して回復の進んだ群落である。低山地にはアラカシ、シラカシ、コジイ、スダジイなど、低地には

タブノキ、ヤブニッケイ、マテバシイなどが優占する高木林がみ られる。他に沿岸では トベラ、マサキ、

ウバメガシなどの低木群落がみ られる。

◆中区分:シ イ ・カシニ次林

本州か ら沖縄までヤブツバキクラス域全域の低地から低山地に分布する常緑広葉樹の二次林。海岸部ではスダジイ、内陸部

ではコジイ、アラカシ、アカガシ、シラカシ、ウラジロガシなどが萌芽林 となって優 占する。近年ではアカマツ植林やコナラ

群落が長期間放置され、シイ ・カシニ次林に移行するものが増加 し、次第に自然林の構成種が復元する。第2回 第3回 では、

千葉県か ら沖縄県まで22県 で記載されている。細区分にはスダジイニ次林、アカガシニ次林、ケヤキーシラカシ群落がある。

◆中区分:タ ブノキーヤブニッケイニ次林

ヤブツバキクラス域における沿海地に分布する常緑広葉樹の二次林。タブノキ、ヤブニッケイ、シロダモなどが混生し、ス

ダジイは少ない。第2回 第3回 では、東京都から沖縄県まで8県 で記載 されている。細区分にヤマヤブソテツーヤブニッケイ

群集がある。

◆中区分:ヒ サカキニ次林

神棚に供するピサカキを採取するためにスダジイニ次林からピサカキが選択的に残された二次林。第2回 第3回 では、東京

都(八 丈島や三原山の山麓)で 記載されている。

◆中区分:マ テバシイニ次林'

九州のヤブツバキクラス域における低地から低山地に分布する常緑広葉樹の二次林。萌芽性の高いマテバシイが密な樹冠を

作 り、林内照度が低いために構成種はきわめて少ない。九州地方では古くから薪炭林 として利用され、自然植生として成立す

る海岸部を越えて、山地まで広い範囲にみ られる。第2回 第3回 では、バクサンボクーマテバシイ群落として福岡県、長崎県、

佐賀県、宮崎県、鹿児島県で記載 されている。

◆中区分:マ サキートベラニ次林

ヤブツバキクラス域における海岸風衝地に再生する二次的な常緑広葉樹低木群落。マサキートベラ群集(大 区分34)が 伐

採された後に再生する。 トベラ、マサキ、ヒメユズ リハ、タブなどが混生 し、組成はマサキートベラ群集とほとんど変わらな

い。第2回 第3回 では、東京都(伊 豆諸島)で 記載されている。なお、小規模な群落は自然植生のマサキー トベラ群集に含め

る。

◆中区分:ウ バメガシニ次林

ヤブツバキクラス域における海岸風衝地、南向きの急傾斜地、崖地などに再生する二次性の常緑広葉樹低木群落。海岸では

ウバメガシが優占し、 トベラ、シャシャンボ、タイ ミンタチバナなどを伴い、組成は トベラーウバメガシ群集(大 区分34)

とほ とんど変わらない。内陸の崖地ではアセビ、モチツツジ、ウンゼンツツジなどを伴 う。備長炭に利用する薪炭林 として定

期的な伐採により維持されてきた。第2回 第3回 では、大阪府、和歌山県で記載されている。
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●大区分41:落 葉広葉樹二次林

ヤブツバキクラス域において落葉広葉樹が優占する回復途上の二次林。 コナラ、クヌギ、アベマキな

どのナラ類や、アカシデ、イヌシデなどのシデ類を主 とする群落が広く分布 し、他に伊豆諸島ではオオ

シマザクラ群落、オオバヤシャブシ群落な どがみ られる。落葉広葉樹二次林は薪炭林として伐採や下刈

りなどの定期的管理を受けて維持されてきた。ヤブツバキクラス域内にあってブナクラス域の植物の遺

存的生育域 となってお り、動物の生息域 としても重要である。近年では放置され、林内にネザサ類が繁

茂 したり常緑植物が再生するなど荒廃の 目立つものが増加 している。

◆中区分:コ ナラ群落

ヤブツバキクラス域下部の丘陵から低山地に成立する落葉広葉樹の二次林。コナラ、クリ、クヌギなどが優占し、他に沿海

地ではカラスザンショウ、アカメガシワ、内陸にかけてはエゴノキ、ウワミズザクラ、ミズキ、イヌシデ、近畿以西ではアベ

マキなどが混生する。薪炭林 として定期的な伐採により持続する。近年では放置 されるところが多く、林内にネザサ類や常緑

植物が繁茂し荒廃した群落が目立つ。第2回 第3回 では、岩手県から鹿児島県まで32府 県で記載 されている。

なお、主 としてブナクラス域に分布するコナラ群落(大 区分22)は 植 生区分をブナクラス域として別に扱っているので、

県によっては境界域の検討が必要である。

細区分にはクリーコナラ群落、クヌ ギーコナラ群集(東 北、関東地方に分布)、 オニシバリーコナラ群集(関 東以西に分布)、

ノグル ミーコナラ群集(九 州の対馬に分布)な どがある。

◆中区分:ク ヌキ群落

ヤブツバキクラス域下部の丘陵に成立する落葉広葉樹の二次林。普通クヌギはコナラ群落に混生しているが、丘陵地の尾根

や土壌の浅い立地ではクヌギが優 占し群落を形成する。林床にはネズミモチ、ヤブニッケイなど常緑植物が多い。 しいたけ栽

培などを目的に植林され、定期的な伐採によって維持される。第2回 第3回 では、佐賀県、長崎県、宮崎県で記載されている。

◆中区分:ア ベマキ群落

近畿、中国地方のヤブツバキクラス域下部の丘陵に成立する落葉広葉樹の二次林。アベマキ、クヌギが優占し、クリ、 リョ

ウブ、カス ミザクラ、エゴノキ、ノグルミなどが混生する。一般に乾性の立地に成立し、定期的な伐採によって持続している。

アベマキは本州の中部から西部、四国、九州に分布する。第2回 第3回 では、香川県で記載されている。

◆中区分:ア カシデーイヌシデ群落

ヤブツバキクラス域における低山地や丘陵の谷沿いの斜面に多い落葉広葉樹の二次林。イヌシデ、アカシデが優 占し、ミズ

キ、コナラ、ケヤキなどが混生する。陽の差さない北～西向きで土壌の浅い急斜面に多い。アカシデまたはイヌシデのいずれ

か一方の群落となる場合もあるが、分布域が局地的で明瞭に区分できないため一括 している。第2回 第3回 では、:埼玉県、東

京都、奈良県で記載 されている。

◆中区分:オ オシマザクラ群落

植林に由来するオオシマザクラを主とする落葉広葉樹の二次林。オオシマザクラ、オオバエゴノキ、オオバヤシャブシが混

生する。オオシマザクラは本州の房総、伊豆、伊豆七島に分布 し、薪炭林や桜餅用の葉の採取に利用される。第2回 第3回 で

は、オオバエゴノキーオオシマザクラ群集 として伊豆諸島を含む東京都で記載されている。

◆中区分:オ オバヤシャブシ群落

ヤブツバキクラス域における伐採跡地や畑放棄地にオオバヤシャブシが優占する落葉広葉樹の二次林が形成されている。ニ

オイウツギ、ハチジョウイボタなど落葉広葉樹と、タブノキ、ピサカキなど常緑広葉樹が混生する。第2回 第3回 では、千葉

県、東京都(伊 豆諸島)で 記載 されている。
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●大区分42:常 緑針葉樹二次林

ヤブツバキクラス域に成立する常緑針葉樹の二次林。低山地から丘陵地ではアカマツ群落、沿岸では
クロマツ群落が広い範囲で成立 している。アカマツの自然林の立地は土壌の浅い岩角地、クロマツのそ

れは海岸の断崖や砂丘であるが、これ らの二次林は森林破壊後の陽地に先駆的に形成 され、はるかに広

い面積を占める。植林起源でよく発達 した林分も含む。

◆中区分:ア カマツ群落

ヤブツバキクラス域における丘陵地、低山地の斜面上部に広く分布 し、アカマツが優占する二次林。群落内にはツツジ科の

植物が多い。伐採跡地や山火事跡地に先駆的に形成 されるが、アカマツ植林から二次的に広がったものも多い。尾根部の土壌

の浅い乾性の立地でよく発達 し持続群落となるが、斜面下部では落葉広葉樹二次林や常緑広葉樹二次林に移行する
。花簡岩地

などでよく発達 した二次林では自然林(大 区分29)と の区別が困難になるが、立地により区分する。第2回 第3回 では、福

島県から鹿児島県まで21府 県で記載されている。なお、主としてブナクラス域に分布するアカマツ群落(大 区分23)は 植生

区分をブナクラス域として別に扱っているので、県によっては境界域の検討が必要である。

林床に生育するツツジ類によってヤマツツジーアカマツ群集(本 州に分布)、 モチツツジーアカマツ群集(近 畿、中国に分

布)、 コバノミツバツツジーアカマツ群集(中 国、四国の花闇岩乾性立地に分布)、 サイゴクミツバツツジーアカマツ群集(本

州日本海側に分布)、 オンツツジーアカマツ群集(近 畿南部、四国、九州に分布)な どの細区分に分けられている。

◆中区分:ク ロマツ群落

ヤブツバキクラス域における沿海地に分布 し、クロマツが優占する二次林。海岸砂丘や海岸風衝地の周辺、沿海の丘陵地の

斜面上部などに先駆的に形成される。クロマツ植林から二次的に広がったものも多い。潮風の影響が強い乾性の立地でよく発

達し持続群落となるが、影響が弱まる場所では落葉広葉樹や常緑広葉樹の混入が多い。よく発達 した二次林では自然林(大 区

分29)と の区別が難 しいが、立地によって分ける。第2回 第3回 では、茨城県から鹿児島県まで20府 県で記載されている。

なお、海岸砂丘に古く植林されたと思われるクロマツ群落はクロマツ植林(大 区分54)と して別に区分する。

◆中区分:リ ュウキュウマツ群落

ヤブツバキクラス域において奄美以南の森林伐採地に成立し、リュウキュウマツが優占する二次林。林床には常緑広葉樹林

の構成種が多数生育する。 リュウキュウマツ群落は自然林 としては海岸断崖地の土壌の少ない場所に成立する(大 区分38)

が、現在見られる森林のほとんどは二次林である。第2回 第3回 では、鹿児島県(奄 美)、 沖縄県で自然植生として記載 され

ているが、鹿児島県の群落は植生区分を代償植生に変えた。 しかし沖縄県のリュウキュウマツ群落のなかにも代償植生に該当

する部分がかなり含まれると考えられる。なお、明らかに植林であるものは、リュウキュウマツ植林(大 区分54)と して別

に区分する。

◆中区分:モ ミ群落

植林起源 と考えられるモミが優占する二次林。モ ミ自然林と組成を異にし、比較的土壌の厚い尾根に立地する点からも、二

次林と判断される。第2回 第3回 では、石川県で記載されている。

●大区分43:タ ケ・ササ群落

ヤブツバキクラス域において集落付近、河岸、海岸断崖地などに二次的に成立する、高 くならないタ

ケやササの群落。ヤダケ、メダケ、 リュウキュウチクが優 占する群落が一括されている。かつて用材や

防風用、護岸用に植栽 されたこともあるが、大部分は二次的に形成されたものである。

第2回 第3回 では、群馬県か ら鹿児島県まで8府 県で記載 されたものが該当するが、分布面積や分布

状況によっては後述する中区分として確認される可能性がある。なお、本群落に含まれていたホテイチ

ク林、ホウライチク林は、中国原産で植栽されたものが多いため、植生区分IXの 「竹林」(大 区分55)

として区分する。

◆中区分:ヤ ダケ群落

ヤブツバキクラス域における低山地の集落周辺に成立するヤダケが優占するタケ群落。ヤダケは植栽され二次的に広がった

ものが多く、内陸の伐採跡地に多い。ヤダケ群落だけがみ られる東北の福島県以北に限定する。第2回 第3回 では、秋田県、
山形県で記載 された群落が該当する。

◆中区分:メ ダケ群落

ヤブツバキクラス域における陽地、河川堤防上、海岸断崖地などに成立するタケ群落。ヤダケとメダケが分布するが、主と
してメダケが優占する。東北の福島県以南、四国、九州に分布する。メダケは沿海地に多く、増水の影響を受ける河岸で半自

然的に持続群落を形成する。第2回 第3回 では、茨城県から宮崎県まで18県 で記載された群落が該当する。

◆中区分:リ ュウキュウチク群落
・九州
、琉球のヤブツバキクラス域における陽地、海岸断崖地、河川堤防上などに成立するタケ群落。 リュウキュウチクが優

占する。沿海地や離島に多い。第2回 第3回 では、鹿児島 県、沖縄県で記載されている。
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●大区分44:低 木群落

ヤブツバキクラス域に先駆的に成立す る低木群落やつる植物群落。本州から九州では、カラスザンシ

ョウ、アカメガシワ、クサギ、ヤマグワなどの小高木の群落や、クズなどのつる植物群落が形成 され る

(アカメガシワーカラスザンシ ョウ群落、クズ群落など)。 小笠原、硫黄島ではツルダコ群落、マルハ

チ群集、シロガネムクノキ群集、クサ トケイソウ群落な どがみられる。

第2回 第3回 では、林縁性つる一低木群落(神 奈川県、静岡県)、 落葉低木群落(宮 崎県)と して3

県で記載 された群落が、下記の中区分以外の低木群落 として一括されている。

◆中区分:ア カメガシワーカラスザンショウ群落

ヤブツバキクラス域における沿海地から内陸部までに成立する先駆性の落葉広葉樹の二次林。カラスザンショウ、アカメガ

シワ、クサギ、ヤマグワなどの高木または低木が優占する。林床には常緑広葉樹が多い。森林の伐採跡地や沢沿いの湿潤な立

地で発達する。第2回 第3回 では、宮崎県で記載されている。

◆中区分:ク ズ群落

ヤブツバキクラス域からブナクラス域下部にかけて陽地に成立するつる植物群落。クズが繁茂するため、他の植物は少ない。

畑放棄地、造成跡地、伐採跡地、崩壊地などに形成 される。第2回 第3回 では、秋田県から鹿児島県まで13県 で記載されてい

る。

◆中区分:ツ ルダコ群落

東京都小笠原に分布するタコノキ型の低木群落。小笠原固有の変種であるツルダコの単純群落で、母島の雲霧帯の稜線に多

い。 自然林の撹乱地に成立する。第2回 第3回 では、東京都(小 笠原)で 記載されている。

◆中区分:マ ルハチ群落

東京都小笠原に分布する木性シダの低木群落。小笠原固有種である木性シダのマルハチが優占し、しば しばアコウザンショ

ウが混生する。谷頭などのやや湿性な立地の二次林として成立する。母島に小面積でみられる。第2回 第3回 では、東京都(小

笠原)で マルハチ群集 として記載 されている。なお、南硫黄島に発達するマルハチ群集は自然植生(大 区分35)に 区分 され

ている。

◆中区分:シ ロガネムクノキ群集

東京都小笠原に分布する落葉広葉樹の低木群落。シロガネムクノキが優占し、シマグワ、アコウザンショウなどが混生する。

父島、母島の伐採跡地に二次林として成立する。第2回 第3回 では、東京都(小 笠原)で 記載されている。

◆中区分:オ ガサワラモクマオ群集

小笠原に分布するオガサワラモクマオが優占する落葉広葉樹の低木群落。父島、母島の湿潤な岩上や崖錐などに二次林とし

て成立する。第2回 第3回 では、東京都(小 笠原)で 記載されている。

◆中区分:シ チヘンゲ群落

明治期に移入された南アメリカ原産のシチヘンゲ(ラ ンタナ)が 野生化した低木群落。第2回 第3回 では、硫黄島を含む東

京都で記載 されている。

◆中区分:ホ ナガソウ群落

東京都小笠原に分布する常緑半低木の群落。草本状のホナガソウの純群落となる。内陸の路傍や基岩露出地にみられる。父

島に多い。第2回 第3回 では、小笠原を含む東京都で記載 されている。

◆中区分:ク サ トケイソウ群落

戦前に移入された熱帯アメリカ原産のクサ トケイソウが繁茂するつる植物群落。低木群落の林縁部にみられる。東京都硫黄

島で広い面積を占める。第2回 第3回 では、硫黄島を含む東京都で記載されている。
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●大区分45:二 次草原
定期的な管理において安定した組成をもつ多年生草本の二次草原。ススキ、シバ、ネザサの草原が代
表的である。暖地ではコシダ、ダンチク、ハイキビな どの群落がみ られ る。小笠原のオニチカラシバ、
ホクチガヤなどの優占する群落を含む。

◆中区分:ス スキ群団

ヤブツバキクラスス域の放牧地、伐採跡地、畑放棄地、河川敷などに成立する多年生の高茎草原。ススキが優占し、 トダシ

バ、チガヤ、ハチジョウススキなどが混生する。日本の代表的な二次草原で、数年ごとの刈 り取 りや火入れによって維持され、

放置期間が長期にわたると低木群落に遷移する。平野では河川敷、長く放置された畑放棄地、造成地などに出現 し、海岸の風

衝地や基岩露出地などにもみられる。近年では畑放棄地や放牧跡地から遷移 した群落が増加 している。第2回 第3回 では、山

形県から沖縄県まで32都 府県で記載されたものが該当し、熊本県、沖縄県では広い面積を占める。細区分にはアズマネザサー

ススキ群集、ネザサーススキ群集などがある。

◆中区分:シ バ群団

ヤブツバキクラス域における放牧地、刈 り取 りの頻繁な牧草地などに成立する多年生の低茎草原。シバが優占する。海岸断

崖肩部の風衝地では半自然草原 として持続する。第2回 第3回 では、栃木県から鹿児島県まで14府 県で記載されている。なお、

ゴルフ場、公園のオープンスペースなど植栽された芝地は植生区分IX(大 区分56)と して扱 う。

◆中区分:ウ ラジローコシダ群落

ヤブツバキクラス域におけるシダ植物の群落。コシダが優占することが多く、ウラジロを伴 う。森林の伐採跡地や法面など

乾燥しやすく貧養な立地に一時的に形成される。第2回 第3回 では、和歌山県、宮崎県で記載されたものが該当するが、コシ

ダが分布する近畿、中国、四国、九州では分布面積によっては他地域にも確認される可能性がある。

◆中区分:ダ ンチク群落

おもに九州、沖縄に分布する高さ5mに 達するイネ科の高茎草原。ダンチクが優占する。河川下流域の海岸に接する流水辺

や河道など、排水のよい場所にみ られる。第2回 第3回 では、愛知県から沖縄県まで11県 で記載されているが、ダンチクの分

布する関東以西では他地域にも確認 される可能性がある。

◆中区分:ハ チジョウアザミ群落

東京都三宅島の火山噴出物(ス コリア)堆 積地に形成された多年草の群落。ハチジョウアザミが斑紋状に生育する。ハチジ

ョウアザ ミは、大島、八丈島を含む伊豆諸島に分布する。第2回 第3回 では、東京都三宅島で1983年 噴火の数年後に成立して

いたことが記載されている。

◆中区分:ハ イキビ群落

奄美以南の路傍、水湿地、水田放棄地、海岸砂丘背後の低湿地などに成立する多年生の低茎群落。ハイキビが優占し、立地

によってヨモギ、チゴザサ、グンバイヒルガオなどさまざまな種を伴 う。第2回 第3回 では、鹿児島県、沖縄県で記載 されて

いる。

◆中区分:ハ リケンススキ群落

戦後帰化 したイネ科雑草のハリケンススキの群落。海岸砂丘の後背地に単純群落がみられる。第2回 第3回 では、東京都硫

黄島で記載されている。

◆中区分:ホ クチガヤ群落

戦後帰化 したイネ科雑草のホクチガヤの群落。海岸砂丘の後背地に単純群落がみられる。第2回 第3回 では、東京都硫黄島

で記載されている。

◆中区分:キ バナ ヒメフウチ ョウソウーハタガヤ群落

東京都硫黄島に戦後帰化した汎熱帯性の草本群落。ハタガヤ、キバナビメフウチ ョウソウ、

硫気孔周辺などにみ られる。

ヒメマツバボタンが混生する。

◆中区分:ス ズメノコビエ群落

東京都小笠原に分布する野生ヤギの放牧圧を受けて形成 された草原。放牧圧に強いスズメノコビエ、シマスズメノヒエが混

生する。嫁島、聾島列島で広い面積を占ある。第2回 第3回 では、シマスズメノヒエースズメノコビエ群落などとして小笠原

を含む東京都で記載されている。
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●大区分46:伐 採跡地群落

森林の伐採跡地に形成 された草本群落で、樹高1m前 後の落葉広葉低木群落も含む。一般に、伐採直

後にはオオア レチノギク、ベニバナボロギク、ダン ドボロギクなどのキク科一年生植物群落が形成 され

る。伐採後数年を経るとモミジイチゴ、ニガイチゴ、クサイチゴなどの有刺植物の群落に交替 し、アカ

メガシワなど陽性低木類も混生する。第2回 第3回 では、福島県から沖縄県まで38都 府県で記載された

群落が一括されている。

伐採跡地群落は経年変化を統計的に検討するために、従来 と同様、各クラス域に細分 している。中区

分、細区分は行わない。なお、遷移の進行に伴い樹高2m以 上に達 した落葉低木群落は 「落葉広葉樹二

次林」(大 区分41)と して区分する。

●大区分47:湿 原・河川・池沼植生

雨水によって潤 されている高層湿原、地下水によって潤 されている低層湿原、それ らの中間の中間湿

原、洪水などでしば しば冠水する河川敷の植物群落、小川や池、沼などに成立する浮葉、浮水、沈水植

物群落などの水湿地生の植物群落が含まれる。 これ らはクラス域を越えて 日本各地に分布が見られる。

中区分は、ツル コケモモーミズゴケクラス、ヌマガヤオーダー、貧養地小型植物群落、ヨシクラス、河

川敷砂礫地植生、ヒルムシロクラスなど、群落体系上異なる段階でまとめられている。

◆中区分:ツ ルコケモモーミズゴケクラス

湿原植生のうち、山地から高山帯の貧栄養で強酸性を示す高層湿原に成立する植物群落。凸状地(ブ ル ト)と 凹状地(シ ュ

レンケ)に 大別 され、ブル トの植生はツルコケモモーミズゴケクラスに、シュレンケの植生はホロムイ ソウクラスにまとめら

れている。これ らをここでは、ツルコケモモーミズゴケクラスに一括している。本州中部では一般に海抜1000m以 上に分布す

るが、北へいくにしたがって低下 し、北海道では低地にも分布 している。第2回 第3回 では、北海道から、本州日本海側は富

山県、太平洋側は福島県と、栃木県、群馬県、長野県、岐阜県の12道 県で記載されている。

◆中区分:ヌ マガヤオーダー

高層湿原 と低層湿原の中間に位置する中間湿原は、ヌマガヤオーダーに区分されている。本州ではやや標高の高い地域にみ

られるが、北海道では低地にも発達 している。高層湿原や低層湿原に隣接 して発達するもの と、それ らと隣接せず立地条件の

みにより成立するものがみられる。第2回 第3回 では、北海道から、本州は東北 ・北関東を中心に中国 ・四国 ・九州までの24

道府県で記載 されている。

◆中区分:貧 養地小型植物群落

湿性立地に成立する植生のうち、降水時には湛水し、乾燥時には水を失 うような低湿地や、泥炭質で排水の悪い湿地、栄養

分の堆積しにくい砂礫質の、湿潤で貧栄養な立地には、ホシクサ属やイヌノハナヒゲ属などの低茎の草本が生育する植物群落

がみられる。第2回 第3回 では、東京都、石川県、宮崎県で記載されたものが該当するが、いずれも小面積である。現在 ヨシ

クラスに区分されている植生の うち、この区分に含まれるものがあるとみられる。

◆中区分:ヨ シクラス

湿性立地に発達する植生のうち、湖沼の岸部や河川のよどみ、河川河口部や中州、河川沿いの湿地や河川の後背湿地など、

水位の変動や流動水が少なく、底質が泥や粘土質で一般に富栄養な水に潤 される立地に成立する低層湿原はヨシ、マコモ、各

種のスゲ類などが生育 し、ヨシクラスに区分されている。第2回 第3回 では、全ての都道府県で記載されている。

◆中区分:河 川敷砂礫地植生

河川流域に成立し、河床部の砂礫地から高水敷に発達 し、しばしば冠水をうけるような植生を、河川敷砂礫地植生として区

分 している。第2回 第3回 では、山形県、和歌山県で記載 されている。細区分には、ツルヨシ群集、オギ群集、ホッスガヤ群

落、カワラヨモギ群落などがある。

◆中区分:ヒ ルムシロクラス

池や沼、浅い湖、旧河道などの湛水域に成立する水生植物群落には、浮葉 ・沈水植物群落のヒルムシロクラスと、浮水植物

群落のコウキクサクラスがある。ヒルムシロクラスにはヒシや ヒツジグサ、スギナモなどの群落が、コウキクサクラスにはサ

ンショウモ、オオアカウキクサなどの群落が確認されている。底質は泥土や細砂が多く、腐植質が堆積 している場合もある。

第2回 第3回 では、15道 県で記載されているが、他地域の池沼や湖などでも確認される可能性がある。

なお、第2回 第3回 では、ウキクサクラス ・ヒルムシロクラスの名称が使用 されたが、ウキクサクラス(コ ウキクサクラス)

はわが国では用水路など富栄養化 した水面を中心に分布する代償植生の場合が多いため、池沼や湖に分布するヒルムシロクラ

スに変更している。

ノ
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●大区分48:塩 沼地植生

遠浅の内湾や河口付近など海水の干満の影響をうけるような、浅い泥質地か ら砂質地にみ られ る草本

植生。 ヒ トモ トススキ、シオクグ、ハママツナ、ハマサジ、アッケシソウなどの草本や、アマモなどが

底質、水深、塩分濃度の差異に応 じて単純な群落を形成 している。第2回 第3回 では、この区分で、植

生図に示 されている地域が多い(16道 県/う ちこの区分でのみ塩沼地植生を表記 しているのは11道 県)。

北海道では塩沼地植生が広い面積を占める地域があり、サロマ湖、能取湖、風漣湖、厚岸湖などには、

アッケシソウやチシマ ドジ ョウツナギ、 ヒメウシオスゲなどの群落が成立 している。 これらの植物群落

は今後中区分 として追加 される可能性がある。

◆中区分:ヒ トモ トススキ群落

ヒ トモ トススキは汽水域から淡水域まで分布する大型の植物で、海岸近くの湧水地などに群生がみ られる。第2回 第3回 の

調査では和歌山県でのみ記載されている。

◆中区分:シ オクグ群落

シオクグは河口や塩分の流入する潟湖などで、泥土が堆積 し、流水により有機物が供給されるような立地に生育し、地下茎

を長 くひいて密生し、群落を形成する。第2回 第3回 の調査では鹿児島県でのみ記載されているが、シオクグは北海道から沖

縄県(西 表島)ま で分布がみられる。

◆中区分:ハ ママツナーハマサジ群落

ハマサジは砂礫、とくに円礫を多く含み、礫間に砂質土壌がみられ表層を粘土が覆 うような立地に生育し、ハママツナ、フ

ク ドなどとともに生育し、群落を形成する。第2回 第3回 では、ハママツナーハマサジ群落として、四国 ・九州の5県 で記載

されているが、本州にも本群落の存在が確認されている。

◆中区分:ア マモクラス

アマモは海生の種子植物であ り、湾奥の潮間帯下部から低潮線下数mの 範囲の海水中にみ られ、底質は泥土や細砂が厚く堆

積するような立地に群落を形成する。第2回 第3回 の調査では宮崎県と鹿児島県の2県 でのみ記載 されているが、アマモ類は

他にいくつかの種類があり日本各地に分布が見られるため、分布面積によっては、他地域でも区分される可能性がある。
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●大区分49:砂 丘植生

海岸砂丘は移動のはげしい砂土と強烈な 日射による強い乾燥などきわめて厳 しい環境下にあるため、

これらの条件に耐えられるよ うな形態や種特性を持っ種が生育 し、群落を形成する。 これ らの植物群落

は、通常汀線から内陸へ向かって、立地条件の変化にともない帯状に配列 してい く。汀線付近では地域

によって草本植物のハマベンケイソウ、コウボウムギ、バマニンニク、グンバイ ヒルガオ、ツキイゲな

どを主とす る群落がみられ、潮風の影響の弱まる後背地ではハマナス、ハマゴウ、ハイビャクシンな ど

の低木の群落が形成 される。第2回 第3回 では、31都 道府県で 「砂丘植生」 として一括 して記載 されて

いる。これ らは地域によっては、後述する中区分 として区分 される可能性がある。

◆中区分:ハ マナス群落

海岸砂丘の頂部から内陸側の後背地にみられる自然低木群落で、ヤマブ ドウ、ハイネズ、エゾノコリンゴなどとともに生育

する。ハマナスの自然分布域である北海道、東北に分布 している。第2回 第3回 では、北海道、青森県、秋田県、石川県の1

道3県 で記載 されている。

◆中区分:ハ マゴウ群落

海岸砂丘地の内陸側にみ られる自然低木群落で、チガヤ、ハマグルマ、ハイネズなどと混じる。ハマゴウの分布する本州、

四国、九州、南西諸島、小笠原諸島の各地に分布 している。第2回 第3回 では、東京都で記載されている。細区分にハマグル

マーハマゴウ群集がある。

◆中区分:ハ イビャクシン群落

海岸砂丘地の内陸側にみられる倭性低木のハイビャクシンの優占する群落で、ハマゴウ、テリハノイバラなどと混生する。

第2回 第3回 では、長崎県(対 馬、壱岐)で のみ記載されている。

◆中区分:ハ マベンケイソウ群落

礫質の海岸の最前線で、不安定な立地に成立する草本群落。ハマベンケイソウやハマハコベなど、葡旬型で多肉質の茎葉を

もつ耐塩性、耐乾性の高い種が生育している。ハマベンケイ ソウは北海道から北陸と、隠岐に分布 している。第2回 第3回 で

は、北海道でオカヒジキーハマベンケイソウ群落として記載されている。

◆中区分:コ ウボウムギ群落

砂丘最前線の不安定地に成立する草本群落で、コウボウムギが優占し、地域によってハマニンニク、ハマグルマなどと混 じ

る。コウボウムギは北海道から九州の各地に普通にみ られる。第2回 第3回 では、ハマニンニクーコウボウムギ群集(北 海道、

本州中部以北に分布)と 、ハマグルマーコウボウムギ群集(本 州中部以南、四国、九州に分布)と して記載されている。

◆中区分:グ ンバイヒルガオ群落

海岸砂丘の最前線に成立する草本群落。グンバイヒルガオは熱帯に広く分布する砂丘植物で、南西諸島、小笠原諸島、硫黄

島などに分布 してお り、クロイワザサなどと混生することもある。第2回 第3回 では、小笠原諸島、硫黄島が含まれる東京都

で記載されている。細区分にクンバイヒルガオークロイワザサ群集(南 西諸島に分布)が ある。

◆中区分:ツ キイゲ群落

ツキイゲは低木状になるイネ科草本植物で南西諸島に生育 し、海岸砂丘の前線に群落が発達する。クロイワザサやシマネナ

シカズラなどと混 じる。第2回 第3回 では、南西諸島の含まれる鹿児島県で記載 されている。
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●大区分50:海 岸断崖地植生

海岸断崖地の肩部、海食台などでは、土壌が浅く乾燥するうえ、常に塩分を含む強風による風衝作用

を受ける厳 しい立地条件下にあるため、森林が成立せず、多年生の草原が成立 している。ススキ、ハチ

ジョウススキ、オガサワラススキ、コハマギク、ハマギク、ノジギクなどが代表的な構成種である。第

2回 第3回 では、3道 県で 「海岸断崖地植生」 として一括 して記載 されている。

◆中区分:コ ハマギク群落

海岸断崖地や不安定な急傾斜地に成立する植物群落。ハマオ トコヨモギ、カワラナデシコなどと混 じる。 コハマギクは北海

道から茨城県以北に分布する。第2回 第3回 では、青森県、岩手県、宮城県で記載されている。

◆中区分:ハ チジョウススキ群落

海岸断崖地の急傾斜の露岩地や崩壊地などの乾燥立地で、常に海からの風衝作用を受ける場所に成立する植物群落であり、

ハチジョウススキが優占する。群落内にはイソギク、オキナワギクなどが混生する。ハチジョウススキは関東南部以西の本州、

四国、九州、南西諸島に分布 している。第2回 第3回 では、千葉県以西の6都 県で記載 されている。

◆中区分:ノ ジギク群落

海岸断崖の岩礫地で、海からの影響の強い立地に群落を形成する。ボタンボウフウ、ハマナデシコなどと混 じる。ノジギク

の分布する本州(中 国地方)、 四国、九州にみられる。第2回 第3回 では、兵庫県と鹿児島県で確認 されている。

◆中区分:オ ガサワラススキ群落

小笠原諸島のみに分布 し、海岸に接した風衝の激しい断崖地や急傾斜地に発達する植物群落。マルバシマザクラ、ツル ワダ

ンなどを伴 う。第2回 第3回 では、小笠原諸島の含まれる東京都で記載されている。

◆中区分:海 鳥営巣地植物群落

断崖地上や岩山で土壌が未熟な立地に見られる植物群落。この群落はカツオ ドリやアジサシの営巣地 となっており、富栄養

化 している。第2回 第3回 では、オヒシバースベ リヒユ群落(東 京都の南硫黄島や西の島)、 フタマタメヒシバ群落(沖 縄県

尖閣諸島西部の北小島、南小島など)が 記載されている。
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●大区分51:岩 角地・石灰岩地・蛇紋岩地植生

岩角地や特殊な成分をもつ石灰岩地 ・蛇紋岩地に形成 される草本群落または樹高の低い低木群落。石

灰岩地では低木のコメツツジ、イワシモツケ、草本植物のクモ ノスシダなど、岩壁ではミヤマキンポウ

ゲなど多様な植物が優占する。なお、同様の立地に成立する樹高2m以 上の低木群落は各クラス域にお

ける自然低木群落に、高木林は各 クラス域における落葉広葉樹林として区分する。

◆中区分:石 灰岩地植生

石灰岩の露出した乾性立地に成立する植物群落。高山帯や亜高山帯に多く見られ、露岩地かつ風衝地に岩隙草本群落や風衝

草原として成立 しているものが多い。第2回 第3回 では、岩隙草本群落としてイワキンバイ、キリンソウ、クモノスシダなど

を標徴種とするイワキンバイオーダーの種の常在度が高くなっている地域(宮 城県)や 、高山風衝草原 としてチャボカラマツ、

イブキジャコウソウ、ツルデンダなどを標徴種とするチャボカラマツーイブキジャコウソウ群落などがみられる地域(岩 手県)、

石灰岩地の森林植生 としてこの中区分を用いている地域(埼 玉県)が 、それぞれ一括 して、 「石灰岩地植生」として記載 され

ている。また、風衝草原 としてル リトラノオ、コバノミミナグサ、コイブキアザ ミなどを含む広葉草原がみられる地域(滋 賀

県)も 、本植生に該当する。 このうち、森林植生(高 木林 ・低木林)に っいては、各クラス域の森林群落へ再区分される。

◆中区分:コ メツツジ群落

風衝の強い山頂近くの岩角地や主稜線周辺の風衝地などに成立する倭性の低木群落。地域によって、タカネオ トギリやツガ

ザクラ、コガネギクなどを伴 う。コメツツジは北海道から九州まで広く分布する。第2回 第3回 では、青森県、秋田県、山形

県、徳島県、高知県で記載されている。

◆中区分:岩 壁植生

露出岩や岩壁の間隙に成立する植物群落で、分布地域の他、岩壁の傾斜角や岩質、水分条件などにより種組成は大きく変化

する。全国的に広く見 られるが、図示できるような広面積のものは少ない。第2回 第3回 では、ミツデウラボシーイワタバコ

群集、オオハンゲーカタヒバ群落、カエデダイモンジソウーイワタバコ群集、ケイビラン群落(以 上宮崎県)、 イワヒバ、マ

ルバキンレイカ、イワキンバイなどイワキンバイオーダーに区分される群落(以 上秋田県)が 、それぞれ一括 して、 「岩壁植'

生」として記載されている。

◆中区分:蛇 紋岩地植生

蛇紋岩やかんらん岩などの超塩基性岩石が露出した立地に成立する群落。低山地のアカマツ群落分布域から高山帯にかけて

広 く分布する。貧弱な植物群落 しか成立せず、高山帯ではまばらな荒原となる。第2回 第3回 では、本区分に該当する植生単

位は設定されていないが、ナンブイヌナズナなどが優占する高山岩礫荒原(岩 手県早池峰山、群馬県至仏山東北面)の ように、

高山ハイデ及び風衝草原に含め記載されたものがみられる。低山地ではタンゴグミ(京 都府大江山)、 シュンジュギク、シマ

ジタムラソウ(三 重県朝熊山)、 キイシモツケ(和 歌山県竜門山)な どが生育する(レ ッドデータブック近畿研究会編1995)

が、蛇紋岩地の草原や低木群落として記載 されたものはなく、植生図では常緑広葉樹二次林、常緑針葉樹二次林、植林、スス

キ群落などに含められている。今回は、これ らの蛇紋岩地植生の うち、.草原または媛性低木群落が図示可能な面積がある場合

を 「蛇紋岩地植生」 として区分する。

なお、第2回 第3回 で採用された凡例のうち本植生に該当するのは小面積であるため、凡例一覧表には示 していない。
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●大区分52:火 山荒原植生・硫気孔原植生

新期の火山や硫気孔周辺など、植物の生育にとって厳 しい立地に形成 される草本群落、または樹高の

低い低木群落。火山では、低木のミヤマキ リシマや草本植物のコメススキ、イタ ドリ、ハチジョウイタ

ドリ、タマシダなどが散生し、植被率の低い荒原を作 り、崩壊地では、フジアザ ミ、ヤマホタルブクロ

などの草原が形成 され る。硫気孔原ではイソツツジ、チシマザサなどの特定の植物が優 占する。第2回

3回 では秋 田県、岩手県でこの大区分として一括 されている。なお、同様の立地に成立す る樹高2m以

上の低木群落は各クラス域の自然低木群落に、高木林は各クラス域の落葉広葉樹林 として区分する。

◆中区分:火 山荒原植生

火山山頂部や山地尾根部、火山噴出物や溶岩流、火山砂礫地、火口丘などに成立する植物群落。不安定な立地のため、構成

種が少なく、植被率もあまり高くない。第2回 第3回 では5県 で記載されたが、東京都(南 硫黄島)で 記載されたススキの優

占する群落も、小面積のために本中区分に含めている。このような立地に成立する植物群落の うち、樹高2m以 上の低木群落

は各クラス域における自然低木群落として別に区分する。

◆中区分:硫 気孔原植生

硫気孔周辺で、噴気や風衝にさらされる立地に生育する植物群落。常に硫気を受ける立地であるため、構成種が少なく、植

被率もあまり高くない。第2回 第3回 では8県 で記載されたが、この他に東京都(青 ヶ島、硫黄島)で 記載 されたクグテンツ

キやイガガヤツリの優 占する草本群落も、小面積のためにこの中区分に含めている。この うち樹高2m以 上に達 した低木群落

は各クラス域における自然低木群落に区分する。

◆中区分:ミ ヤマキリシマ群落

海抜1000m以 上 の火山山頂部風衝地及び新 しい火山噴出物堆積上に発達する先駆的低木群落。ミヤマキリシマ、ヤシャブシ、

ノリウツギなどがみられ、ススキ、ヒメノガ リヤスなどと混じる。風衝を強く受ける地域では植被率が低下し、群落構成種も

単純になる。 ミヤマキリシマは九州地方にのみ分布 している。第2回 第3回 では、長崎県で記載されている。

◆中区分:ヤ マホタルブクロ群落

火山地、渓谷沿いの急傾斜の崩壊地などに発達する草本群落。植被率は低く疎開 してお り、ヤマホタルブクロ、フジアザ ミ

などがみられる。第2回 第3回 では、フジアザ ミーヤマホタルブクロ群集として、本州中部を中心に6県 で記載されている。

◆中区分:コ メススキ群落

火山放出物からなる崩壊性の強い立地に成立する草本群落。植被率は低く、コメススキ、イタ ドリなどがみられる。コメス

スキは北海道から本州(北 ～中部と奈良、鳥取)、 四国、九州に分布 している。第2回 第3回 では、宮城県、福島県、栃木県、

群馬県、富山県、長野県、大分県で記載 されている。

◆中区分:ハ チジョウイタ ドリ群落

溶岩流や火山砕屑物上に先駆的に成立する草本群落。ハチジョウイタ ドリ、シマタヌキラン、ハチジョウススキなどがみ ら

れる。ハチジョウイタドリは伊豆七島に分布 している。第2回 第3回 では、伊豆七島が含まれる東京都で記載されている。

◆中区分:タ マシダ群落

火山砂礫や噴気にさらされ、土地的に乾燥し風衝を うける立地に成立する草本群落。タマシダが純群落を形成することもあ

り、イタ ドリなどとの混生もみられる。第2回 第3回 では、北硫黄島(東 京都)と ロ之永良部島(鹿 児島県)で 記載されてい

る。
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●大区分53:隆 起珊瑚礁植生

隆起珊瑚礁上に形成 される草本群落または小低木の群落。干潮時に現れる石灰岩平坦地を主とするが、

さらに隆起が進み海岸台地や乾燥の激 しい海岸断崖になった ところも含む。植物の生育にとって特殊な

立地であるため、構成種が少なく単純で、植被率もあまり高 くない。海岸ではソナレシバ、ハイシバ、

モクビャッコウ、コウライシバなどが優 占する。小笠原の断崖ではつる性低木のコハマジンチ ョウが優

占する。第2回 第3回 では、 「隆起珊瑚礁植生」として一括 して鹿児島県と沖縄県で記載 されている。

なお、 さらに隆起が進んだ立地に成立する樹高2m以 上の低木群落はヤブツバキクラス域の 「自然低

木群落」(大 区分33)と し、高木林はヤブツバキクラス域の 「亜熱帯常緑広葉樹林(隆 起石灰岩上)」

(大区分36)と して区分する。

◆中区分:ソ ナレシバ群落

隆起珊瑚礁上で、塩湿地、砂浜、海岸断崖など多様な立地に成立が見 られる草本群落。 ソナレシバが純群落を形成する。第

2回 第3回 では、小笠原諸島(東 京都)で 記載されている。

◆中区分:ハ イシバ群落

熱帯の海岸に広 く分布する草本群落。南鳥島の隆起珊瑚礁上にみ られ、ハイシバが純群落を形成する。第2回 第3回 では、

南鳥島(東 京都)で 記載されている。

◆中区分:モ クビャッコウ群落

凝灰岩質の海食崖やその下部の崖錐上や袖礁などに成立する草本群落。植被率は低く、モクビャッコウの他、地域によって

イソマツ、クロコウセンガヤなどを伴 う。第2回 第3回 では、東京都(硫 黄島)で 記載されている1

◆中区分:コ ウライシバ群落

.隆起珊瑚礁上で、海浜の平坦部や岬の突端部などに発達する草本群落。コウライシバが優占し、イ ソテンツキ、ソナレムグ

ラなどがみられる。コウライシバは九州の一部 と沖縄に分布 している。第2回 第3回 では、長崎県(五 島列島、壱岐)、 鹿児

島県、沖縄県と、東京都(小 笠原諸島)で 記載 されている。特に第2回 の東京都の調査では、小笠原諸島の媒島や西島といっ

た、非石灰岩性の島喰に分布することも確認 されている。

◆中区分:コ ハマジンチョウ群落

隆起珊瑚礁上で、海岸に近い断崖地、急傾斜地に成立する草本群落。コハマジンチ ョウが優占し、ハマゴウなどがわずかに

混生する。コハマジンチ ョウは小笠原諸島にのみ分布する。第2回 第3回 の調査では、東京都(小 笠原諸島の父島、南島)で

記載されている。

◆中区分:シ ラゲテンノウメ群落

隆起珊瑚礁上で、基岩が露出したり土壌が浅くなっていて乾性な立地に成立する草本群落。シラゲテンノウメの他、テンツ

キ、コハナヤスリなどがみられる。シラゲテンノウメは小笠原諸島にのみ分布する。第2回 第3回 の調査では、東京都(小 笠

原諸島の父島、兄島)で 記載されている。

●大区分54:植 林地

各種 の植林 地がま とめ られ る。常緑針葉樹 としてはスギ ・ヒノキ、アカマ ツ、ク ロマツが本 州で広範

囲に植林 され 、エ ゾマ ツ、 トドマ ツが北海道 で植栽 され てい る。 さらに高海抜地 のカラマツ、沖縄の リ

ュ ウキュ ウマツ、外国産樹種 を区分 し、その他の樹種の植林 は一括 して扱 う。

◆中区分:ス ギ ・ヒノキ ・サワラ植林

◆中区分:ア カマツ植林

◆中区分:ク ロマツ植林

◆中区分:エ ゾマツ植林

◆中区分:ト ドマツ植林

◆中区分:ア カエゾマツ植林

◆中区分:カ ラマツ植林

◆中区分:リ ュウキュウマツ植林

◆中区分:外 国産樹種植林

◆中区分:そ の他植林
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●大区分55:竹 林

主としてヤブツバキクラス域に植栽 され る竹林。人家付近の土壌の発達した台地脚部や河岸などにま

とまって分布する。モ ウソウチク、マダケ、ハチクの他、九州南部ではホウライチク、ホテイチクがあ

る。用材、工芸材料の利用、筍採取や護岸を目的に植栽されているが、近年では放置され荒廃 したもの

が増加 し、植林地や二次林内に二次的に生育域を広げている。

◆中区分:モ ウソウチク林

◆中区分:マ ダケ ・ハチク林

◆中区分:ホ ウライチク ・ホテイチク林

●大区分56:牧 草地・ゴルフ場・芝地

牧草地(人 工草地)・ ゴルフ場 ・芝地として管理される草地。飛行場内の草地もこれに含まれる。

牧草地はカモガヤ、オオアワガエ リ、ホソムギなど外来牧草が播種 され数年毎に耕起される。ゴルフ

場 ・芝地はシバ、コウシュンシバなどが植栽 され頻繁な刈 り取 りによって維持 される。牧草地(人 工草

地)と ゴルフ場 ・芝地とは管理形態 ・組成 とも異なるので、できるだけ中区分 レベルで区分する。また

半自然状態にある放牧地のシバ草原(大 区分25・45)と も区分す る。

◆中区分:ゴ ルフ場 ・芝地

◆中区分:牧 草地

●大区分57:耕 作地雑草群落

耕作地及び耕作放棄地等の雑草群落。果樹園、畑地、水田など耕作地の雑草群落の他、

タカアワダチソウなど多年生草本の路傍 ・空地雑草群落、耕作放棄雑草群落が含まれる。

ヨモギ、セイ

◆中区分:路 傍 ・空地雑草群落

◆中区分:果 樹園

◆中区分:畑 地雑草群落

◆中区分:水 田雑草群落

◆中区分:水 田放棄雑草群落

●大区分58:市 街地等

植生の少ない地域であ り、市街地、工場地帯、造成地、干拓地の他、開放水域、自然裸地がある。公

園、墓地など人為的に植栽 された緑地はここで扱 うが、樹林地 としてまとまった面積をもつ場合、他の

代償植生の凡例にくみいれることも可能である。

◆中区分:市 街地

◆中区分:植 栽あるいは残存樹群をもった公園、墓地等

◆中区分:工 場地帯

◆中区分:造 成地

造成地(造 成裸地 ・人工裸地)に は、採石場(採 石地)、 焼け跡、ボタ山、廃塩田等が含まれる。

◆中区分:干 拓地

◆中区分:開 放水域

開放水域には、河川や池沼などで、抽水植物や沈水植物などによる植生が成立していない水域 ・水面があてはまる。

◆中区分:自 然裸地

自然裸地は、自然条件により植生が成立 しない地域であ り、山岳の岩角地、海岸などが含まれる。
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資 料 一2

統 一 凡例(案)一 覧



i
QQ
刈

植生
区分

i

口

統一凡例(案)〈1>

大区

分コ
ード

1

z

3

4

大区分

高山低木

高山ハイデ及び風衝草原

雪田草原

亜寡欝針葉樹林

中区分

ハイマツ群落

ミネズオウ群落

エゾオ'ヤマノエンドウ群落

ヒゲハリスゲ群落

タイツリオウギ群落
イワツメクサ鮮落
コマクサーイワツメクサクラス

チングルマ群落

アオノツガザクラ詳団

ショウジョウスゲ群落

エゾマツ群団

細区分

`

コケモモーハイマツ群集

コメバツガザクラーミネズオウ詳集

エゾマメヤナギーエゾオヤマノエンドウ群集

オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集

イワオウギータイツリオウギ群集

ミヤマクロスゲーチシマクモマグサ群集
フジハタザオーオンタデ群集

エゾツガザクラーチングルマ群落

エゾコザクラ群落
エゾツガザクラーアオノツガザクラ詳落

タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群鍋

イワイチョウーショウジョウスゲ群集

エゾマツートドマツ群集

アカエゾマツ群集

イチイートドマツ群集

ダケカンパーエゾマツ群落

凡例名

高山低木群落

コケモモ ーハイマツ群集

高山ハイデ及び風衝草原

コメバツガザクラーミネズオウ群集

エゾマメヤナギーエゾオヤマノエンドウ群集

オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集

イワオウギータイツリオウギ群奥

イワツメクサ群落
コマクサーイワツメクサクラス

ミヤマクロスゲーチシマクモマグサ群 集

フジハタザオーオンタデ群集

雪田草原

エゾツガザクラーチングルマ群落

アオノツガザクラ群団

エゾコザクラ群落

エゾツガザクラーアオノツガザクラ群落

タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ鮮築

イワイチョウーショウジョウスゲ群奥

エゾマツートドマツ群奥

アカエゾマツ群鎮

イチイートドマツ群築

ダケカンバーエゾマツ群欝

群 落コ
ード

且0100A

且0且00A

10且0旧

且OIOIC

且0200A

1020旧

10200D

且0202E

10205E

10203H

鼠0203C

10300A

102041

10300

1030041

103008

且0301L

且0302C

皇0300E

10300F

童0300

豊03011

10304K

zoioa

za20a

203Qa

都道府県
名

北海豊

青森県

岩手県
秋田県

山形県
福島県
新偶県

窟山県
岐阜県

宮城購
群馬県

長野県
静岡県
北海道

冨山県
石川県

山梨県
栃木県
北海道

青森県
岩手県

山形県
福島県
群馬県

新潟県
富山県
畏野県

岐阜県
北海遊

秋田県
冨山県
石川県

山梨県
静岡県

北海道
冨山県

山梨県
艀岡県

静岡県
石川県
北海道

秋田県
窟山県

山梨県
静岡県

北海道
石川県
山梨県

北海道
青森県

岩手県
宮妓県

秋田県
山形県
幅局県

群馬県
新働県

癌井県
長野県

岐阜県
秋田県
北海道
石川県

北商道

北海道
北梅逝

静岡県
腐山鳳
山梨県

富山県
石川夙
北海逝

北湾道
岩手蛾

北湾道
2{}肇CO.北 直…貧

第2回 第3回凡例名(都道府県表示)

高山低木群蕗
高山低木群落

高山低木群落
箭山低木群落

高山低木群落
商山低木群落
高山低木群落

高山低木群落
高山低木群蕗

高山低木群落
高山低木群落

高山低木群落
商山低木鮮落
コケモモーハイマツ群集

コケモモーハイマツ群集

コケモモーハイマツ群集

コケモモーハイマツ群 集

ハイマツーコケモモ鮮 集

衛山ハイデ及び風衝草原

高山ハイデ及び風衝草原
高山ハイデ及び風衝草原

高山ハイデ及び風衝草原
高山ハイデ及び風衝草原
高山ハイデ及び風衝草原

高山ハイデ及び風衝草原
高山ハイデ及び風衝草原
高山ハイデ及び風衝草原

高山ハイデ及び風衝草原
コメバツガザクラーミネズオウ群集

コメバツガザクラーミネズオウ群葉
コメバツガザクラーミネズオウ群集

コメバツガザクラーミネズオウ鮮集
コメパツガザクラーミネズオウ群集
コメバツガザクラーミネズオウ鮮集

エゾマメヤナギーエゾオヤマノエンドウ群奥

オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集

オヤマノエンドウーヒゲハ リスゲ群葉

オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集
イワオウギータイツリオウギ群集

イワツメクサ群落
コマクサーイワツメクサクラス

コマクサーイワツメクサクラス

コマクサーイワツメクサクラス

コマクサーイワツメクサクラス

コマクサーイワツメクサクラス

ミヤマクロスゲーチシマクモマグサ群集
フジハタザオーオンタデ群集

フジハタザオーオンタデ群奥

習田草原
雪田草原

雪田草原
雪田草原

雪田草原
轡田草原
雪阻草原

雪田草原
雪田草原

雪田草原
雪田草原
雪田草原

雪田植生
エゾツガザクラーチングルマ群落

アオノツガザクラ群団

ミヤマイーバクサンボウフウ群集
エゾコザクラ亜群集

アオノツガザクラi臣群奥

雪田草原
タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群築
タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群簗
ショウジョウスゲーイワイチョウ群集

ショウジョウスゲーイワイチョウ群奥
エゾマツートドマツ群集

アカエゾマツ群禦
アカエゾマツ群集
イチイートドマツ酵集

、エゾマツーダケカンパ昨蕗

第5回

3次 メッ

シュ数

165

8

29

1

io

5

17

9

29

i

12

58

24

372

45

2

8

3

65

3

5

4

4

藍

25

5

且8

34

u

1

5

1

且

z

畳

1

1

2且

8

1

z

z

図

3

23

z

7

3

6

且

且

且4

7

z

assn

275

3450

旧植

生区
分

i

i

i

且

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

1

i

i

i

i

i

霊

置

1

1

i

i

i

i

i

1

置

i

i

i

i

i

i

置

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

醒

i

i

i

i

i

i

i

i

1

1

t

0

口

皿

0

口

自然

度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0且

0豊

01

of

01

OI

of

01

of

of

of

0置

of

of

0且

01

of

0監

0且

0且

of

0且

0且

0且

of

0且

of

0取

0且

0且

01

of

OI

0塵

0且

of

0置

0置

0且

01

0監

0且

of

0且

of

of

of

01

0且

of

of

0且

0且

9

9

9

9

9

'更

チニック

.植生

区分

'更

チェック

ー群落

名

0
0

0
0

0

0

O

0
0

0

0
0

0



i

QQ
o◎

植生
区分

皿

統一凡例(寮)(2>

大区
分コ
ード

5

6

大区分

亜高山帯針 樹

亜高山帯広葉樹林

中区分

オオシラビソ 団

ミドリユキザサーダケカンパ群団

ササーダケカンパ群落

細区分

オ'オシラピソ群集

シラビソーオオシラどソ群集

シコクシラベ群集

コメツガ群落

、

カラマツ群落

ダケカンパーハイマツ群落
イワノガリヤスーダケカンバ群落
ミヤマハンノキーダケカンバ群落

ミヤマハンノキーダケカンパ群築

ミヤマハンノキ群落

凡例名

オオシラビソ鮮団

オオシラビソ群集

シラピソーオオシラビソ鮮集

シコクシラベ群輿

コメツガ群落

カラマツ群落

ミドリコ・キザサーダケカンバ群 団

ダケカンバーハイマツ群落

イワノガリヤスーダケカンバ群落
ミヤマハンノキーダケカンバ群落

ミヤマハンノキーダケカンバ群窺

ミヤマハンノキ群落

ササーダケカンパ群落

群落コ
ード

zosaa

2且400

20501A

2050旧

20501C

20500

20502A

205028

20503A

20700

20800A

zosoos

zosooc

20800D

20800E

置0置02E

20800E

2Q600A

都道府県
名

長野県

岐阜県
石川県

青森県
岩手県
宮城県

秋田県
福島県
栃木県

群馬県
新潟県

富山県
石川県

福井県
畏野県

岐阜県
山形県
石川県

静岡県
栃木県
群馬県

埼玉県
東京都

山梨県
畏野県

岐阜県
奈良県
徳島県

愛媛県
高知県

青森県
岩手県

秋田県
山形県
栃木県

群馬凧
埼玉県

新潟県
富山県

長野県
岐阜県
静岡県
三重県

奈良県

徳島県
福島県
梅木県

群馬県
埼玉県

富山県
山梨県
長野県

幅島県
富山県

山梨県
長野県

岐阜県
静岡県
北海道

北海道
山形県

新潟県
北海道

栃木県
新潟県
石川県

秋田県
石川県

北海道
青森県
秋田県

福局県
群馬県

緬潟県
石川県
幅 県

第2回 第3回凡例名(都道府照表示}

シラビソートウヒ群団

シラビソートウヒ群団

オオシラどソーダケカンバ林
オオシラビソ群集

オオシラビソ群集
オオシラビソ群集
オオシラビソ群鎮

オオシラビソ鮮集
オオシラビソ群集

オオシラビソ群集
オオシラピソ群集

オオシラビソ群集
オオシラビソ群集
オオシラビソ群集

オオシラビソ群集
オオシラビソ群集
アオモリトドマツ群落

オオシラビソーブナ群落
シラどソートウヒ群団

シラビソーオオシラビソ群集
シラビソーオオシラビソ群集
シラピソーオオシラピソ群集

シラどソーオオシラビソ群集
シラビソーオオシラピソ群集

シラピソーオオシラビソ騨集
シラビソーオオシラビソ詳集
シラビソーオオシラビソ群集

シコクシラペ群輿
シコクシラベ群集

シコクシラベ鮮集
コメツガ群落
コメツガ群落
コメツガ群落

コメツガ群落
コメツガ群落

コメツガ群落
コメツガ群落

コメツガ群落
コメツガ群落

コメツガ群落
コメツガ群落
コメツガ群落

コメツガ群落
コメツガ群落
コメツガ群落

カラマツ群落

カラマツ群落
カラマツ群落

カラマツ群落
カラマツ群落

カラマツ群落
カラマツ群落
ミドリユキザサーダケカンバ群団

ミドリユキザサーダケカンバ群団
ミドリユキザサーダケカンバ群団

ミドリユキザサーダケカンバ群団
ミドリユキザサーダケカンパ群団

ミドリユキザサーダケカンバ群団
ダケカンパーハイマツ詐落
ダケカンパーイワノガリヤス群落

ミヤマハンノキーダケカンパ群落
ミヤマハンノキーダケカンバ群落

ミヤマハンノキーダケカンバ群集
ミヤマハンノキーダケカンバ群輿

ミヤマハンノキーダケカンパ群築
ミヤマハンノキ群落
ミヤマハンノキ群落

ミヤマハンノキ群落
ササーダケカンバ群落

ササーダケカンバ群落
ササーダケカンパ群落

ササーダケカンパ群落
ササーダケカンパ群踏
ササーダケカンパ群落

ササーダケカンパ群落
ササーダケカンバ群落

第5回

3次 メ7

シュ数

倒

163

7

57

uo

13

53

126

59

109

79

95

io

5

9

23

180

1

ioo

8

165

soo

7

且2

1

且09

2監

23

1

446

55

1

7

5

4

7

254

sz

亘85

5

27

且2

4

9

3

294

3

73

3

2

3575

且2

9

69

30

33

旧植

生区
分

口

0

口

皿

n

0

D

0

皿

皿

0

0

口

皿

口

旺

口

0

0

皿

0

皿

皿

0

0

0

旺

0

a

口

0

0

0

0

口

0

口

0

皿

皿

0

0

皿

駆

n

0

0

口

旧

0

n

皿

皿

皿

0

n

騒

口

0

口

口

0

口

n

0

i

a

0

n

口

皿

0

口

n

皿

皿

自然

度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

チヱック

,植生

区分

0

更

チヱ,ク

.群落

名

0

0
0

0

0
0

0



i
w
㊤

統一凡例(案}〈3>

植生
区分

0

皿

大区

分コ
ード

s

T

8

9

10

大区分

亜高山帯広 樹

高茎草原及び風衝草原

亜高山帯二次林

二次草原

伐採跡地群落

中区分

ササー ケカンパ

シナノキンパイーミヤマキンポウゲ群団

ササ群落

ノ

ダケカンバ詳落

ササ群落

ヒゲノガリヤス群落

細区分

トカチフウロータカネトウウチソウ鮮落
ミヤマキンポウゲ群落
バイケイソウーミヤマイ群落

ミヤマイ群集

チシマザサ群落

オクノカンスゲーチシマザサ群集

チシマザサ群落

クマイザサ群落

匹

凡例名

ササー ケカンバ群落

シナノキンパイーミヤマキンポウゲ群団

トカチフウロータカネトウウチソウ群落
ミヤマキンポウゲ群落
バイケイソウーミヤマイ群落

ミヤマイ群集
ササ群落

チシマザサ群落

オクノカンスゲーチシマザサ群集
ダケカンバ詳落

ササ群落

チシマザサ群落

クマイザサ群落
ヒゲノガリヤス群落

伐採跡地群落

酢蕩コ
ード

20600A

206008

2且001A

210018

10300D

且0300G

且0300H

10300J

21100A

21100D

21100A

21101C

211008

303000

30400

30100A

30tOOA

30且00B

30101C

30102D

30200

30300A

3036UH

都道府県
名

長野県

岐阜県
山形県
弼木県
埼玉県

秋田県
幅島県

群属県
新謁県

冨山県
石川県
福井県

山梨県
長野県

静岡県
山形県
北海道

北海道
北海道

窟山県
北海道

群馬県
新潟県
福井県

高知県
青森県

岩手県
宮城県
福島県
石川県

長野県

岐阜県
秋田県
山形県

北海道
北海道

北海道
岩手県
山形県

福島県
群馬県

東京都
山梨県

長野県
岐阜県

静岡県
徳島県

愛媛県
商知県
北海道

岩手県
福島県
群馬県

長野県
岐阜県

静岡県
奈良県
徳島県

愛媛県
高知県

青森県
山形県
山形県

栃木県

幅井夙
栃木県
長野県

北海道
筋木県

埼玉県
山梨県
長野県

岐阜県
静岡県

奈良県
福井県

第2回第3回 凡例名(都道府吼表示)

ササー ケカンバ 落
ササーダケカンバ群落
ダケカンバーササ群落

ダケカンバーササ群落
ダケカンバーササ詳落
シナノキンパイーミヤマキンポウゲ詳団

シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団
シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団

シナノキンパイーミヤマキンポウゲ群団
シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団

シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団
シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団
シナノキンパイーミヤマキンポウゲ群団

シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団
シナノキンパイーミヤマキンポウゲ群団

シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群落
トカチフウロ亜群築

ミヤマキンポウゲ群落
バイケイソウーミヤマイ群落

ミヤマイ群集

ササ自然草原
ササ自然草原

ササ自然草原
ササ自然箪原
ササ群落

ササ自然草原
ササ自然草原

ササ自然草原
ササ自然草原
ササ自然草原

ササ自然草原
ササ自然草原

チシマザサ群落
チシマザサ群落
チシマザサーオクノカンスゲ群鎚

伐採跡地に成立した二次林
ダケカンバ群落

ダケカンパ群落
ダケカンバ群落

ダケカンバ群落
ダケカンパ群落

ダケカンパ群落
ダケカンパ群落

ダケカンパ群落
ダケカンパ群落
ダケカンパ群落

ダケカンパ群落
ダケカンパ群落

ダケカンバ群落
ササ群落
ササ群落

ササ群落
ササ群落

ササ群落
ササ群落
ササ群落

ササ解落
ササ群落

ササ群躍
ササ'群蔭

ササ群藩

チシマザサニ次群落
チシマザサ群落

チシマザサ群落
チシマザサ群落

クマイザサ群落
ヒゲノガリヤス詳落

伐跡鮮落
伐跡群落

伐跡酵溶
伐跡詳落
伐跡群踏

伐跡酵落
伐跡群落

伐跡群落
採跡群落

第5回

3次 メッ

シュ数

39

40

z

27

6

3

且

34

5

9

17

z

561

54

60

9

25

且4

43

u

61

36

19

42

28

309

49

8

4

4

i

23

30

49

10

且

且88

15

io

18

1

4

9

7

3

3

z

z

311

4

8

鍋
1且3

IS

3

旧植
生区

分

0

口

0

口

皿

口

皿

皿

a

皿

皿

皿

0

0

0

0

i

i

i

i

0

0

0

町

旺

0

0

皿

皿

皿

皿

皿

口

皿

0

皿

田
田

田
m

田
田
田

皿
囮

皿
田

囮
皿
皿

皿
田

m

皿
田

田
田

m

田

m

田
皿

田
m

m

皿

皿
皿
皿

田
田

皿
田

皿
皿
囮

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

01

of

of

of

of

of

0且

0量

0且

of

of

01

01

of

01

01

Oi

m

m

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

変更

チェック

.植生

区分

0
0

0
0

鴨更

チヱック

ー群落
名

0
0

0

0

0

0

0
0

0

0

0
0

0
O
0

0

0
0

0

0

0
0

0
0

0
0

O
0
0



i
ハ
0

植生
区分

a

ノ

大区

分コ
ード

11

iz

13

大区分

葉樹(日 本)

下部針広混交林
落葉広葉樹林(太平洋型)

統一凡例(築)〈4>

中区分

チシマ サー ナ 団

サワシパーミズナラ群団

エゾイタヤーシナノキ群団

カシワ群団

スズタケーブナ群団

細区分

ヒメアオキーブナ群集

マルバマンサクーブナ群集

スギーブナ群落

クロモジーブナ群集

ミズナラ群落
エゾイタヤーシナノキ酵落

エゾイタヤーシナノキ酵集

カシワ群落

凡例名

チシマザサーブナ群団

ヒメアオキーブナ群集

マルパマンサクーブナ群集

スギーブナ群落

クロモジーブナ群集

ミズナラ詳落
エゾイタヤーシナノキ群落

エゾイタヤーシナノキ群集

カシワ群落

下部針広混交林
スズタケーブナ群団

群落コ
ード

40且00A

401008

401000

40且00D

4010且

40103

40104

40102

403006

40300A

50400A

40300A

403000

仙700A

41702

42600

90200A

都道府県
名

北海邑

青森県
岩手県

宮城県
秋田県

福島県
群馬県

新潟県
石川県
福井県

長野県
岐阜県

滋賀県
兵庫県

山形県
栃木県
秋田県

北海道
新潟県

富山県
長野県

岐阜県
滋賀県
京都府

青森県
富山県

長野県
青森県
岩手県

宮城県
秋田県

山形県
新潟県
富山県

福井県
岐阜県

滋賀県
京都府

鳥取県
島根県
岡山県

山ロ県
福井県

滋賀県
島取県
島根県

岡山県
広島県

山ロ県
北海道
北海道

北海道
宵森県

秋田県
山形県

新潟県
石川県
北海道

青森県
北海道

青森県
秋田県
碧鵡 県

北海道
岩手県

宮城県
福島県

群馬県
畏野県

岐阜県
静閃県
三重県

滋賀県
兵嘩県

奈良県
和歌山県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示)

チシマ サー ナ群団
チシマザサーブナ群団
チシマザサーブナ群団

チシマザサーブナ群団
チシマザサーブナ群団
チシマザサーブナ群団

チシマザサーブナ群団
チシマザサーブナ群団

チシマザサーブナ群団
チシマザサーブナ群団

チシマザサーブナ群団
チシマザサーブナ群団
チシマザサーブナ群団

チシマザサーブナ群団
ブナーチシマザサ群落

ブナーチシマザサ群集
オオシラビソーブナ群落
ヒメアオキーブナ群集

ヒメアオキーブナ群菓
ヒメアオキーブナ群集
ヒメアオキーブナ群輿

ヒメアオキーブナ群集
ヒメアオキーブナ群葉

ヒメアオキーブナ群禦
マルバマンサクーブナ群集
マルパマンサクーブナ群輿

マルバマンサクーブナ群集
スギーブナ群落

スギーブナ群落
スギーブナ群落
スギーブナ群落

スギーブナ群落
スギーブナ群落

スギーブナ群落
スギーブナ群落

スギーブナ群落
スギーブナ群落
スギーブナ群落

スギーブナ群落
スギーブナ群落

スギーブナ群落
スギーブナ群落

クロモジーブナ群黛
クロモジーブナ群輿

クロモジーブナ群集
クロモジーブナ群集
クロモジーブナ群集

クロモジーブナ群集
クロモジーブナ群集

ミズナラ群落
エゾイタヤーシナノキ群落

アカシデーイヌシデ群落
エゾイタヤーシナノキ群落

エゾイタヤーシナノキ鮮落
エゾイタヤーシナノキ群落

エゾイタヤーシナノキ群落
エゾイタヤーシナノキ群落

エゾイタヤ群落

自然低木群落
カシワ群落
カシワ群落

カシワ群落
カシワ群落

下部針広混交林
スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団

スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団

スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団

スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団

スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団

第5回
3次 メッ

シュ数

2163

919

895

552

1485

1029

46畳

1093

332

127

葦48

710

1

26

149&

157

5

1

83

5且

77

25

7

452

RO2

17

3

且

豊58

且2

3

且4

1

且3

46

1

7

z

7

98

14

9

z7

5

53

15535

z

64

io

1

8

19

量7

82

13

6

10

7779

5

5

62

18

5

18

1

1

取55

6

旧植

生区
分

N

四

N

N

N

N

rv

rv

N

N

N

rv

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

rv

N

N

N

N

N

V

N

N

N

N

N

rv

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

自然

度 コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

7

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

更

チェック
植 生
区分

O

更

チzック

.群 落

名

0

0
0

0

0
0

0
0

0
0
0



i
ハ
ー

槌生

区分

rv

大区

分コ
ード

且3

大区分

落葉 葉樹(太 平洋型)

統一凡例(案)〈5》

中区分

ス タケー ナ群団

イヌブナ群落

ミズナラ群落

イヌシデーアカシデ群落

細区分

ヤマポウシーブナ鮮集

ツクバネウツギーブナ群集

ミヤコザサーブナ群集

オオモミジガサーブナ群葉

スズタケーブナ群集

シラキーブナ群集

ツクシシャクナゲーブナ群集

チャボガヤーイヌブナ群集
コハクウンボクーイヌブナ群集

リョウブーミズナラ群築

イヌシデーアカシデ群落

アカシデ群

凡例名

スズタケー ナ鮮団

ヤマポウシーブナ群集

ツクバネウツギーブナ群集

ミヤコザサーブナ群集

オオモミジガサーブナ群集

スズタケーブナ群築

シラキーブナ群奥

ツクシシャクナゲーブナ群菓

イヌブナ群落

チャボガヤーイヌブナ群集
コハクウンボクーイヌブナ群集

ミズナラ群落

リョウブ ーミズナラ群集

イヌシデーアカシデ群落

アカシデ群落

群 落コ
ード

40200A

902008

40201A

40201D

4020旧

40201C

40204

40204B

402100

90202C

40214A

90202A

402028

40203A

40203C

402036

40203D

40300B

917018

43000A

93000D

50300)
仙900A

4且900B

都道府県
名

徳勘県
愛媛県
熊本県

滋賀県
徳島県
高知県

神奈川県
山梨県

長野県
静岡県

愛知県
香川県
東京都

茨城県
茨城県

栃木県
神奈川県
山梨県

東京都
茨城県

栃木県
埼玉県
三重県

大分県
宮崎県

大阪府
橿岡県

佐賀県
長崎県
熊本県

宮崎県
鹿児畠梨

熊本県
大分県
岩手県

宮城県
茨城県

群馬県
埼玉県

山梨県
長野県

静岡県
滋賀県
福井県

兵暉県
宮崎県

群馬県
弼木県
群馬県

神奈川県

岐阜県
京都府
和歌山県

樋剛 馳
長崎県
熊本県

大分県
宮崎県

鹿児島県
群馬県
京郊府

官崎県
宮崎県

宮崎県
岩手県

宮城県
栖島県

茨城県
埼玉県
福井県

新濁県
窟山県
石川吼

島恨鳳
呑川県

謝00F.青 森県

第2回 第3回凡例名(都逝府県表示)

スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団
スズタケーブナ群団

ブナースズタケ群団

ブナースズタケ群団
ブナースズタケ酵団

ヤマポウシーブナ群集
ヤマポウシーブナ群集

ヤマポウシーブナ群無
ヤマポウシーブナ群集

ヤマポウシーブナ群集
ヤマポウシーブナ群集
ブナーヤマポウシ群集

ブナーツクバネウツギ群処
ブナーミヤコザサ群集
ブナーミヤコザサ群鎮

オオモミジガサーブナ群集
オオモミジガサーブナ群集
ブナーオオモミジガサ群集

ブナースズタケ群築
ブナースズタケ昨禦

ブナースズタケ群集
ブナースズタケ群禦
ブナースズタケ群集

オオマルバノテンニンソウーブナ群落
シラキーブナ群集

シラキーブナ群菓
シラキーブナ群集

シラキーブナ群集
シラキーブナ群集
シラキーブナ鮮乗

シラキーブナ群集
ツクシシャクナゲーブナ群集

ブナーツクシシャクナゲ鮮集
イヌブナ群集

イヌブナ群集
イヌブナ群集

イヌブナ群集
イヌブナ群集
イヌブナ群集

イヌブナ群策
イヌブナ群奥

イヌブナ騨輿
イヌブナ鮮落

イヌブナーチャボガヤ群集
コハクウンボクーイヌブナ群集

ミズナラ群落

ミズナラーリョウブ群集

ミズナラーリョウブ群集

ミズナラーリョウブ群集
ミズナラーリョゥブ群葉

ミズナラーリョウブ群奥
ミズナラーリョウブ群集

ミズナラーリョウブ群奥

ミズナラーリョウブ群奥

ミズナラーリョウブ群集

ミズナラーリョウブ群集
ミズナラーリョウブ群集
ミズナラーリョウブ群集

ミズナラーリョウブ酵落

ミズナラーリョウブ群落

ミズナラーリョウブ群落
リョウブーミズナラ群落

リョウブーミズナラ群 落

イヌシデーアカシデ自無林
イヌシデーアカシデ自然林

イヌシデーアカシデ自然林
イヌシデーアカシデ自然林

イヌシデーアカシデ自然林
イヌシデーアカシデ自然林

イヌシデーアカシデ群啓
イヌシデーアカシデ群落

イヌシデーアカシデ群落
イヌシデーアカシデ群喀
イヌシデーアカシデ詐陪

アカシデ昨蕃

第5回

3i欠メワ

シュ数

78

39

56

z

L

81

50

88

28

47

3

32

i

ion

4

5

z

43

46

37

豊

4

且

且7

H7

z

1

2

置

亘

38

151

53

7

9

4

量

24

4

z

13

33

9

4

2

5

zs

星4

4

3

z

i

2

1

旧植
生区

分

N

N

N

N

rv

四
N

N

N

N

N

N

N

N

rv

rv

rv

N

rv

N

N

rv

N

N

N

rv

N

rv

N

N

N

rv

V

rv

N

N

N

N

V

自然

度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

7

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

7

変更

チヱック

.植 生

区分

0

0

'更

チニック

ー詳 落

名

D
O

0

0

0
0

0

0
0

O
0

0
0

0

0
0

0
O

O
0

0
0

0
0

0

0

0
O

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
O

0
0
0

0
0

0
0

O



i

ム
tv

植生
区分

大区
分コ
ード

13

19

大区分

樹林(太平洋型)

冷温帯針葉樹林

、

統一凡例〔寮 》〈6>

中区分

イヌシァーアカシァ群落
コハウチワカエデ群落

ウラジロモミ群落

ヒノキアスナロ群落

クロベ ーキタゴヨウ群落

クロベ ーヒメコマツ群落

アスナロ群落

ツガ群落

ツガートガサワラ酵落

ヒノキ群落

細区分

アカシァ群落
ケクロモジーコハウチワカエデ群落

ウラジロモミーコメツガ群落

アカミノイヌツゲークロベ群集

コカンスゲーツガ群集

ハイノキーツガ群集

凡例名

アカシァ群落
ケクロモジーコハウチワカエデ群落

ウラジロモミ群落

ウラジロモミーコメツガ群 落

ヒノキアスナロ群落

クロベーキタゴヨウ群落

アカミノイヌツゲークロベ群集

クロベーヒメコマツ群落

アスナロ群落

ツガ群落

コカンスゲーツガ群集

ハイノキーツガ群集

ツガートガサワラ群落
ヒノキ群落

群落コ
ード

50400E

402148

40400

43300

433008

40500A

40700A

40700D

407006

42900

4070㏄

40700A

40700E

40700E

40TO2B

405018

40208

402088

60202E

90208

60202A

60202D

60202E

60202A

sozozc

sozozc

40600A

都道府県
名

秋田県
佐賀県
長崎県

栃木県
鮮馬県
埼玉県

長野県
岐阜県

静岡県
愛知県

奈良県
徳島県

愛媛県
東京都
山梨県

北海道
青森県

岩手県
群馬県
石川県

青森県
岩手県

宮城県
福島県
新潟県

石川県
長野県

山形県
青森県
秋田県

富山県
群馬県

埼玉県
岐阜県

静岡県
島根県

愛媛県
弼木県

高知県
鳥取県
福島県

窃木県
兵庫県

徳島県
富山県
宮崎県

兵庫県
栃木県
酵馬県

埼玉県
東京都

山梨県
畏野県

静岡県
和歌山県

高知県
愛媛県

島恨県
愛媛県
愛知県

三重県
奈良県

島根県
山ロ県

徳島県
熊本県
大分県

鹿児島県
広島県

高知県
掴島県
群馬県

長野県
岐阜県

静岡県
媛県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示)

アカシァ群落
コハウチワカエデーケクロモジ群落
コハウチワカエデーケクロモジ群落

ウラジロモミ群落
ウラジロモミ群落
ウラジロモミ群落

ウラジロモミ群落
ウラジロモミ群落

ウラジロモミ群落
ウラジロモミ群落

ウラジロモミ群落
ウラジロモミ群落

ウラジロモミ群落
ウラジロモミーコメツガ群落

ウラジロモミーコメツガ群落,ハ リモミ群 落

ヒノキアスナロ群落

ヒノキアスナロ群落
ヒノキアスナロ群落

ヒノキアスナロ群落
ヒノキアスナロ群落

クロペ ーヒメコマツ群落

クロベ ーヒメコマツ群落

クロベ ーヒメコマツ群落

クロベ ーヒメコマツ群 落

クロベ ーヒメコマツ群落

クロベ ーヒメコマツ群落

クロベ ーヒメコマツ群落

キタゴヨウークロベ群 落

クロペ ーキタゴヨウ群 落

ヒノキアスナロ群落及びクロペーキタゴヨウ群落
アカミノイヌツゲークロペ 群奥

クロベ ーヒメコマツ群 落

クロベ ーヒメコマツ群 落

クロベ ーヒメコマツ群 落

クロベ ーヒメコマツ群 落

クロベ ーヒメコマツ群 落

クロベ ーヒメコマツ群 落

ヒメコマツークロベ群 落

クロベ群落
ヒメコマツ群落

アスナロ群落
アスナロ群落

アスナロ群落
アスナロ群落
ツガーコカンスゲ群集

アケポノツツジーツガ群集
ツガ群落

ッガーコカンスゲ群集
ッガ・一コカンスゲ群集

ッガーコカンスゲ群集

ッガーコカンスゲ群奥
ツガーコカンスゲ群集

ツガーコカンスゲ群集
ッガーコカンスゲ群集

ツガーコカンスゲ群集
ツガーコカンスゲ群集

ツガーハイノキ群集
ッガーコカンスゲ群集
コカンスゲーツガ群集

ツガーハイノキ群集
ツガーハイノキ群集

ツガーハイノキ群集
ツガーハイノキ群集

ツガーハイノキ群集
ツガーハイノキ群集
ツガーハイノキ群集

ツガーハイノキ群集
ツガーハイノキ群集
ハイノキーツガ群奥

ツガートガサワラ群落

ヒノキ群落
ヒノキ群落
ヒノキ群落

ヒノキ群落
ヒノキ群落
ヒノキ群落

第5回

3次 メッ

シュ数

5

1

1

1

量

41

9

4

z

77

119

44且

33

置0

4

5

ze

15

4

go

23

1

32

28

7

15

3

i

8

2

zs

6

且0

5

27

12

213

s

43

3

8

2

匿8

17

3

zs

19

5

4

299

且46

且

旧植
生区

分

V

四

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

rv

N

rv

N

N

N

四
N

N

rv

N

N

N

N

N

rv

N

N

rv

N

N

w

N

N

N

N

Vl

N

N

N

N

自然
度コ
ード

7

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

更

チヱック

ー植生

区分

0

0

0
O

0
0

0
0
0

0
0

0
0
甲o

0
0

更

チヱック

ー詳落

名

0
0

0

0
0

0
0
0

O
0

0

0

0
0

0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0
0

0
0

0
0

0



i
幽
ω

植生

区分

N

統一凡例(案)<7>

大区

分コ
ード

14

IS

鳳6

大区分

温帯針 樹

岩角地針葉樹林

渓畔林

中区分

ヒノキ 落

コウヤマキ群落

スギ群落

アカマツ群落

ヒメコマツ鮮落

サワグルミ詳落

シオジ群落

細区分

シノブカグマーヒノキ詳躯

シャクナゲーヒノキ鮮集

ジュウモンジシダーサワグルミ群集

サワグルミーカツラ群落

ヤハズアジサイーサワグルミ群集

ミヤマクマワラビーシオジ群集

凡例名

ヒノキ鮮

シノブカグマーヒノキ酵 集

シャクナゲーヒノキ群災

コウヤマキ群落

スギ群落

アカマツ群落

ヒメコマツ群落

渓畔林

ジュウモンジシダーサワグルミ群集

サワグルミーカツラ群落

ヤハズアジサイーサワグルミ群集

シオジ群落

ミヤマクマワラビーシオジ群集

群 落コ
ード

40600A

401C

406028

5且600

63300

42700

smooc

60100E

40800

408008

60竃00F

40300A

40300D

40900A

409008

404000

409tlOE

9090DA

403000

409QOF

41000A

4童000A

4且000B

都逝府県
名

高知県
福岡県
大分県

宮崎県
山梨県

岐阜県
埼玉県

岐阜県
愛知県

兵庫県
和歌山県

徳島県
大分県
和歌山県

島根県
愛媛県
徳島県

高知県
鹿児島県

青森県
岩手県
山形県

福島鍛
茨城県

群馬県
山梨県

長野県
岐阜県

島搬 県'

山口県
福岡県

熊本県
宮崎県

鹿児島県
大分県
千葉県

福島県
幅島県
冑森県

岩手県
秋田県

幅島;職
群馬県
新配県

冨山県
石川県

橿井県
長野県

岐阜県
兵1葦県

島取県
島根県
岡山県

広島県
山ロ県

栃木県
北海道
山形県

和歌山県
三重県

和歌山県
宮崎県
兵庫県

鮮罵県
神奈川県

山梨県
長野県

静岡県
徳島県

福岡県
熊本県
樹木県

埼玉県
藁京郡

高知県
大 県

窮2回 第3回凡例名(都逝府県表示}

ヒノキ

ヒノキ昨落
ヒノキ群落

ヒノキ鮮落
ヒノキーシノブカグマ群奥
ヒノキーシノブカグマ群災

ヒノキーシャクナゲ群郷
ヒノキーシャクナゲ鮮奥

ヒノキーシャクナゲ群奥
ヒノキーシャクナゲ群災

ヒノキーシャクナゲ群鎚
ヒノキーシャクナゲ群鎮

ヒノキーシャクナゲ群鎮
コウヤマキ昨落
コウヤマキ群落
コウヤマキ群落

スギーツガ群落
スギ群落

スギ天然林
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツーヒメコマツ群 落

ヒメコマツ群落

エゾイタヤーシナノキ群落
エゾイタヤーシナノキ群簗

ジュウモンジシダーサワグルミ群災

ジュウモンジシダーサワグルミ群築
ジュウモンジシダーサワグルミ群奥
ジュウモンジシダーサワグルミ群集

ジュウモンジシダーサワグルミ鮮集
ジュウモンジシダーサワグルミ群輿

ジュウモンジシダーサワグルミ群鎚
ジュウモンジシダーサワグルミ群集
ジュウモンジシダーサワグルミ詳集

ジュウモンジシダーサワグルミ群禦
ジュウモンジシダーサワグルミ群奥

ジュウモンジシダーサワグルミ群桑
ジュウモンジシダーサワグルミ詳集

ジュウモンジシダーサワグルミ鮮桑
ジュウモンジシダーサワグルミ詳集

ジュウモンジシダーサワグルミ群奥
ジュウモンジシダーサワグルミ群集

サワグルミージュウモンジシダ群簸
ジュウモンジシダーサワグルミ群落
サワグルミーカツラ群落

ジュウモンジシダーサワグルミ群築
ジュウモンジシダーサワグルミ群落
ジュウモンジシダーサワグルミ群落

サワグルミ群団
ミヤマクマワラビーシオジ群集

ミヤマクマワラビーシ才ジ群鑑
ミヤマクマワラビーシオジ群集
ミヤマクマワラビーシオジ群集

ミヤマクマワラビーシオジ群集
ミヤマクマワラピーシオジ群集

ミヤマクマワラピーシオジ群鍋
ミヤマクマワラピーシ才ジ群集

ミヤマクマワラビーシオジ群集
シオジーミヤマクマワラど群集
シオジーミヤマクマワラビ酵奥

シオジーミヤマクマワラビ鮮象
シオジーミヤマクマワラビ詳集

シオジーミヤマクマワラビ酵

第5回

3次 メワ

シュ数

3

za

匿

9

7

且

1

3

za

139

7

14

30

19

20

56

43

亘

4

z

1

且星0

5

16

3

1

3

且

27

1

4

7

2

1

1

4

且

且

3

旧植

生区
分

rv

N

rv

rv

N

rv

N

rv

V

Vl

rv

w

N

N

rv

rv

rv

N

N

N

rv

rv

N

N

N

w

N

N

rv

N

N

N

N

N

rv

N

N

N

N

四

N

N

N

N

rv

N

N

四

N

自然

度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

7

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

チニ7ク

.植生

区分

0

0
0

0
0

0

・更

チヱ7ク

.群落

名

0

0
0

0
0

0
0
0

0

0

0

0

0

0

O
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0



i
ム
ム

植生

区分

統一凡例(案}〈8>

大区

分コ
ード

is

17

18

大区分

沼沢林

河辺林

中区分

ハルニレ

ケヤキ群落

アサガラ群落
ヤチダモ群落

ハンノキ群落

ヤナギ高木群落

ヤナギ低木群落

オニグルミ群落

ヤマハンノキ群落

細区分

ハルニレ群集

ヒメウワバミソウーケヤキ群集

チャボガヤーケヤキ詳集
ヒメウワバミソウーケヤキ鮮集
コクサギーアサガラ群落

ハンノキーヤチダモ群集

ハシドイーヤチダモ群集

オオバヤナギードロノキ群梨

ケショウヤナギ群落
シロヤナギ群集

凡例名

ハルニレ群落

ハルニレ群集

ケヤキ群落

ヒメウワバミソウーケヤキ群集

チャボガヤーケヤキ群葉
ヒメウワバミソウーケヤキ群集

コクサギーアサガラ群落

ヤチダモ群落
ハンノキーヤチダモ鮮集

ハシドイーヤチダモ鮮集

ハンノキ鮮落

ヤナギ高木群落

オオバヤナギードロノキ群奥

ケショウヤナギ群落
シロヤナギ群輿

ヤナギ低木群落

オニグルミ群踏

ヤマハンノキ群落

群落コ
ード

41100A

411008

4置100A

42500A

42500D

605000

60500H

42502C

4且40㏄

41400A

414008

4且400D

41500

41200A

仙200B

412008

4且201A

4艮20B

41201C

4置202

4艮203B

41300A

413008

40400D

41600

都道府県

名

北海 辱

秋田県
岩手県
宮壊県

福島県
栃木県
群馬県

富山県
長野県

青森県
岩手県
宮城県

秋田県
山形県

福島県
茨城県

新潟県
富山県
石川県

山梨県
長野県

香川県
福岡県

大分県
宮崎県

滋賀県
熊本県
福岡県

秋田県
北海道

青森県
福島県
栃木県

富山県
北海道

北海道
北海道
岩手県

秋田県
福島県

新潟県
長野県

北海道
岩手県
宮城県

福島県
窃木県
群馬県

新潟県
石川県

山形県
静岡県
長野県

北海道
栃木県

富山県
岐阜県

秋田県
山梨県
北海道

秋田県
北海道

青森県
秋田県

福島県
新湯県
石川県

長野県

岐阜県
秋田県
山形県

幅井県
北海道
北海道

青森県
秋田県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示)

ノ、ルニレ群集

ハルニレ群落
ハルニレ群輿
ハルニレ群簗

ハルニレ群集
ハルニレ群集
ハルニレ群集

ハルニレ群集
ハルニレ群輿

ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落
ケヤキ詳落

ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ鮮落
ケヤキ群落

ケヤキ昨落
ケヤキ鮮落

ケヤキ鮮落
ヒメウワバミソウーケヤキ鮮奥
ケヤキーチャボガヤ詳集
ヒメウワバミソウーケヤキ群築

アサガラーコクサギ詳落

ヤチダモ群落
ハンノキーヤチダモ群集
ハンノキーヤチダモ詳集

ハンノキーヤチダモ群輿
ハンノキーヤチダモ群集

ハンノキーヤチダモ群集

ヤチダモーハシドイ群落
ヤチダモーハシドイ群集
ハンノキ群落
ハンノキ群落

ハンノキ群落
ハンノキ群落

ハンノキ群落
ハンノキ群落

ヤナギ高木群落

ヤナギ高木群落
ヤナギ高木群落
ヤナギ高木群落

ヤナギ高木群落
ヤナギ高木群落

ヤナギ高木群落
ヤナギ高木群落

ヤナギ高木林
ヤナギ高木林
ヤナギ高木林

ドロノキーオオパヤナギ群落
ドロノキーオオバヤナギ群落

ドロノキーオオパヤナギ群落
ドロノキーオオバヤナギ群落
オオバヤナギードロノキ群輿

ドロノキーオオバヤナギ群奥
ケショウヤナギ群落

シロヤナギ酵集
ヤナギ低木群落

ヤナギ低木群落
ヤナギ低木群落

ヤナギ低木群落
ヤナギ低木群落

ヤナギ低木群落
ヤナギ低木群落
ヤナギ低木群落

ヤナギ低木林
ヤナギ低木林

ヤナギ低木林
オニグルミ群落
ヤマハンノキ群落

ヤマハンノキ群落
ヤマハンノキ群落

第5回

3次 メッ

シュ数

323

4

4

3

且4

且

zz

3

3

1

13

5

n

1

z

匪98

7

且

i

528

4

z

1

9

9

i

且

8

7

92

1

且

7

47且

18

1

i

5

亘3

且0

io

3

z

197

童

1

1日植

生区

分

rv

N

N

N

N

N

N

rv

N

N

N

N

rv

rv

N

N

rv

N

N

N

N

N

rv

N

N

N

N

rv

N

N

N

N

N

N

N

rv

N

N

N

N

N

N

rv

N

N

rv

rv

rv

N

N

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

更

チヱック

ー植 生
区分

0
0

更

チェック

ー詳 落

名

O

0

0

0

0

0
0

0
O
O

D
D

0

0
D

0



i

斜
cn

植生
区分

N

統一凡例(案)〈9>

大区

分コ
ード
'

18

量9

zo

2匪

大区分

河辺

岩角地・風衝地低木群落

なだれ地自然低木群落

自然草原

中区分

ヤマハンノキ鮮

河辺ヤシャブシ鮮落

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ヤシヤブシ群落

0

オオイタヤメイゲツ畔落
オオヒメツゲ群落

イワシデ群落

ヤマボウシ群落

ナナカマド鮮落

タニウツギ群陪

細区分

ミヤマナラ群落
ナナカマドーミネカエデ群落
ミネヤナギ群落

キャラポク鮮落

ミヤマキリシマーヤシャブシ群落

ミヤマカタパミーオオイタヤメイゲツ群集
サイゴクイポターオオヒメツゲ鮮集

イワツクバネウツギーイワシデ群集

コミネカエデーナナカマド群集

ヒメヤシャブシータニウツギ鮮落

ダイセンヤナギータニウツギ群落

凡例名

ヤマハンノキ鮮落

河辺ヤシヤブシ群落
岩角地・風衝地低木群落

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ミヤマナラ群落
ナナカマドーミネカエデ群落

ミネヤナギ群落
キャラポク群落

ヤシャブシ群落

ミヤマキリシマーヤシャブシ群落

ミヤマカタパミーオオイタヤメイゲツ群処
サイゴクイポターオオヒメツゲ群策

イワシデ群落

イワツクバネウツギーイワシデ鮮輿

ヤマポウシ鮮落
コミネカエデーナナカマド酢集

なだれ地自然低木群落

ヒメヤシャブシータニウツギ群落

ダイセンヤナギータニウツギ群落
自然草原

鮮 落コ
ード

4且600

4且709

4且700A

417000

21300A

2雇300B

2且300C

艮0102D

20900

817000

8且700K

8豊700L

41709

428008

92QO26

42000

65400A

654008

引70lC

40214C

4且700A

4監700B

4且703A

417038

9180UA

都道府県
名

山形県
新潟県
冨山鍛
石川県

岐阜県
宮崎県

栃木県
静岡媒
三煎県

滋賀賦

愛媛県
熊本鍛
宮崎県

鹿児島県
宮崎県

青森県
岩手県
宮城賦

秋田県
福島県

群馬県
新潟県
富山県

畏野県
山形県

山形県
栃木県

幅島県
富山県
兵庫県

島取県
鹿児勘皿

鹿児島県
鹿児島県
宮崎県

鹿児島県
滋賀県

播岡県
徳島県

香川県
高知県
長崎県

熊本県
大分県
幅岡県

長崎県
大分県

北海道
橿島県

栃木蟻
新湯県

石川県
長野県

岐阜県
福井県

島取県
島搬県
北海道

岩手県
宮域県
秋田県

山形県
樋島県

冨山県
幅井県
滋賀県

島椴県
北海道

橿島県
新配県

協井県
岐阜県

働取県
島隈県
宮崎県

、鹿児島 県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示)

ヤマハンノキ群落

ヤマハンノキ群落
ヤマハンノキ群落
ヤマハンノキ群落

ヤマハンノキ群落
ヤマハンノキ群落

ヤシヤブシ群落
自然砥木昨落

自篠低木群落
自然低木群落

自然低木群落
自然低木群蔭
自然低木群落

自然低木鮮落
山地低木林

ウラジロヨウラクーミヤマナラ昨団

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ウラジロヨウラクーミヤマナラ鮮団

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

ミヤマナラ群落
ナナカマドーミネカエデ群落

ミネヤナギ群落
キャラボク群落

キャラボク群落
キャラポク群落
キャラポク群落

ヤシヤブシ群落
火山性ヤシャブシ酵落

クロマツーヤシャブシ群落

ヤシヤブシ群落

ヤシヤブシ群落
オオイタヤメイゲツーミヤマカタパミ群集
オオヒメツゲーサイゴクイポタ群集

イワシデ群落
イワシデ群落

イワシデ群落
イワシデ群落

イワシデ群落
イワシデ畔落
イワシデーイワツクバネウツギ群集

ヤマポウシ群落
コミネカエデーナナカマド群集

自然低木群落
自然低木群落

自然低木群落
自然低木群落

自然低木群落
自然低木群落
自然低木群落

自然低木林
自然低木林

自然低木林
ヒメヤシャブシータニウツギ群落
ヒメヤシャブシータニウツギ群落

ヒメヤシャブシータニウツギ群落
ヒメヤシャブシータニウツギ群落
ヒメヤシャブシータニウツギ群喀

ヒメヤシャブシータニウツギ群落
ヒメヤシャブシータニウツギ群落

ヒメヤシャブシータニウツギ群落
ヒメヤシャブシータニウツギ群落

ダイセンヤナギータニウツギ群搭
自然草原

自然草原
自然舐原

自然肛原
自然草原

自然草原
自然離原
自然草原
1自然草原

第5回

3次 メッ

シュ数

1

且

1

5

30

4

3

関
27

40

3

BO

24

6

89

32

亘

亘2

1

4

3

z

1

3

重

1

7

亘

311

3

928

i

5

23

23

2

79

5

4

5且

273

z

132

6

塵09

9

io

1

z

i

1

旧植
生区

分

rv

rv

N

rv

rv

N

N

N

rv

0

口

腿

皿

皿

皿

口

0

旺

皿

口

i

0

0

旺

皿

田
鴨

礪
N

N

N

N

N

N

VI

w

rv

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

rv

N

rv

N

rv

N

N

rv

N

N

rv

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

of

of

of

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

of

0且

01

of

0且

0且

0且

0夏

of

更

チニック

ー植 生

区

0
0
0

0
0

0
O
0

0
0

0
0

O
0
0

O
0
0

0

0

0
0
0

変 更

チニック

ー群落

名

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0

0
0

O
0

0

0

0
O

0
0

0
0

0
0
0

0



i
ハ
①

統一 凡例(案)〈10>

植生
区分

V

大区
分コ
ード

21

22

大区分

.原

落葉広葉樹二次林

中区分

ササ群落
シモツケソウ群落

シマノガリヤス群落
オオヨモギーオオイタドリ詳団

ミズナラ詳落

細区分

ミクラザサ群落

フジアカショウマーシモツケソウ群集

シマキンレイカーシマノガリヤス群集

スギーミズナラ群落

ブナーミズナラ群落

クリーミズナラ群落

シロモジ群

凡例名

,草 原

ミクラザサ群落
シモツケソウ群落
フジアカショウマーシモツケソウ群集

シマキンレイカーシマノガリヤス群集

オオヨモギーオオイタドリ群団

落葉広葉樹二次林
ミズナラ群落
スギーミズナラ群落

ブナーミズナラ群落

ノ

クリーミズナラ群落

シロモジ群

群落コ
ー .ド

4且800B

416000

4藍800D

4180且

41801

91803

41800A

4且806

416068

514000

50300E

52000

50100A

50300

50300A

503008

50300D

都道府県
名

1'辱

北海道
東京翻
富山県

神奈川県
山梨県

静岡県
東京都

秋田県
長野県

青森県
富山県
山梨県

石川県
北海道

山形県
秋田県
北海道

青森県
岩手県

秋田県
山形県
福島県

茨城県
栃木県

新潟県
富山県
石川県

福井県
長野県

岐阜県
愛知県

滋賀県
京都府

奈良県
和歌山県

島取県
島搬県
岡山県
広島県

愛媛県
高知県

福岡県
愛知県
北梅道

岩手県
宮城県

秋田県
福島県

茨城県
栃木県
群馬県

神奈川県
石川県

幅井県
山梨県

長野県
岐阜県

静岡県
滋賀県
京都府

兵庫県
鳥取県

島根県
岡山県
広島県

山ロ県
徳島県

愛媛県
高知県

佐賀県
埼玉県
東京都

兵庫県
高知県

滋 県

第2回 第3回凡例名(都道府県表示)

風衝草原

高茎草原
ミクラザサ群落
フジアカショウマーシモツケソウ酵集
フジアカショウマーシモツケソウ詳集

フジアカショウマーシモツケソウ群集
フジアカショウマーシモツケソウ群集

シマノガリヤスーシマキンレイカ群婁

自然草原
自然草原
オオヨモギーオオイタドリ群団

オオヨモギーオオイタドリ群団
オオヨモギーオオイタドリ群団

山地帯高茎草原
伐採跡地に成立した二次林
ミズナラ群落
スギー落葉広葉樹林群落

ブナーミズナラ酵落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ詳落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ詳落
ブナーミズナラ詳落
ブナーミズナラ酵落

ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ鮮落
ブナーミズナラ群落

ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落
ブナーミズナラ群落

クリーミズナラ酢落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ酵落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落
クリーミズナラ群落

ミズナラークリ群落
ミズナラークリ群落

ミズナラークリ群落

ミズナラークリ群落

シロモジ群

第5回
3次 メッ

シュ数

6

50

1

5

1

z

17

z

13

1229

840

24

895

iios

360

ze7

719

761

IS

160

i7ss

鵬
148

495

528

790

48

89

95

且

62

52

14

57

21

1

Sao

867

88

651

1

465

928

且27

zos

ase

773

970

鰯
171

274

57

214

亘54

亘08

Los

345

IS

77

37

4

!

t47

48

11

z

1且5

1日植

生区
分

N

N

N

N

rv

N

N

N

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

自然

度コ
ード

of

of

of

01

01

of

of

0且

01

of

01

of

01

of

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

B

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

T

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

z

7

更

チヱ7ク

.植生

区分

チヱック

ー詳落

名

0
0

0

0

0
0

0
0

0

0
0

0
0



i
戯
刈

植生
区分

V

統一凡例{桑)〈11>

大区
分コ
ード

22

23

大区分

樹二

常縁針葉樹二次林

中区分

カシワーミ ナラ群落

ウダイカンバ群落
リョウブ群落
コナラ群落

アカシデーイヌシデ群落

クマシデ群落

シラカンバ詳落

ハシドイ群落

アカマツ群落

細区分

カスミザクラーコナラ群落

コガクウツギークマシデ群輿

ササーシラカンバ群落

レンゲツツジーシラカンバ群集

凡例名

カシワーミズナラ群落

ウダイカンバ群落
リョウブ群落
コナラ群落

カスミザクラーコナラ鮮落

アカシデーイヌシデ群落

クマシデ群落

コガクウツギークマシデ群築

シラカンバ群落

ササーシラカンバ群落

レンゲツツジーシラカンパ群集

ハシドイ群落

アカ・7ツ群落

群落コ
ード

41702

50200A

502008

sozooc

501008

503000

50300E

503001

50302C

50400A

504008

504006

T26000

50403D

50400E

SOSOOA

5050且B

50502C

50502D

5重700

50600A

都道府県
名

県
岡山県

青森県
岩手県
福島県

群馬県
福井県

兵厳県
鳥取県
熊本県

大分県
鹿児島県

北海道
岡山県
秋田県

栃木県
山形県

秋田県
青森県

福島県
新湯県
長野県

幅島県
茨城県

神奈川県
福井県
長野県

岐阜県
静岡 県幽

愛知県
三重県
滋賀県

京都府
奈良県

和歌山県
鳥取県

島根県
徳島県

愛媛県
幅岡県
佐賀県

兵庫県
高知県
宮崎県

宮崎県
冨山県

熊本県
大分県

北海道
岩手県
秋田県

煽島県
新潟県

富山県
橿井県
艮野県

岐阜県
北海道

宵森県
群馬県
群馬県

山梨県
熊本眠

青森県
秋田県
福島;職

群馬県

長野県
岐阜県

愛知梨
滋賀煕
兵庫県

釦歌山県
島根県
岡山県

広島

第2回第3回凡例名(都道府県表示)

カシワ 蕗

カシワ群落
カシワーミズナラ昨落

カシワーミズナラ群落
カシワーミズナラ群落
カシワーミズナラ詳落

カシワーミズナラ群落
カシワーミズナラ群落

カシワーミズナラ昨落
カシワーミズナラ群落
カシワーミズナラ群落

カシワーミズナラ群落
ミズナラーカシワーコナラ群 落

カシワ群落
ウダイカンパ鮮落

リョウブ群落
コナラ群落

クリーミズナラ群落及びカスミザクラーコナラ群落

カスミザクラーコナラ群落

カスミザクラーコナラ群落

カスミザクラーコナラ群落

カスミザクラーコナラ群落

アカシデーイヌシデ群落

アカシデーイヌシデ群落
アカシデーイヌシデ群落

アカシデーイヌシデ群落
アカシデーイヌシデ酵落
アカシデーイヌシデ群落

アカシデーイヌシデ群落
アカシデーイヌシデ群落
アカシデーイヌシデ群落

アカシデーイヌシデ群落
アカシデーイヌシデ群落

アカシデーイヌシデ群落
アカシデーイヌシデ群落

アカシデーイヌシデ群落
アカシデーイヌシデ群落
アカシデーイヌシデ群落

アカシデーイヌシデ詳落
アカシデーイヌシデ群落

アカシデーイヌシデ群落
イヌシデーアカシデ鮮落

イヌシデーアカシデ群落
スズタケーアカシデ群落
シキミーイヌシデ鮮落

クマシデ群落
クマシデ群落

クマシデーコガクウツギ鮮葉
シラカンバ群落

シラカンバ群落
シラカンバ群落
シラカンバ群落

シラカンバ群蕩
シラカンバ群落

シラカンパ醇落
シラカンパ群落
シラカンバ群落

シラカンパーササ群落
シラカンパーササ群落

シラカンバーササ鮮落
シラカンバーレンゲツツジ群落
レンゲツツジーシラカンバ鮮落
ハシドイ群露

アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落
アカマツ酵落

アカマツ酵落
アカマツ酵落
アカマツ鮮落

第5回

3次 メ,

シュ数

且

319

zo

亘3

1

7

亘5

z

8go

s

is

1244

且6巳5

446

2089

2363

豊559

葦

8

置0

i

9

29

量97

7

114

4

32

40

30

61

且3

83

22

z

s

243

z

且

57

3

40

z

z

46

60

重377

4

9

5

且

96

55

370

3

9T3

77

z

58

艮

1

8

142

旧植

生区
分

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

自然

度コ
ード

9

9

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

z

7

7

z

7

7

7

7

7

7

7

z

7

7

7

7

7

7

T

T

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

t

7

7

7

T

7

7

7

7

T

7

7

7

7

7

7

7

チェック

ー植 生

区分

0
0

O

'更

チニック

ー昨 落

名

0
0

0
0

0

0
0
0

0

O

O

0
0

0
0



i

斜
◎◎

植生
区分

V

統一凡例(案)〈 艮2>

大区

分コ
ード

23

24

zs

大区分

縁 樹二

落葉広葉低木群落

二次草原

中区分

アカマツ 落

ノリウツギ酵落

ダイセンミツバツツジ群落
ササ詳落

ススキ群団

細区分

ニシキウツギーノリウツギ群落

タニウツギーノリウツギ群落

ヤマカモジグサーノリウツギ群集

ツクシウツギーノリウツギ群落
ススキーダイセンミツバツツジ鮮落

■

チシマザサークマイザサ群落

チマキザサ群落

スズタケ群落

ミヤコザサ群落

ハコネダケ酵落

凡例名

アカマツ群落

ノリウツギ群落
ニシキウツギーノリウツギ群落

タニウツギーノリウツギ群落

ヤマカモジグサーノリゥッギ群集
ツクシウツギーノリウツギ詳落

ススキーダイセンミツバツツジ群落

ササ群落

チシマザサークマイザサ群落

チマキザサ群落

スズタケ群落

ミヤコザサ群落

ハコネダケ群落

ススキ群団

群 落コ
ード

50600A

50600B

43600

50700A

50700A

507008

507000

50800B

50800A

51009)

50900A

50902C

50905E

50900E

50soie

50903D

SIOOOA

都道府県
名

山口県
幅岡県

鹿児島県
山形県
宮崎県

福島県
茨妓県

栃木県
神奈川県
山梨県

静岡県
鳥取県

徳島県
岡山県

秋田県
兵庫県
大分県

鹿児島県
愛媛県

北海道
青森県
幅島県

鮮馬県
新潟県

富山県
石川県
福井県

畏野県
岐阜県

静岡県
愛知県
三重県

滋賀県
京都府

奈良県
鳥取県

島根県
岡山県
広島県

山ロ県
愛媛県

高知県
大分県
北海道

秋田県
山形県

栃木県
兵庫県
福岡県

青森県
兵庫県

北海道
東京都

北海道
栃木県
埼玉県

岐阜県
奈良県

福岡県
佐賀県
神奈川県

青森県
岩手県

宮城県
幅島県

茨城県
栃木県

群馬県
新畠県
石川県

福井県
長野県

岐阜県
静岡県
三重県

滋 県

第2回第3回凡例名(部道府県表示)

アカマツ鮮落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツニ次群落
シロモジーノリウツギ群落
ニシキウツギーノリウツギ詳落
ニシキウツギーノリウツギ鮮落

ニシキウツギーノリウツギ酵落
ニシキウツギーノリウツギ群落
ニシキウツギーノリウツギ群落

ニシキウツギーノリウツギ群落
ニシキウツギーノリウツギ鮮落

ニシキウツギーノリウツギ群落
ニシキウツギーノリウツギ群落

タニウツギーノリウツギ群落

ノリウツギータニウツギ群落

ノリウツギーヤマカモジグサ群集
ツクシウツギーノリウツギ群落
ススキーダイセンミツパツツジ群落

ササ草原

ササ草原
ササ草原

ササ草原
ササ草原

ササ草原
ササ草原
ササ草原

ササ草原
ササ草原

ササ草原
ササ草原
ササ草原

ササ草原
ササ草原

ササ草原
ササ草原
ササ草原

ササ草原
ササ草原

ササ草原
ササ草原
ササ草原

ササ草原
チシマザサークマイザサ群落

チシマザサークマイザサ群落
チシマザサークマイザサ群落
チシマザサークマイザサ群落

チシマザサークマイザサ群落
チシマザサークマイザサ群落

チマキザサ群落
チマキザサ群落
スズタケ群落

スズタケ群落
ミヤコザサ群落

ミヤコザサ群落
ミヤコザサ群落

ミヤコザサ群落
ミヤコザサ群落

ミヤコザサ群落
ミヤコザサ群落
ハコネダケ群落

ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ鮮団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団
ススキ群団

第5回

3次 メッ

シュ数

7

1

且42

3

iz

z

1

且7

77

5

5

1

且9

653

za

10

z

4

IS

IB

29

4

4

3

2

3

取

4

z

且

1

且8

5

w77

z7

z

3

3

6

9

且

1

83

10

/7

z

z

3

114

且97

53

159

5

25

5

6

ui

12

6且

1

4

1日植

生区

分

V

V

V

V

N

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

v

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

v

V

V

V

V

V

V

V

v

v

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

自然
度コ
ード

7

7

7

7

9

7

7

7

7

7

7

7

7

z

7

7

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

更

チェック

ー植生

区分

0

更

チニック

ー群 落

名

0

0

0

0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

O
0
O

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0



i
斜
㊤

植生
区分

V

統一凡例(案)〈13>

大区
分コ
ード

25

26

27

大区分

二次 原

伐採跡地酵落

需縁広葉樹林

中区分

ススキ群団

シバ膵団

ヘビノネゴザ群落

シラカシ群落

細区分

エゾヤマハギーススキ詳落

ノハナショウブーススキ群集

カワラマツバ ーススキ群落

ヤマトラノオーススキ群落
ホクチアザミーススキ群落

キオンーススキ鮮落
ミヤマキリシマーススキ群落

シラカシ詳集

凡例名

ススキ群団

エゾヤマハギーススキ群落

ノハナショウブーススキ群集

カワラマツバーススキ群落

ヤマトラノオーススキ群落

ホクチアザミーススキ群落

キオンーススキ群落
ミヤマキリシマーススキ群落

シバ鮮団

ヘビノネゴザ群落

伐採跡地群落

シラカシ群鑑

群落コ
ード

5且000A

SIOOOB

SIOOOC

510001

51800

SiOOID

5且008

5豊002E

51004K

5且003F

SIOOOH

SIOOSG

5--00A

51且00B

50300H

51400A

51900D

5量400F

5MOゆG

5塵402B

60900A

都道府;恥

名

京郷 ・

島榔職
岡山県
広謎蛾

徳島県
愛媛;職

幅岡県
熊本県
北海遊

鳥取県
山形県

奈良県
秋田県

北海道
冑森県
神奈川県

山梨県
東京都

兵庫県
奈良県

長崎県
大分県
鹿児島県

青森県
岩手県

新潟県
福井県
山梨県

艮野県
熊本県
北海道

岡山県
栃木県

北海道
青森県
岩手県

宮城県
秋田県

山形県
福勘県

栃木県
鮮馬県

埼玉県
東京都
伸奈川県

新偶県
石川県

山梨県
長野県

岐阜県
静岡県
滋賀県

兵庫県
奈良県

島取県
島根県
徳島県

熊本県
大分県

宮崎県
窟山県
石川県

幅井県
福岡県

宮崎票
北海道

青森県
岩手県

島搬県
岡山県
広島県

徳島県
橿島県

茨域凧
埼玉鍛
東京

第2回第3回凡例名(都逝府県表示)

ススキ鮮団
ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ草原
ススキ草原

ススキ群落
ススキ群団,ス スキーホクチアザミ群落

ススキ群団及びシバ群団

ススキーエゾヤマハギ群 落

ノハナショウブーススキ群 奥

カワラマツパ ーススキ群落

カワラマツバ ーススキ群落

ススキーヤマトラノオ群落

ススキーホクチアザミ群落
ススキーホクチアザミ群落

ススキーキオン群落
ススキーミヤマキリシマ群落

ススキーミヤマキリシマ群落

シバ群団

シバ群団
シバ群団
シバ群団

シバ鮮団
シバ昨団

シバ酵団
シバ草原

シバ草原
ヘビノネゴザ群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落
伐跡鮮落

伐跡群落
伐跡酵落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡鮮落
伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落
伐跡醐客

伐跡群落
伐跡群落

伐跡鮮落
伐跡群落
伐跡群落

伐跡鮮落
伐採跡群落

伐採跡群藩
伐採跡群落

伐跡群輿
ナガパモミジイチゴークマイチゴ群落
タラノキークマイチゴ群落

タラノキークマイチゴ群落
タラノキークマイチゴ群溶
タラノキークマイチゴ群落

タラノキークマイチゴ群落
タラノキークマイチゴ群蕩

タラノキークマイチゴ群蕗

シラカシ群築
シ【ラカシ群奥

シラカシ群奥
シラカシ群

第5回

3次 メッ

シュ数

2且

23

4

且

z

z

139

7

34

z

173

1

亘

9

M且

is

2

5

5

87

6

z

17

1

且

938

ll

se

z

217

260

789

57

13

92

1

6

13

4

48

zzx

226

91

78

z

54

3亘

且

4

15

塵2

1

z7

1

17

ze

1

57

聖

270

297

IS

2

z

旧植
生区

分

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

v

V

v

V

自然
度コ
ード

5

5

5

5

5

5・

5

5

5

5

5

5

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

9

4

4

9

4

4

4

7

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

9

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

9

4

4

4

9

4

4

4

9

9

9
.9

変更

チニ7ク

.植生

区

覧更

チェ7ク

.群落

名

0
O

0
0
0

0

O

0
O

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

O
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
O

0
0

O
0
0

0
O
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

O
0

0
0



i
cn
O

植生
区分

w

大区
分コ
ード

27

大区分

緑広 樹

統一凡例(案 》 〈14>

中区分

シラカシ

アラカシ群落

アカガシ群落

ツクバネガシ群落

ウラジロガシ群落

細区分

シラカシ鮮

シラカシ屋敷林
ツクバネガシーシラカシ群集

ジャノヒゲーアラカシ群集

ナンテンーアラカシ群集

ミヤマシキミーアカガシ群集

ヒメアオキーウラジロガシ群集

凡例名

シラカシ群集

シラカシ屋敷林

ツクバネガシーシラカシ群集
アラカシ群落

ジャノヒゲーアラカシ群集

ナンテンーアラカシ群集

アカガシ群落

ミヤマシキミーアカガシ群集

ツクバネガシ群落

ウラジロガシ群落

ヒメアオキーウラジロガシ群集

群落コ
ード

60900A

609008

65700

sosooc

60600A

60600A

606008

60601

609018

60404C

60404E

63600

60400A

609006

6040QC

fiO300

都道府県
名

神 川県
福井県

山梨県
愛知県

滋賀県
京都府
大阪府

鳥取県
島搬県

岡山県
広島県

山ロ県
徳島県
福島県

群馬県
東京都

宮崎県
群馬県

埼玉県
長野県
岐阜県

静岡県
滋賀県

京都府
大阪府
兵庫県

奈良県
岡山県
広島県

山ロ県

香川県
福岡県
宮崎県

鹿児島県
愛知県

大分県
山口県

高知県
熊本県
大分県

埼玉県
石川県
三重県

香川県
鹿児島県

福岡県
佐賀県
長崎県

熊本県
大分県

鹿児島県
宮崎県

滋賀県
宮城県
埼玉県

神奈川県
山梨県

岐阜県
静岡県

愛知県
兵庫県

奈良県
和歌山県

島搬県
岡山県
広島県

山ロ県
徳島県

愛媛県
搦木県
兵庫県

高知県
大分県
幅岡県

新潟県
冨山県

第2回 第3回凡例名(都道府県表示}

シラカシ群

シラカシ群集
シラカシ群輿

シラカシ群集
シラカシ群奥
シラカシ群集

シラカシ群集
シラカシ群集

シラカシ群輿
シラカシ群輿
シラカシ群奥

シラカシ群集
シラカシ群集

シラカシ群落
シラカシ群落

シラカシ・ケヤキ屋敷林
ツクバネガシーシラカシ群集

アラカシ詳落
アラカシ鮮落
アラカシ群落

アラカシ群落
アラカシ群落

アラカシ鮮落
アラカシ群落
アラカシ鮮落

アラカシ群落
アラカシ群落

アラカシ群落
アラカシ詳落

アラカシ群落
アラカシ群落
アラカシ群落

アラカシ群落
アラカシ群落

アラカシ詳落
アラカシージャノヒゲ群集

アラカシーナンテン群集
アラカシーナンテン群集
アラカシーナンテン群集

アラカシーナンテン群集
アカガシ群落

アカガシ詳落
アカガシ群落

アカガシ詳落
アカガシ群落
アカガシーミヤマシキミ群奥

アカガシーミヤマシキミ群集
アカガシーミヤマシキミ群集
アカガシーミヤマシキミ群集

アカガシーミヤマシキミ群集
アカガシーミヤマシキミ群集

ミヤマシキミーアカガシ群集
ツクバネガシ群落

サカキーウラジロガシ鮮集
サカキーウラジロガシ群集

サカキーウラジロガシ群奥
サカキーウラジロガシ群禦

サカキーウラジロガシ鮮集
サカキーウラジロガシ群集
サカキーウラジロガシ群災

サカキーウラジロガシ群集
サカキーウラジロガシ鮮集

サカキーウラジロガシ群禦
サカキーウラジロガシ群集

サカキーウラジロガシ群集
サカキーウラジロガシ群集
サカキーウラジロガシ群集

サカキーウラジロガシ群集
サカキーウラジロガシ群集

ウラジロガシーサカキ群集
ウラジロガシーサカキ群集

ウラジロガシーサカキ群集
ウラジロガシーサカキ群集
サカキーウラジロガシ群落
ヒメアオキーウラジロガシ群簗

ヒメアオキーウラジロガシ群集

第5回

3次 メ7

シュ数

3

4

且

z

1

z

1

3

5

z

3

4

z

7

18

且

37

3

19

i

且且

u

2

3

i

1

2

9

z

4

48

3

z

3

且

9

27

7

1

3

旧植
生区

分

w

V1

N

N

N

Vl

N

w

w

h

w

w

w

VI

w

VI

w

w

VI

Vl

N

w

w

w

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

更

チ37ク

ー檀生

区分

チヱツク

ー群落

名

0
0

0

0
0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

O
O

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

O
0
0

0



i

cn
一

植生

区分

w

大区

分コ
ード

27

大区分

縁 樹

統一凡例(察)<且5>

中区分

ウラシロガシ群

イチイガシ群落

ハナガガシ群落

シリブカガシ群落

イヌツゲ群落

ヤマグルマ詳落

コジイ群落

スダジイ群落

細区分

ヒメアオキーウラシロガシ

イスノキーウラジロガシ群鎚

イチイガシ群集

ルリミノキーイチイガシ群集

シイモチーシリブカガシ群集
ハイノキーイヌツゲ群落

ヒカゲツツジーヤマグルマ群落
ユズリハーヤマグルマ詳集

サカキーコジイ群禦

カナメモチーコジイ詳集

クロパイーコジイ群集

ヤブコウジースダジイ詳集

凡例名

ヒメアオキーウラシロガシ群

イスノキーウラジロガシ群葉

イチイガシ群落

イチイガシ群集

ルリミノキーイチイガシ群集

ハナガガシ群落

シリブカガシ詳落
シイモチーシリブカガシ詳纂
ハイノキーイヌツゲ群落

ヒカゲツツジーヤマグルマ詳落
ユズリハーヤマグルマ群集

コジイ群落

サカキーコジイ群集

カナメモチーコジイ群集

クロパイーコジイ群鎚

スダジイ群落

ヤブコウジースダジイ鮮簸

群 落コ
ード

60300

603008

6040量A

60800A

60800A

608008

608000

60800D

66100

611008

61100

63500

43重00B

613量2

6豊0001

61000A

61000E

6豊000F

6且300B

610008

6置000G

6豊000H

61300A

6墓300A

61301A

翻道府県
名

石川県
福井吼

滋賀県
京都府

兵威県
鳥取県

島根県
兵庫県
大阪府

山ロ県
福岡県
佐賀鍛

長崎県
熊本県

宮崎県
鹿児勘県

静岡県
三重県
奈良県

福岡県
鹿児島県
宮崎県

三重県
島根県

長崎県
熊本県
大分県

宮崎県

鹿児島
宮崎県
宮崎県

宮崎県
大阪府
広島県

鹿児島県
長崎県

東京都
宮崎県
静岡吼

愛知県
京都府

奈良県
和歌山眼

岡山凧
広島県
山ロ県

笛島県
愛媛県

大分県
鹿児島県
三重県

岐阜県

徳島県
高知県
滋賀県
大阪府

兵庫吼
兵庫県

大分県
鳥取県

徳島県
高知県
鹿児島県

栃木県
新渇県

岐阜県
茨城県

神奈川曝
富山県
石川照

福井県
静岡駐

愛知唱
島楓照

山ロ県
福

第2回 第3回凡例名(都道府凧表示》

ヒメアオキーウラジロガシ群集

ヒメアオキーウラジロガシ詐奥
ヒメアオキーウラジロガシ群奥

ヒメアオキーウラジロガシ群集
ヒメアオキーウラジロガシ群鍛

ヒメアオキーウラジロガシ群築
ヒメアオキーウラジロガシ群奥

ウラジロガシーヒメアオキ群集
イスノキーウラジロガシ酢築

イスノキーウラジロガシ群纂
イスノキーウラジロガシ群集
イスノキーウラジロガシ群築

イスノキーウラジロガシ群奥
イスノキーウラジロガシ群彙

イスノキーウラジロガシ群禦
イスノキーウラジロガシ鮮鍛
イチイガシ群落

イチイガシ群落
イチイガシ群落
イチイガシ群落

イチイガシ群落
イチイガシ群落

イチイガシ群奥
イチイガシ群奥

イチイガシ群奥
イチイガシ群集
イチイガシ群集

イチイガシ群奥
イチイガシ群繁
ルリミノキーイチイガシ群集

ルリミノキーイチイガシ群禦ハナガガシ亜詳築
ハナガガシ群落

シリブカガシ群落
シイモチーシリブカガシ群鎮

イヌツゲーハイノキ群落
ヤマグルマーヒカゲツツジ詳落
ヤマグルマーユズリハ群棄

シロバイーコジイ群落
サカキーコジイ群集

サカキーコジイ群集
サカキーコジイ群鎮
サカキーコジイ群集

サカキーコジイ群築
サカキーコジイ群築

サカキーコジイ群築
サカキーコジイ畔簗

サカキーコジイ詳築
サカキーコジイ群桑
サカキーコジイ群集

サカキーコジイ群築
ツブラジイーサカキ群集

サカキーコジイ群落
サカキーコジイ群落
コジイ群蕩

シイーカナメモチ鮮集
シイーカナメモチ群婁

シイーカナメモチ酢集
コジイーカナメモチ群禦

コジイークロバイ酵鑑

スダジイ群落

スダジイ群落
スダジイ群落

スダジイ群落
スダジイ群落
スダジイ群落

スダジイ群落

ヤブコウジースダジイ群集
ヤブコウジースダジイ群集

ヤブコウジースダジイ群集
ヤブコウジースダジイ群集

ヤブコウジースダジイ群集
ヤブコウジースダジイ群集

ヤブコウジースダジイ群集
ヤブコウジースダジイ群集
ヤブコウジースダジイ醇集

ヤブコ ジースダジイ

第5回

3次 メ7

シュ数

8

z

且

17

且57

es

1

z

且

4

9

i

且0

且

73

4

且

z

io

is2

3

17

s

zz

1

z

28

so

且

且

3

z

12

4

3

348

i

1

4

i

20

2

z

z

z

z

旧植
生区

分

h

N

VI

w

w

w

w

VI

VI

w

VI

N

VI

N

V1

VI

w

w

Vl

w

N

w

w

N

VI

VI

VI

V1

w

w

w

w

Vl

N

w

N

VI

Vl

w

w

Vl

w

h

w

w

w

w

N

w

h

N

h

w

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

更

チェ7ク

ー植生

区分

0

更

チニ7ク

,群 落

名

0

0

0

0

O
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
O

0

0
0



i

㎝
bO

纏生
区分

大区

分コ
ード

27

大区分

縁 樹

統一 凡例(察)く16》

中区分

ス ジイ

マテバシイ鮮落

ホソバタブ群落

ヤブツバキ群落

タブノキ群落

紹区分

ヤ コウジース ジイ群集

トキワイカリソウースダジイ群集

ホソパカナワラビースダジイ詳集

オオシマカンスゲースダジイ群集

ミミズバイースダジイ群集

ヤクシマアジサイースダジイ群集

イノデータブノキ群集

凡例名

ヤ コウシース シイ群集

トキワイカリソウースダジイ群集

ホソパカナワラビースダジイ群集

オオシマカンスゲースダジイ群集

ミミズバイースダジイ群集

ヤクシマアジサイースダジイ群集
マテパシイ群落

ホソバタブ群落

ヤブツバキ群落

タブノキ群落

イノデータブノキ群集

鮮落コ
ー ド

61301A

6130旧

6且30且C

6重000D

61316

6且304A

613048

61303A

613036

61303C

61302A

613028

61302C

61310

60700

61600

63900

63400B

6且400A

614008

6且400E

61400D

61401A

6140且B

都道府県
名

佐賀県
宮崎県
茨城県

埼玉県
千葉県

東京都
長崎県
大分県

岐阜県
兵庫県
兵庫県

神奈川県
福井県

静岡県
和歌山県

島根県
山口県

福岡県
佐賀県
千葉県

長崎県
東京都

東京都
東京都

静岡県
愛知県
大阪府

和歌山県
山ロ県
福岡県

佐賀県
熊本県

宮崎県
鹿児島県
三重県

長崎県
大分県

鹿児島県
山ロ県

鹿児島県
沖縄県

愛媛県
熊本県
宮崎県

鹿児島購
沖縄県

青森県
秋田県
青森県

岩手県
宮城県

山形県
東京都
福井県

愛知県
三重県

和歌山県
山ロ県

愛媛県
福岡県

鹿児島県
沖縄県
高知県

東京都
東京都

秋田県
神奈川県

新潟県
富山凧
石川県

福井県
山梨県

静岡県
滋賀県
島根県

茨城県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示)

ヤ コウシースダジイ群集
ヤブコウジースダジイ群集
スダジイーヤブコウジ群集
スダジイーヤブコウジ群集

スダジイーヤブコウジ群集
スダジイーヤブコウジ群集
スダジイーヤブコウジ群集

スダジイーヤブコウジ群集

ヤブコウジースダジイ群落
シイートキワイカリソウ群集
スダジイートキワイカリソウ群集

ホソバカナワラビースダジイ群集
ホソバカナワラピースダジイ群集
ホソパカナワラビースダジイ群集

ホソバカナワラビースダジイ鮮奥
ホソバカナワラビースダジイ群集

ホソバカナワラビースダジイ群築
ホソパカナワラビースダジイ詳集

ホソパカナワラビースダジイ群集
スダジイーホソバカナワラビ群集
スダジイーホソパカナワラビ鮮集

スダジイーオオシマカンスゲ群鎚

噴火の被害が軽微なスダジイーオオシマカンスゲ鮮簗
噴火の被害が激甚なスダジイ林
ミミズバイースダジイ群集

ミミズバイースダジイ群集
ミミズバイースダジイ群集
ミミズバイースダジイ群集

ミミズバイースダジィ群築
ミミズバイースダジイ群集

ミミズパイースダジイ群集
ミミズパイースダジイ群集

ミミズバイースダジイ群輿
ミミズバイースダジイ群集
スダジイーミミズバイ群集
スダジイーミミズパイ群集

スダジイータイミンタチパナ群集

ヤクシマアジサイースダジイ群集
マテバシイ群落
マテバシイ群落
マテバシイ群落

ホソバタブ群落

ホソバタブ群落
ホソバタブ群落

ホソバタブ群落
ホソバタブ群落

ヤブツパキ群落
ヤブツバキ群落
ヤブツパキ林

タブ群落
タブ群落
タブ群落

タブ群落
タブ群落
タブ群落

タブ群落
タブ群落

タブ群落
タブ群落

タブ群落
タブ群落

タブ群落
タブノキ群落

噴火の被害が激甚なタブ林
タブーハドノキ群落

イノデータブ群集
イノデータブ群集

イノデータブ群集
イノデータブ群集
イノデータブ群集

イノデータブ群集
イノデータブ群築

イノデータブ群集
イノデータブ群集
イノデータブ群集
タブーイノデ群

第5回

3次 メツ

シュ数

z

z

且

4

15

5

7

7

5

13

且

4

z

5

巳

7

55

322

28

且2

5

量

7

3

z

1

1

且

且

9

z

118

18

z

i

置

z

且

z

旧植
生区

分

w

w

w

VI

w

V1

w

w

w

Vl

w

w

VI

w

w

Vl

w

VI

w

VI

w

w

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

更

チニ,ク

ー植 生

区分

更

チニック

ー群 落

名

0

0
0

0
O

0
0
0

0

0
0

0
0
0

0
0

O

0
0
0

0
0

0

0
0

O
0

0
0

0
0

0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0



i
cn
W

植生
区分

統一凡例(案)<17>

大区

分コ
ード

27

28

2s

大区分

緑 樹

暖温帯針葉樹林

岩角埴・梅爆断趨堀針葉樹林

中区分

タ ノキ

ボルトノキ群落

カゴノキ群落

クスノキ群落
モミ群落

ナギ畔落
イヌマキ詳落

アカマツ群落

細区分

イノァ ータ ノキ

ヤブニッケイータブノキ群落
ムサシアブミータブノキ群集

シキミーモミ群集

コガクウツギーモミ群集

ヒトツバーイヌマキ鮮落

凡例名

イノァータ ノキ鮮集

ヤブニッケイータブノキ群落
ムサシアブミータブノキ群集

ボルトノキ群落

カゴノキ群落

クスノキ群落

シキミーモミ群集

コガクウツギーモミ群築

ナギ群落
ヒトツパーイヌマキ群落

アカマツ詳落

酵 落コ
ード

6MO且B

6且400C

6且402A

614028

61402C

61200A

612008

61500

63700

60且00A

60且00B

601006

60100A

601008

60100H

65800

sssoo

6量800A

都逝府県

名

千葉県
東京都

熊本県
大分県

東京郷
茨城県
勘根県

山ロ県
幅岡県

佐賀県
宮崎県

鹿児島県
長崎県
宮崎県

愛知県
和歌山県

山ロ県
徳励県

高知県
長崎県
沖縄県

熊本県
岐阜県
福岡県

沖縄県
鹿児島県
宮城県

福島県

茨城県
栃木県
埼玉県

千葉県
東京都

神奈川県
石川県
山梨吼

長野県

岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

滋賀県
京都府

大阪府
兵庵県

奈良県
和歌山県

島搬県
山ロ県
岡山県

広島県
石川策

徳島県
高知県
福岡県

佐賀県
長崎県

無本県
大分県

宮崎県
鹿児島県

愛鰻県
宮崎県
宮崎県

奈良県
兵庫県

岩手県
宮城県
樋島県

茨城県
群男県

千葉県
石川県

愛知県
兵庫県
取県

第2回第3回凡例名(都道府県表示》

タ ーイノァ詳集

タブーイノデ昨策

タブーイノデ群鑑
タブーイノデ群葉
タブーヤブニクケイ群落
ムサシアブミータブ群落

ムサシアブミータブ群落
ムサシアブミータブ群落

ムサシアブミータブ群落
ムサシアブミータブ昨落

ムサシアブミータブ群落
ムサシアブミータブ群落

タブームサシアブミ群集
ムサシアブミータブ群集

ボルトノキ群落
ボルトノキ群落

ホルトノキ群落
ボルトノキ群落
ボルトノキ群落

ボルトノキ群落
ボルトノキ群落
ムクノキーホル トノキ群 落

カゴノキ群落
カゴノキ群落

カゴノキ群落
クスノキ群落
モミーシキミ群災

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群 集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群葉

モミーシキミ酵鎚

モミーシキミ群菓

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群策

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群葉

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

シキミーモミ群策

シキミーモミ群集

モミ林
モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

モミーシキミ群集
モミーシキミ群鎚
モミーシキミ群集

モミーシキミ群集

シキミーモミ群処

シキミーモミ群禦

コガクウツギーモミ群集

ナギ詳喀
イヌマキーヒトツバ群蕩

アカマツ鮮落

アカマツ鮮落
アカマツ群落

アカマツ群蕩
アカマツ群落
アカマツ群蕩

アカマツ群落
アカマツ群蕩

アカマツ群落
アカマツ鮮落

第5回

3次 メッ

シ2数

1

1

z

3

量

1

2

且

1

2

7

i7

2

12

4

3

匡

7

7

1

17

5

5

1

1

133

8

1

置

4

3

zs

s

5

且6

且

IS

u

5

zs

44

1

410

51

3

3

8

1日植
生区

分

Vl

w

w

VI

w

Vl

VI

Vl

w

VI

w

VI

w

N

w

w

w

w

w

w

w

VI

w

w

w

VI

Vl

w

w

w

、罹

VI

w

VI

w

w

w

N

2、Vl

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

'更

チヱック

.植生

区分

更

チヱック

.鮮落

名

0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0

0

0
0

0
0

O
0
0

0
0

0
0

0
O
0

0
0

0
O
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

O



i

cn
斜

植生

区分

統一凡例(案)<18>

大区

分コ
ード

zs

30

31

大区分

角地・海.断 地針葉樹

落葉広葉樹林

沼沢林

中区分

アカマツ

クロマツ群落

ケヤキ群落

ムクノキーエノキ群落

ミズキ群落

ハンノキ群落

細区分

コクサギーケヤキ群集

イロハモミジーケヤキ群集

コウヤワラビーケヤキ群集

ケヤキームクノキ酵集

ムクノキーエノキ群輿

ウリノキーミズキ群落

凡例名

アカマツ群落

クロマツ群落

ケヤキ群落

コクサギーケヤキ群集

イロハモミジーケヤキ群集

コウヤワラビーケヤキ群集

ケヤキームクノキ群集
ムクノキーエノキ群落

ムクノキーエノキ群集

ウリノキーミズキ群落

ハンノキ群落

群落コ
ー ド

61800A

618008

6且900A

60500A

60500)

60500A

6050且B

60501K

60500D

605000

60500E

6050旧

60500E

605001

62且00A

都道府1駐
名

島根県
愛媛県
高知県

福岡県
長崎県

熊本県
宮崎県
鹿児島県

滋賀県
冑森県

岩手県
宮城県

福島県
茨城県
千葉県

石川県
兵庫県

島取県
島搬県

岡山県
香川県
佐賀県

長崎県
鹿児島県

福島県
新配県
富山県

石川県
幅井県

岐阜県
三重県

京都府
奈良県
鳥取県

島搬県
岡山県
広島県

山ロ県

愛媛県
福岡県
佐賀県

長崎県
宮崎県
神奈川県

長野県
埼玉県

千葉県
東京都
神奈川県

山梨県
静岡県

大阪府
奈良県

福岡県
熊本県
宮崎県

滋賀県
滋賀県

山ロ県
愛知県

宮崎県
佐賀県
長崎県

茨城県
群馬県

埼玉県
千葉県

東京都
神奈川県
新潟県

石川県
福井県
三重県

滋賀県
兵庫県

局搬県

第2回 第3回凡例名(都道府県表示)

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツーイスノキ群落

クロマツ群落
クロマツ群落

クロマツ群落
クロマツ群落

クロマツ群落
クロマツ群落

クロマツ群落
クロマツ群落
クロマツ群落

クロマツ群落
クロマツ群落
クロマツ群落

クロマツ群落
クロマツ群落

クロマツ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
ケヤキ群落
ケヤキ群落

ケヤキ群落
コクサギーケヤキ群輿

ケヤキ群落
ケヤキーイロハモミジ群集
ケヤキーイロハモミジ群集

ケヤキーイロハモミジ群集
ケヤキーイロハモミジ群輿

ケヤキーイロハモミジ群集
ケヤキーイロハモミジ群集

ケヤキーイロハモミジ群奥
ケヤキーイロハモミジ群集
ケヤキーイロハモミジ群集

ケヤキーイロハモミジ群集
イロハモミジーケヤキ群集

ケヤキーコウヤワラピ詳集
ケヤキームクノキ群集
エノキームクノキ群落

ケヤキーイロハモミジ群第
ムクノキーエノキ群集

ミズキーウリノキ群落
ミズキーウリノキ群落
ハンノキ群落
ハンノキ群落

ハンノキ群落
ハンノキ群落

ハンノキ群落
ハンノキ群落
ハンノキ群落

ハンノキ群落
ハンノキ群落

ハンノキ群落
ハンノキ群落
ハンノキ群落

ハンノキ群落

第5回

3次ル
シュ数

且

1

z

4

z

i

7

1

3

17

1

3

is

9

1

90

3

1

9

8

9

50

8

且

3

3

且

i

7

i

1

6

3

19

z

4

z

z

1

且

1

旧植

生区
分

VI

w

w

w

Vl

N

w

w

Vl

w

VI

w

w

w

w

V1

w

Vl

Vl

Vl

V置

Vl

w

w

VI

w

w

V1

w

N

自然

度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

チニック

ー植生

区分

チ;7ク

ー群落

名

0

0

0
O
0

0
0

0
0

0
0
0

0

0

0

0

0



i
窃
cn

植生
区分

統一凡 例(案 》 〈19>

大区
分コ
ード

31

32

33

as

大区分

沼沢

河辺林

自然低木群落

海岸風衝低木群落

中区分

ハンノキ

クヌギ詳落

ヤナギ高木酵落

ヤナギ低木群落

カワラハンノキ群落

フサザクラ群落

、

アキニレ詳落
ヤマヤナギーツクシヤブウツギ群団

オオバヤシヤブシ畔落

クサギーアカメガシワ群団

ハマポウ酵落

トベラ鮮落

細区分

ネコヤナギ群落
タチヤナギ群落

タマアジサイーフサザクラ群集

ニオイウツギーオオバヤシャブシ群集

ラセイタタマアジサイーオオパヤシャブシ群落
ハチジョウススキーオオパヤシャブシ群落

ガクアジサイーラセイタタマアジサイ群集

カニクサーアカメガシワ群落

マサキートベラ群集

凡例名

ハンノキ群

クヌギ鮮落

河辺林
ヤナギ高木群落
ヤナギ低木酢落

ネコヤナギ群落
タチヤナギ群落

カワラハンノキ詳落

フサザクラ詳落

タマアジサイーフサザクラ群輿

アキニレ群落
ヤマヤナギーツクシヤブウツギ群団

ニオイウツギーオオパヤシャブシ群集

ラセイタタマアジサイーオオバヤシャブシ群落
ハチジョウススキーオオパヤシャブシ群落

ガクアジサイーラセイタタマアジサイ群奥
カニクサーアカメガシワ群落
ハマポウ群落

マサキートペラ群象

群落コ
ード

62且00A

62豊00B

65500

75500

622QOA

62200

62200A

622008

62200E

622006

62200H

62201C

6220且C

6220置C

62202D

62000

62000A

75300

43400

434008

620008

62200E

52200

52300

81602

62000D

833UO

620WC

83100

SQ800A

61702A

都道府鳳
名

佐賀県
長崎県

大分県
宮崎県
宮城県

茨城県
宮崎県

描岡県
和歌山県

岩手県
宮城県
福島県

茨城県
栃木鳳

群馬県
埼玉県
千葉県

東京都
新潟県

富山県
石川県
山梨県

岐阜県
静岡県

愛知県
三重県
滋賀県

徳島県
佐賀県

熊本県
大分県

宮崎県
鹿児局県
高知鳳

熊本県
勘根県

宮崎県
宮崎県
宮崎県

神奈川県
山ロ県

幅岡県
島根唱
山ロ県

愛知県
栃木県

埼玉県
滋賀県

宮崎県
宮崎県
棄京都

山梨県
千葉県

長崎鳴
宮崎吼
宮崎県

策京都
東京翻

東京都
痕京翻

東京都
愛知県
和歌山県

宮崎県
鹿児島県

紳奈川県
新潟県

富山県
幅井県
静岡曝

愛知県
鳥取県

島恨県
山口県

幅岡嬢
佐

第2回第3回 凡例名〔都道府県表示)

ハンノキ 落
ハンノキ群落

ハンノキ群落
ハンノキ群落

ハンノキ林

クヌギ群落
河辺蕗葉高木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木群落
河辺ヤナギ低木昨落
河辺ヤナギ低木群落

河辺ヤナギ低木昨落
河辺低木林

何辺低木林
河辺ヤナギ低木林

河辺ヤナギ低木林
河辺低木ヤナギ群蕗
河辺低木群落

ネコヤナギータチヤナギ群落
ネコヤナギータチヤナギ醇落

ネコヤナギータチヤナギ群落
カワラハンノキ群落
カワラハンノキ群落
フサザクラ群団

フサザクラ群団
フサザクラ群団

フサザクラ群団
フサザクラ酵団

フサザクラ詐落
フサザクラータマアジサイ醇桑

タマアジサイーフサザクラ群奥,ヤシャブシ群落
フサザクラータマアジサイ群婁
アキニレ酵落

カナクギノキーツクシヤブウツギ群落
ヤマヤナギーツクシヤブウツギ群団

オオバヤシャブシーニオイウツギ酵鑑
オオパヤシャブシーラセイタタマアジサイ鮮落

オオパヤシャブシーハチジョウススキ酵落
ラセイタタマアジサイーガクアジサイ群窺
アカメガシワーカニクサ群落
ハマポウ群落
ハマポウ群落

ハマポウ群落
ハマポウ群落

マサキートベラ鮮集
マサキートベラ群築

マサキートペラ群集
マサキートベラ群鍋

マサキートベラ群集
マサキートベラ群鍛
マサキートベラ群窺

マサキートベラ群集
マサキートベラ群集

マサキートベラ群集
マサキートベラ群

第5回

3次 メ7

シュ数

1

23

24

5

3

6

z

2

7

且

IS

z

2

且

1

1

z

9

z

2

3

2

置4

6

7

3

2

1

1

1

z

3

z

20

置33

z

旧植
生区

分

w

w

N

w

V1

w

w

w

VI

w

w

VI

VI

w

VI

w

Vl

w

VI

w

w

V1

Vl

N

N

w

N

四

Vl

w

V

V

凋

w

q

堀

嘱
楯

w

w

w

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

7

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

7

Ol

01

9

9

T

7

9

9

0且

9

Ol

0且

0且

of

0且

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

更

チニック

ー植生

区分

0

0
0
0

0
0
0

0

O

0
0
0

0

更

チェック

ー詳落

名

0

0
0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

O
0

0

0
0
0

0

0
0

0

0

0

0
O

O
0



●

i
q
rn

植生
区分

統一凡例(案)〈20>

大区
分コ
ード

34

35

ss

大区分

風

亜熱帯常緑広葉樹林

亜熟帯常緑広葉樹林備 起石灰

岩上)

中区分

oラ

ウバメガシ酵落

ハマビワ詳落

マルバニッケイ鮮落

モクタチバナ群落
ポチョウジースダジイ群団

ビロウ畔落

ハスノハギリ群落

モモタマナ群落

オオバシロテツーテリハコブガシ群団(小

笠原}

マルハチ鮮落

ナガミポチョウジーリュウキュウガキ群団

細区分

マサキートペラ群

トベラーウバメガシ群集

オニヤブソテツーハマどワ群集

1

アカテツーハマビワ群集

アマミテンナンショウースダジイ群集

ケハダルリミノキースダジイ群集

アオバナハイノキースダジイ群集

オキナワウラジロガシ群集

イワヤナギシダーイスノキ群落
オキナワシキミースダジイ群集

ケナガエサカキースダジイ群集
ヤワラケガキースダジイ群落

ピロウ群落・ヤエヤマヤシ群落
ハスノハギリ群集

モモタマナーハスノハギリ群集

テリハボクーモモタマナ群落
ウドノキーシマホルトノキ群集
テリハコブガシーモクタチパナ群集

セキモンノキーモクタチバナ群集
シマオオタニワタリームニンヒメツバキ群集
コブガシームニンヒメツパキ群集

コクモウクジャクーコブガシ群落

オオバシロテツーチギ群集
マルハチ群集

ナガミポチョウジークスノハカエデ群落

ナガミポチョウジーリュウキュウガキ群

凡例名

マサキートベラ群集

ウバメガシ群落

トベラーウパメガシ群集

オニヤブソテツーハマビワ群簗

アカテツーハマビワ群集

マルバニッケイ群落

モクタチパナ群落

ボチョウジースダジイ鮮団

アマミテンナンショウースダジイ群集

ケハダルリミノキースダジイ群集

アオバナハイノキースダジイ群集

オキナワウラジロガシ群奥

イワヤナギシダーイスノキ群落
オキナワシキミースダジイ群集

ケナガエサカキースダジイ群集
ヤワラケガキースダジイ群落

ビロウ群落

ビロウ群落・ヤエヤマヤシ群落
ハスノハギリ鮮集

モモタマナーハスノハギリ群集

テリハボクーモモタマナ群落
ウドノキーシマホルトノキ群集
テリハコブガシーモクタチバナ群集

セキモンノキーモクタチバナ群集
シマオオタニワタリームニンヒメツパキ群集

コブガシームニンヒメツバキ群奥

コクモウクジャクーコブガシ群落

オオバシロテツーチギ群集
マルハチ群集

ナガミポチョウジークスノハカエデ群落

ナ ガミポチョウジーリュウキュウガキ群落

群落コ
ード

61702A

6且702B

61703A

61700A

6且701A

6170旧

6董703A

6且703B

6置706

6且700B

si700c

61305

6直306

6(307

61309

61311

60405D

61308

61314

6!315

61315B

62400A

624008

629000

624006

65300

64300

64400

saooo

66200

sazoo

63900

63800

●
660110

73100

62500A

625008

都道府咀
名

長崎県
熊本県

宮崎県
鹿児島県
千葉県

東京都
高知県

斬湯県
和歌山県
徳島県

香川県
愛媛県

鹿児島県
沖縄県

静岡県
愛知県
三雷県
大阪府

兵庫県
岡山県

山ロ県
高知県

熊本県
大分県

鹿児島県
広島県
宮崎県

島搬県
山ロ県

幅岡県
佐賀県
熊本県

宮崎県
鹿児島県

沖縄県
高知県
畏崎県

大分県
鹿児島県

沖縄県
畏崎県

長崎県
鹿児島県
沖縄県

鹿児島県
鹿児島県

沖縄県
鹿児島県
鹿児島県

沖縄県
沖縄県
沖縄県

沖縄県
沖縄県

沖縄県
高知県

長崎県
宮崎県
鹿児島県

鹿児島県
大分県

沖縄県
沖縄県

東京都
東京都

東京都
東京都

東京都
東京都
東京都

東京都
東京都
東京都

鹿児島県
沖縄県

縄県

第2回 第3回凡例名(都道府曝表示)

マサ'キートベラ鮮鎮

マサキートベラ群集

マサキートペラ群第
マサキートペラ群集

トペラーマサキ群集
トペラーマサキ群集

トペラーマサキ群集
オニヤブソテツーハマビワ群集

ウバメガシ群落
ウバメガシ群落

ウバメガシ群落
ウバメガシ群落

ウバメガシ群落
ウパメガシ群落
ウパメガシートペラ群集

ウパメガシートベラ鮮集
ウパメガシートベラ群集

ウバメガシートペラ群集
ウバメガシートベラ群集
ウバメガシートベラ群築

ウバメガシートペラ群集
ウバメガシートベラ群集

ウパメガシートベラ群集
ウパメガシートベラ群築

ウパメガシートベラ群集
トベラーウバメガシ群集
トベラーウバメガシ群菓

オニヤブソテツーハマビワ群集
オニヤブソテツーハマビワ群輿
オニヤブソテツーハマビワ群集

オニヤブソテツーハマビワ群集
オニヤブソテツーハマどワ群輿

オニヤブソテツーハマビワ群輿
オニヤブソテツーハマビワ群築
オニヤブソテツーハマビワ群集
ハマビワーオニヤブソテツ群集
ハマビワーオニヤブソテツ群集

ハマビワーオニヤブソテツ群集

アカテツーハマどワ群集

アカテツーハマビワ群集

マルパニッケイ群落

モクタチバナ群落

リュウキュウアオキースダジイ群集
リュウキュウアオキースダジイ群集
アマミテンナンショウースダジイ群集

ケハダルリミノキースダジイ群集
ケハダルリミノキFス ダジイ群輿

アオバナハイノキースダジイ群輿
オキナワウラジロガシ群奥
オキナワウラジロガシ群集

イスノキーイワヤナギシダ群落
オキナワシキミースダジイ詳集

ケナガエサカキースダジイ群集
ヤワラケガキースダジイ群集

ヤワラケガキースダジイ群落
ビロウ群落
ビロウ群落

ビロウ群落
ビロウ群落
ビロウ群落,ヤエヤマヤシ群落

ビロウ群落,ヤシ群落
ビロウ群落,ヤエヤマヤシ群落
ハスノハギリ鮮集

ハスノハギリーモモタマナ群集

モモタマナーテリハボク群落
シマホルトノキーウドノキ群集

モクタチパナーテリハコブガシ群集
モクタチバナーセキモンノキ群集
ムニンヒメツバキーシマオオタニワタリ群集

ムニンヒメツバキーコブガシ群集

コブガシーコクモウクジャク群 落

チギーオオパシロテツ群集
マルハチ群輿

ナガミポチョウジークスノハカエデ群落
ナガミポチョウジークスノハカエデ群落
リュウキュウガキーナガミポチョウジ群 落

第5回

3次 メッ

シュ数

4

2

ll

7

重

13

9

23

24

8

83

63

3

4

48

7

1

34

is

3

z

5

9

7

42

z

152

u

1

3

2且9

324

8

且

IS

223

1

z

9

量1

9

4

i

i

i

1

5

6

1

z

41

is

旧植

生区
分

w

w

w

w

w

w

w

w

VI

w

M

VI

自然

度コ
ード

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

更

チヱ7ク

.楕生

区分

0

0
0

0

更

チニ,ク

ー群落

名

0

O
0

0

0
0
0

0
O
0

0
0

0
0

0

0

O
0

O

0

0

0

0

0
0

0
0

O
0

0
0

0
0
0

0



i
窃
刈

統一凡例(案)〈21>

植生
区分

大区

分コ
ード

36

37

39

90

大区分

亜.幣 緑 葉樹榊隆起石灰
岩上)

亜熱帯鼠生林(マングローブ林)

亜熱帯常縁針葉樹林

亜熱帯低木群落

常縁広葉樹二次林

中区分

クロヨナ群落

アカギ群落
アマミアラカシ群落

オガサワラポチョウジ弾落
ハマジンチョウ鮮落

マングローブ群落

サガリバナーサキシマスオウノキ群落

リュウキュウマツ詳落
ソテツ群落

オオ'ハマポウ群落

モンパノキークサトペラ群落

雲霧帯風衝低木群落(小笠原》

海岸風衝低木群落(小笠原)

シイ・カシニ次林

タブノキーヤブニッケイニ次林

ピサカキニ次林
マテバシイニ次林

細区分

ガジュマルークロヨナ群策

セキモンウライソウーオガサワラボチョウジ群集

オオハマポウ群集

アダンーオオハマボウ群落

モンパノキークサトペラ群築

クサトベラ鮮落
モンパノキ群落
ワダンノキ群集

ヒサカキーガクアジサイ群落

トキワイヌビワ群落
タコノキ群落
タコノキーオガサワラビロウ群集
シマイスノキーコバノアカテツ群集

ムニンアオガンピーコバノアカテツ群築
アカテツ鮮落

センダン群落
トゲミウドノキ詳落

ケヤキーシラカシ詳落

アカガシニ次林
スダジイニ次林

ヤマヤブソテツーヤブニッケイ鮮集

バクサンボクーマテパシイ群落

凡例名

ガジュマル ークロヨナ群葉

アカギ群階

アマミアラカシ群落

セキモンウライソウーオガサワラポチョウジ群集
ハマジンチョウ群蕗

マングローブ群落

サガリバナーサキシマスオウノキ群落

リュウキュウマツ群落

ソテツ群落

オオハマポウ群集

アダンーオオハマポウ群落

モンパノキ ークサトベラ酵集

クサトベラ群落
モンパノキ群落

ワダンノキ群集
ヒサカキーガクアジサイ群落

トキワイヌどワ群落
タコノキ群落
タコノキーオガサワラビロウ群策

シマイスノキーコパノアカテツ鮮集

ムニンアオガンピーコバノアカテツ群策

アカテツ群落
センダン群落
トゲミウドノキ群落

シイ・カシニ次林

ケヤキーシラカシ群落

アカガシニ次林
スダジイニ次林

タブノキーヤブニッケイニ次林

ヤマヤブソテツーヤブニッケイ群葉
ピサカキニ次林
バクサンボクーマテパシイ群落

群落コ
ード

62800

62900

sosoz

64100

80700E

626QO

63100

63且00B

63200

62300

808008

82800

81402

82300E

eiaoze

64700

65900

●
sasoo

64500

65000

64800

●
●

83600

70200A

702QaC

74200

72400

702WD

70200E

702QDF

70203A

702038

702030

70203D

7zaao

752CO

7020且A

7dLalB

都道府県
名

児島県

沖縄貼
沖縄県
鹿児勘県

沖縄県
東京都
長崎県

熊本県
鹿児島県

沖縄県
麗児島県

沖縄県
鹿児局県

沖縄県
宮崎県
鹿児島県

沖縄県
東京都
鹿児島県

沖縄県
鹿児島県

東京都
東京都
東京都

東京都
東京都

東京都
東京都
東京都

東京都
東京都

東京都
東京都
千葉県

神奈川県
幅井県

静岡県
愛知餓
三重県

奈良県
和歌山県

島取県
島根県

山ロ県
徳島県

愛媛吼
商知県
福岡県

佐賀県
長崎県

熊本県
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県

宮崎県
千葉県
長崎鳳

衷京翻
東京都

東京都
樋井県

和歌山県
山ロ県

福岡県
沖縄県
高知県

東京超
宮崎県

福岡県
東京廓
幅岡県

佐賀県
宮崎県

鹿児島県
艮崎渠

第2回第3回凡例名(都道府県表示)

ガシュマルークロヨナ群菓

ガジュマルークロヨナ群築

アカギ群落

アマミアラカシ群落
アマミアラカシ群落

オガサワラポチョウジーセキモンウライソウ鮮集
ハマジンチョウ群落

ハマジンチョウ群落
マングローブ群落

マングローブ群落

サガリバナーサキシマスオウノキ群落
サガリバナーサキシマスオウノキ群落

サガリバナーサキシマスオウ群落
リュウキュウマツ群落

ソテツ群落

ソテツ群落
ソテツ群落

オオハマポウ群集
アダンーオオハマポウ群落

アダンーオオハマボウ群落
クサトベラーモンパノキ群築
クサトベラ群落
モンパノキ鮮落

ワダンノキ群災
ガクアジサイーピサカキ群落

トキワイヌどワ群落
タコノキ群落

オガサワラビロウータコノキ群 集
コパノアカテツーシマイスノキ群集

コバノアカテツームニンアオガンピ群集

アカテツ酵落
センダン群落

トゲミウドノキ群落
シイ・カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林

シイ・カシ萌芽林
シイ。カシ萌芽林

シイ・カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林

シイ・カシ萌穿林
シイ・カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林

シイ・カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林

シイ・カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林

シイ・カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林

シイ・カシ萌芽林
シイ。カシ萌芽林

シイ。カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林

シイ・カシ萌芽林
シイ・カシ萌芽林
シイーカシ萌芽林

ケヤキーシラカシ群陪
アカガシ萌芽林

シイ萌芽林
噴火の被害が軽徴なシイ萌芽林

噴火の被害が激甚なシイ萌芽林
タブーヤブニッケイ幼木林
タブーヤブニッケイ幼木林

タブーヤブニンケイ幼木林
タブーヤブニッケイ幼木林

タブーヤブニッケイ幼木林
タブノキーヤブニッケイ幼木林

タブーヤブニッケイ萌穿林
ヤブニッケイータブ詳蕩

ヤブニッケイーヤマヤブソテツ群集
ピサカキニ次低木林
バクサンボクーマテパシイ群落
バクサンボクーマテバシイ群落
バクサンボクーマテパシイ群落

バクサンボクーマテバシイ群落
マテパシイーバクサンボク群藩

第5回

3次 メッ

シュ数

且

2且

量3

2

1

7

且

182

53

z

19

56

6

z

z

4

7

8

307

z

且6

123

且7

628

13

sea

456

112

162

ss

1446

334

270

1245

8且4

510

25

917

zs

sez

7

5

as

1

35

z7

3

za

且2

3

5

3

9

且30

6畳

旧植
生区

分

w

w

鴨

鴨

w

w

V1

鴨
田

鴨
鴨

鴨
幅
w

w

w

w

田

粗
田
田

田

、口

粗
田

田
、四

粗

、冨

田

粗

、1

田
、皿

自然
度コ
ード

9

9

9

9

9

9

0且

0亘

9

9

9

9

9

9

9

9

9

of

of

0置

of

of

of

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0且

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

e

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

5

8

8

8

8

8

更

チヱック

ー植生
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0
0

0

O
0
0

0
0

0

0

0

0
0
0

O
0
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名

0

0

0

0

0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

O
0
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0

0
0
0

0
0

0
0
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0
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0
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i
cn
OO

植生
区分

田

大区
分コ
ード

40

4!

大区分

緑 葉 二

落葉広葉樹二次林

中区分

マサキートベラニ次

ウバメガシニ次林

コナラ詳落

クヌギ群落

アベマキ群落

アカシデーイヌシデ群落

オオシマザクラ群落

統一凡例{奥 》 〈22>

細区分

クリーコナラ詳落

クヌギーコナラ群集

オニシバリーコナラ群集

ノグルミーコナラ群禦

ヤブムラサキーコナラ群集

ヒトツバタゴ群落

オオバエゴノキーオオシマザクラ群集

凡例名

マサキートベラニ

ウパメガシニ次林

コナラ群落

クリーコナラ鮮落

クヌギーコナラ群集

オニシバリーコナラ群集

ノグルミーコナラ詳集

ヤブムラサキーコナラ群集

ヒトツパタゴ群落
クヌギ群落

アベマキ群落
アカシデーイヌシデ群落

オオバエゴノキーオオシマザクラ群

群落コ
ード

T4800

722

70100A

70106

70且04

701048

70100A

7mooc

70101A

70101C

70103

701038

70且06

72100

721008

●
70置06B

70且00B

72600

726008

73600

70202A

都遭府県

名

東 都

大阪府
和歌山県
岩手県

宮城県
福島県

茨城県
栃木県

千葉県
神奈川県

新潟県
富山県
石川県

福井県
長野県

岐阜県
静岡県
滋賀県

京都府
兵庫県

奈良県
和歌山県

島取県
島根県
岡山県
広島県

山ロ県

徳局県
高知県
福岡県

佐賀県
熊本県

大分県
宮崎県

鹿児島県
岐阜県

香川県
福岡県
茨城県

群馬県
埼玉県
神奈川県

岐阜県

愛知県
佐賀県
東京都

愛媛県
三重県

茨城県

群馬県
埼玉県
神奈川県

山梨県

岐阜県
滋賀県
京都府

奈良県
香川県

愛媛県
熊本県
東京都

東京都
神奈川県

畏崎県
大阪府
大阪府

長崎県
佐賀県

長崎県
大分県
宮崎県

香川県
埼玉県

奈良県
東京都

東京

第2回第3回凡例名(都道府県表示)

トベラーマサキ

ウバメガシ萌芽林
ウバメガシ萌芽林
コナラ群落
コナラ醇落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群蕩

コナラ群落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群落
コナラ群落

コナラ鮮落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ鮮落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群落

コナラ群落
コナラ群落

コナラ群落
コナラーノグルミ群落

コナラーノグル ミ群落

コナラーノグル ミ群落

コナラークリ群 落

コナラークリ群 落

コナラークリ群 落

コナラークリ群 落

コナラークリ群 落

コナラークリ群落

コナラークリ群 落

コナラークリ群輿

コナラ群落

クヌギーコナラ群落

クヌギーコナラ群集
クヌギーコナラ群集

クヌギーコナラ群輿
クヌギーコナラ群集

クヌギーコナラ群集
クヌギーコナラ群輿

クヌギ ーコナラ群集

クヌギーコナラ群輿
クヌギーコナラ群輿

クヌギーコナラ群集
クヌギーコナラ群集

クヌギーコナラ群奥
コナラークヌギ群輿
コナラーオニシバリ群輿

オニシバリーコナラ群集
コナラーノグル ミ群 落

ヤブムラサキーコナラ群落
ヤブムラサキーコナラ群集
ヒトツノくタゴ群落

クヌギ群落
クヌ・¥群落

クヌギ群落
クヌギ群落

アベマキ群落
アカシデーイヌシデ群落

イヌシデーアカシデ群落
イヌシデ群落
オオシマザクラーオオパエゴノキ群

第5回

3次 メッ

シュ数

11

i

ss

3109

1670

1311

s

650

469

197

且68

48且

962

521

且8

730

56董

3

loss

949

z

zio

456

2211

iizs

649

56

且78

312

iie

193

128

42

7

5

3

63

85

300

17

340

且99

亘

57

248

42

307

且60

n

71

3go

z

137

垂21

87

量6

33

42

且

47

262

62

z

575

z

z

49

旧植

生区
分

N

N

N

N

N

N

H

N

N

N

N

w

田

自然

度コ
ード

7

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

T

7

7

7

T

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

z

7

7

7

7

7

7

7

7

7

t

7

7

7

T

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

t

7

7

7

7

T

7

7

7

t

T

7

7

8

更

チzック

ー植 生

区分

更

チニツク

.群落

名

0

0
0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0

0

0

0

0
0
0



i

窃
cf-

植生
区分

大区

分コ
ード

4葺

42

大区分

広 樹二

需縁針葉樹二次林

中区分

オオシマザクラ鮮

オオパヤシヤブシ群落

アカマツ詳落

クロマツ群落

統一凡例(案)〈23>

細区分

オオバエゴノキーオオシマザクラ

ニオイウツギーオオバヤシャブシ群躯(二次林)

ヤマツツジーアカマツ群集

モチツツジーアカマツ群鍛

コパノミツバツツジーアカマツ群集

サイゴクミツパツツジーアカマツ群集
オンツツジーアカマツ群集

アカガシーアカマツ群落

凡例名

オオバエゴノキーオオシマザクラ群集

オオバヤシヤブシ鮮落

ニオイウツギーオオパヤシャブシ群集(二次林)

アカマツ群落

ヤマツツジーアカマツ群禦

モチツツジーアカマッ群鎮

コパノミツバツツジーアカマツ群 奥

サイゴクミツバツツジーアカマツ群鎮
オンツツジーアカマツ群婁

アカガシーアカマツ群落

クロマツ群落

群落コ
ード

70202B

70202C

T2700

727008

727000

72700D

7010量D

71000A

7豊001A

η00亘B

7乙003

X10038

71004A

735

71002A

7且002B

71000B

702008

7111m

都道府県

名

東京都

東京都

千葉県

東京都
東京都

棄京都
島取県
鳥根照

福島県
石川吼

福井県
長野県

岐阜県
静岡梨
三重県

京都府
大阪府
兵躍県

島取県
島搬県

山口県
徳島県

香川県
商知県
幅岡県

佐賀県

熊 本県'

宮崎県
鹿児島県

茨城県
群馬県
新禺県

富山県
石川県
山梨県

岐阜県
滋賀鰍

山ロ県
茨城県

梅木県
埼玉県
東京都

長崎県
大分県

岐阜県
愛知県

滋賀県
大阪府

兵庫第
奈良県
和歌山県

岡山県
兵庫鳳

岐阜県
島根県
岡山県
広島県

山口県

愛媛県
橿岡県
兵庫県

愛媛県
長崎県

大分県
橿岡県

兵庫県
茨城眼
石川県

福井県

愛知県
滋賀県
京都府

大阪府
兵庫県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示)

火の

群集

が軽 なオオシマザクラーオオバエゴノキ

噴火の被害が激甚なオオシマザクラーオオバエゴノキ

群集
オオバヤシヤブシ群落
オオバヤシャブシニ次林

オオバヤシャブシーニオイウツギ群鎮

噴火の被害が軽微なオオバヤシャブシニ次林
アカマツーコナラ群落
アカマツーコナラ詳落

アカマツ酷落
アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ昨落

アカマツ群落
アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ群落
アカマツ詳落

アカマツ群落
アカマツ群落
アカマツ群落

アカマツ昨藩
ヤマツツジーアカマツ群集

ヤマツツジーアカマツ群輿
ヤマツツジーアカマツ群災

ヤマツツジーアカマツ群奥
ヤマツツジーアカマツ群奥
ヤマツツジーアカマツ群集

ヤマツツジーアカマツ詳簸
ヤマツツジーアカマツ群輿

ヤマツツジーアカマツ群禦
アカマツーヤマツツジ群輿
アカマツーヤマツツジ群奥

アカマツーヤマツツジ群輿
アカマツーヤマツツジ群奥
アカマツーヤマツツジ群鎮

アカマツーヤマツツジ詳集
モチツツジーアカマツ群彙

モチツツジーアカマツ酵集
モチツツジーアカマツ群集

モチツツジーアカマツ群集
モチツツジーアカマツ群與

モチツツジーアカマツ鮮幾
モチツツジーアカマツ詳集
モチツツジーアカマッ詳集

アカマツーモチツツジ群集
コバ ノミツバツツジーアカマツ酵集

コバノミツバツツジーアカマツ鮮 鍋

コバノミツバツツジーアカマツ酵集

コバノミツバツツジーアカマツ群集

コパ ノミツバツツジーアカマツ群 集

コパ ノミツバツツジーアカマッ酵集

コパノミツパツツジーアカマッ群隻

アカマツーサイゴクミツパツツジ群集
オンツツジーアカ・7ツ詳集

アカマツーオンツツジ群娼
アカマツーオンツツジ群集

アカマツーアカガシ群落

ウパメガシークロマツ群落
クロマツ群落
クロマツ群落

クロマツ群落
クロマツ詳落

クロマツ酵落
クロマツ詐落
クロマツ群露

クロマツ群落

第5回

3次 メヲ

シュ数

i

io

8

59

且

644

52

483

3

67

14

200

1341

4

zs

且26

49

4

712

57亘

497

1且0

zs

亘70

3

B

2

4

127

18

3亘3

且2

162

z

5

326

ss

u

48

1T3

8且2

336

551

327

574

193

且90

麟
童389

1

344

且348

3446

糊
蹴
s

436

4且5

3

88

聾31

釦
12

亘8

4

3

28

旧植

生区
分

w

ve

N

w

耀

H

N

N

N

h

、1

周

w

自然
度コ
ード

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

T

7

7

T

7

t

7

7

7

T

7

7

7

7

7

7

z

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

7

7

7

7

7

T

7

7

更

チェワク

ー植生

区分

更

チヱック

.群落

名

0

O

0
O

0
O

0

0

0
0

0
O

0

O

0

0
0

0
0



i
①
0

植生
区分

礪

統一凡例(案)〈24>

大区
分コ
ード

az

93

44

45

大区分

縁 樹二次

タケ・ササ群落

低木群落

二次草原

中区分

クロマツ

リュウキュウマツ群落
モミ群落

ヤダケ群落

メダケ群落

リュウキュウチク群落

アカメガシワーカラスザンシgウ群落

クズ群落

ツルダコ群落

シロガネムクノキ群集
オガサワラモクマオ群集

シチヘンゲ酵落
ホナガソウ鮮落
クサトケイソウ群落
ススキ群団

細区分 凡例名

クロマツ群落

リュウキュウマツ群落

モミ群落

タケ・ササ群落

ヤダケ群落

メダケ群落

リュウキュウチク群落

低木群落

アカメガシワーカラスザンショウ群 落

クズ群落

ツルダコ群落

シロガネムクノキ群集
オガサワラモクマオ群集
シチヘンゲ群落

ホナガソウ群落
クサトケイソウ群落
ススキ群団

群落コ
ード

7且且oo

63200

72900

70400A

70400A

70400D

70400A

70400E

704018

70401C

70403H

72000A

720008

72000E

75700

73800

73900

74100

5董900

720008

7200㏄

73000

73200

73300

74500

82600

72WOD

70600A

都道府県

名

和歌山県

島取県
島搬県
徳島県

香川県
愛媛県

高知県
佐賀県
畏崎県

熊本県
大分県

鹿児島県
鹿児島県
石川県

群馬県

岐阜県
大阪府
奈良県

鳥取県
島根県
大分県

鹿児島県

秋田県
山形県
石川県

愛媛県
千葉県
東京都

三重県
埼玉県
東京都

神奈川県

愛知県
三重県
兵庫県

山ロ県
福岡県

長崎県
熊本県
宮崎県

茨城県
高知県

鹿児島県
沖縄県
神奈川県

静岡県
静岡県

宮崎県
宮崎県
宮崎県

宮崎県
宮崎県

秋田県
神奈川県
山梨県

兵庫県
島根県

香川県
愛媛県

福岡県
長崎県

熊本県
大分県

宮崎県
鹿児島県
宮崎県

東京都
東京都

東京都
東京都

東京都
東京都
幅島県

茨域県
栃木県

馬県

第2回 第3回凡例名(都道府鼠表示)

クロマツ群落
クロマツ詐落

クロマツ群落
クロマツ鮮落
クロマツ群落

クロマツ群落
クロマツ詳落

クロマツ群落
クロマツ群落
クロマツ群落

クロマツ群落
クロマツ群落

リュウキュウマツ群落
モミ群落

ササ・タケ鮮落
ササ・タケ群落

ササ・タケ群落
ササ・タケ群落

ササ・タケ群落
ササ・タケ群落
ササ・タケ群落

ササ・タケ群落
ササ・タケ群落

ヤダケ群落
ササ・タケ群落
ササ・タケ群落

メダケ詳落
メダケ群落

メダケ群落
ヤダケーメダケ群落
ヤダケーメダケ群落

ヤダケーメダケ群落
ヤダケーメダケ群落

ヤダケーメダケ群落
ヤダケーメダケ群落

ヤダケーメダケ群落
ヤダケーメダケ群落
ヤダケーメダケ群落

ヤダケーメダケ群落
ヤダケーメダケ群落

メダケーヤダケ群落
メダケーヤダケ群落

リュウキュウチク群落
リュウキュウチク群落
林縁性つる一低木群落

林縁性つる一低木群落
クズ群落
マタタビーノブドウ群落

落葉低木群落
アオモジ群落
アカメガシワーカラスザンショウ群落

クサギーアカメガシワ群団
クズ群落

クズ群落
クズ群落

クズ群落
クズ群落

クズ群落
クズ群落

クズ群落
クズ群落

クズ群落
クズ群落
クズ群落

クズ群落
マント群落

ツルダコ群落
シロガネムクノキ群集

オガサワラモクマオ群策
シチヘンゲ群落
ホナガソウ群落

クサトケイソウ群落
ススキ群団
ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団

第5回

3次 メ,

シュ数

1

7

49

59

ss

93

5

3

69

7

4

1且5

355

z

2

聖

3

30

z

z

1

z

且

1

z

9

z

2

73

3

5

1

10

且

10

5

1

z

Il

3

z

8

7

塵

1

且

8

zo

40

1

旧植

生区

分

鴨

w

田

田

V

w

w

粗

自然
度コ
ード

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

9

7

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

7

5

5

7

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

7

7

7

5

10

5

5

5

5

5

変 更

チニック

ー値生

区

0

O

0

0
0

0

更

チニック

ー鮮落

名

0

0
0
0

0
0
0

0
0

0

0

O

0
0

0
0
0

O
0

O
0

0
0
0

0
0
O

0
0

0

0

0



i
rn
一

植生
区分

大区
分コ
ード

45 二 原

大区分

ススキ 団

シバ酵団

中区分

統一凡例(案)<25>

細区分

アズマネザサーススキ詳集

ネザサーススキ鮮集

チガヤーススキ群落

トダシパーススキ群築

凡例名

ススキ群団

アズマネザサーススキ群集

ネザサーススキ群策

チガヤーススキ群落

トダシバーススキ群 集

シバ鮮団

昨 落コ
ード

70600A

706008

10600E

70602D

70602E

70607

70601C

706011

7060豊M

70603E

70603G

706fl3K

706fl3N

70600H

70700

郁道府県
名

埼玉県
新碍県
冨山県

石川県
禍井県

岐阜県
静岡県
三重県

滋賀県
京都府

兵庫県
奈良県

和歌山県
島搬県

岡山県
広島県
山ロ賦

徳島県
香川県

高知県
福岡県
佐賀県

宮崎県
鹿児島県
沖縄県

山形県
新渇県

三重県
鳥取県

島根県
東京都
茨賊策

栃木県
埼玉県

神奈川県
石川県
山梨県

千葉県
茨城県

東京都
幅井県

岐阜県
愛知県
大阪府

兵庫県
奈良県

福岡県
宮崎県

熊本鍛
兵慮県
神奈川県

愛知県
大阪府

奈良県
勘恨吼

福岡県
宮崎黙
鹿児島県

沖縄県
千葉吼

東京都
長崎県

茨城県
東京都
大分県

弼木県
神奈川県

幅井県
山梨県
大阪尉

奈良曝
和歌山県

島根県
山ロ煕
佐賀県

長 県

第2回 第3回凡例名(都道府県表示)

ススキ鮮団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ鮮団

ススキ群団
ススキ鮮団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群団

ススキ群団
ススキ群落
ススキ群落

ススキ群落
ススキ群落

ススキ群落
ススキ・ササ草地

アズマネザサーススキ群集
アズマネザサーススキ群策

アズマネザサーススキ群築
アズマネザサーススキ群集

アズマネザサーススキ群集
アズマネザサーススキ群葉
ススキーアズマネザサ群奥

アズマネザサーススキ群落
アズマネザサーススキ群落

アズマネザサーススキ群落

ネザサーススキ群彙
ネザサーススキ群奥
ネザサーススキ群奥

ネザサーススキ群輿
ネザサーススキ群奥

ネザサーススキ群集
ネザサーススキ群集

ネザサーススキ群落
ススキーネザサ群集

チガヤーススキ群落

チガヤーススキ群落
チガヤーススキ群落

チガヤーススキ群落
チガヤーススキ鮮落
チガヤーススキ群落

チガヤーススキ詳落
チガヤーススキ群落

チガヤーススキ群落
ススキーチガヤ群落
ススキーチガヤ群落
ススキーチガヤ群落

チガヤーススキ群集
チガヤ群落

ススキートダシバ群集
シバ群団

シバ群団
シバ群団

シバ群団
シバ群団
シバ群団

シバ群団
シバ群団

シバ群団
シバ群団
シバ酵団

第5回

3次 メッ

シュ数

2

5

59

4

聾3

量

ass

24

6

io

ii

1

3

z

50

36

32

7

6

ie

1

z

92

62

16

1

5

8

n

亘3

5

9

z

23

且4

4且

49

9

4

z

4

4

亘

30

286

5

6

且0

且

1

22

8

130

置6

37

3

脚
z

3

1

3

皇

z

8

旧植
生区

分

田
田

田

粗

田

田

田

田

田

田
粗

粗

田

四

、脳

、o

w

、駆

t9

w

粗

自然

度コ
ード

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

9

4

4

4

4

4

9

9

4

更

チェ7ク

.植生

区分

変 更

チヱック

ー群落

名

0

0
0

0
0
0

0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0



i
rn
卜○

植生
区分

統一凡例(寮)〈26>

大区

分コ
ード

95

46

大区分

二 原

伐採跡地群落

中区分

シバ 団

ウラジローコシダ群落

ダンチク群落

ハチジョウアザミ群落
ハイキビ群落

ハリケンススキ群落

ホクチガヤ群落
キバナヒメフウチョウソウーハタガヤ群落
スズメノコビエ詳落

細区分

シマスズメノヒエースズメノコビエ群落

スズメノコビエーシマチカラシバ群落

凡例名

シバ 団

ウラジローコシダ群落

ダンチク群落

ハチジョウアザミ群落
ハイキビ群落

ハリケンススキ群落

ホクチガヤ群落
キパナヒメフウチョウソウーハタガヤ群落

シマスズメノヒエースズメノコビエ群落

スズメノコビエーシマチカラシバ 群落

伐採跡地群落

群 落コ
ード

70700

707008

72500

725008

70402E

75000

708006

75豊00

75400

74900

74700

74600

70300A

TO300D

70301C

都道府県
名

崎県
鹿児島県

静岡県
和】歌山県
宮崎鳳

愛知県
和歌山県

山ロ県
高知県
福岡県

佐賀県
長崎県

熊本県
宮崎県
鹿児島県

沖縄県
東京都

鹿児島県
沖縄県

東京都
東京都
東京都

東京都
東京都

岩手県
宮城県

秋田県
山形県
福島県

茨城県
棚木県

群馬県
埼玉県
東京都

神奈川県
新潟県

石川県
山梨県

長野県
岐阜県

静岡県
愛知県
三重県

滋賀県
京都府
大阪府

兵庫県
奈良県

和歌口」県
鳥取県

島根県
岡山県
広島県

山ロ県
徳島県

香川県
愛媛県

高知県
幅岡県
佐賀県

長崎県

熊本県
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県

千葉県
福井県

和歌山県
愛暖県
鹿児島県

茨域蛾
神奈川県
岐阜県

宮崎県
鹿児島県

第2回第3回凡例名(都道府鼠衷示)

シバ鮮団

シバ群団
シバ鮮落
コシダーウラジロ群落
コシダ群落

ダンチク群落
ダンチク群落
ダンチク群落

ダンチク群落
ダンチク群落

ダンチク群落
ダンチク群落

ダンチク鮮落
ダンチク酵落
ダンチク群落

ダンチク群落
ハチジョウアザミ詳落

ハイキビ群落
ハイキビ群落

ハリケンススキ群落

ホクチガヤ群落
ハタガヤーキバナヒメフウチョウソウ群落

スズメノコビエーシマスズメノヒエ群落

シマチカラシバースズメノコビエ鮮落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡酵落
伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡鮮落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落
伐跡群落

伐跡群落
伐跡群落

伐採跡群落
伐採跡群落

伐採跡群落
伐採跡群落
伐採跡群落
ベニバナポロギクーダンドポロギク群落
ベニパナボロギクーダンドポロギク群落
べ三バナポロギクーダンドポロギク群落

ベニバナポロギクーダンドボロギク群落
ベニバナポロギクーダンドポロギク群落

第5回

3次 メッ

シュ敷

3

i

6

s

7

z

4

2

i

4

1

量

2

i

3

z

z

82

16

s

且

62

2

IS

4

29

3

IT

48

監5

4

so

5童

z

4

t3

57

s

38

72

謝
534

4

zs

3

1

57

14

且7

u

26

140

91

6

4

3

3

1

3

9

12

旧植
生区

分

鴨

w

田

粗

田

粗

田

田

w

w

自然
度コ
ード

4

4

9

7

7

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

9

4

9

4

4

4

チェック

ー植生

区

チニック

ー騨落

名

0

O
0

0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
O
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
O
0

0
0

0
0



i
rn
cu

植生
区分

粗

鴨

大区

分コ
ード

46

47

大区分

伐 地 落

湿原・河川・池沼植生

統一凡例(案)〈27>

中区分

ツルコケモモーミズゴケクラス

ヌマガヤオーダー

貧養亀小型植物群落

ヨシクラス

細区分

オオミズゴケ群落

凡例名

伐 地詳

ツルコケモモーミズゴケクラス

ヌマガヤオーダー

オオミズゴケ群落
貧養地小型植物群落

ヨシクラス

群 落コ
ード

70301E

70302E

80且00A

SOIOOB

80200A

802008

80200A

60300D

8置900

83700

80300A

都道府県

名

崎県

紳奈川県
岐阜県

愛知県
北海道
冑森県

岩手吼
秋田県

幅島県
栃木県
群馬県

新潟県
富山県

長野県
岐阜県

山形県
北海道
岩手県

宮城県
秋田県

福島県
茨城県

栃木県
群馬県
新潟県

窟山県
長野県

岐阜県
愛知県
滋賀県

京都府
兵躍県

岡山県
広島県
山ロ県

熊本県
大分県

宮崎県
山形県

愛媛県
長崎県
東京都

石川県
宮崎県

北海道
青森県

岩手県
宮城県
秋田県

幅島県
茨城県

栃木県
群馬県
埼玉県

千葉県
東京都

神奈川県
新潟凧
窟山県

石川県
福井県

山梨県
長野県

岐阜県
静岡県

愛知県
滋賀県
京都府

大阪府
兵庫県

奈良県
和敏山県

鳥取県
島銀嬢
岡山鼠

広 梨

第2回第3回 凡例名(都道府県表示)

ペニバナ'・ロギクー ンド'・ロギク

クサイチゴータラノキ群集
クサイチゴータラノキ群鍋
クサイチゴータラノキ群黛
ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

ツルコケモモーミズゴケクラス

高層湿原
ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー
ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

ヌマガヤオーダー

中間湿原

中聞湿原
ヌマガヤオーダー

湿地植生

湿原
ホシクサーコイヌノハナヒゲ群団
ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

第5回
3次 ル
シュ数

35

34

且

30

7

7

1

亘

i

7

z

7

4

4

38

4

z

4

2

且

4

4

1

量

604

40

7

48

IS

46

zz

20

41

3

1

18

10

/0

3

1

且o

6

t

io

8

21

13

3且

13

6

e

7

旧植

生区

分

鴨

嘱

田

田
膿

鴨
耀
曙

鴨
鴨

鴨
鴇
鴨

鴨

鴨
鴨

鴨
堀

鴨
鴨

糟
鴨

鴇

鴨
帽

耀
帽

鴨
帽
鴨

耀
鴨

霜

帽
帽
帽

鴨
凋

耀
曙
糟

鴨
帽

粗
糟
糧

糟
憎

帽
鴇

糟
耀

耀

曙

田
糟

鴨
霜

帽

自然

度コ
ード

4

4

4

4

0且

of

0且

0且

of

of

01

01

OI

01

Ol

of

0童

of

Ol

of

of

01

01

m

of

0且

of

0且

01

of

of

0置

01

01

01

m

0量

of

0畢

of

0塞

01

of

01

0且

0且

of

of

0置

Ol

01

0竃

0童

01

of

0且

of

0且

of

of

0且

of

0且

0且

of

of

OI

of

of

of

of

of

0且

01

m

of

更

チニ7ク

.植生

区分

更

チヱック

ー酵落

名

0
0

0
0

0

O
0

0
0

0
0



i
rn
経

植生
区分

鴨

大区

分コ
ード

47

大区分

渥原 ・剛1・ 沼

統一凡例(案)〈28》

中区分

ヨシクラス

河川敷砂礫地植生

ヒルムシロクラス

紹区分

ミゾソバーヨシ群落

ツルヨシ群集

オギ酵集

ボツスガヤ詳落

カワラヨモギ酵落

凡例名

ヨシクラス

ミゾソバーヨシ群落

河川敷砂礫地植生

ツルヨシ群築

オギ群集

ボツスガヤ群落
カワラヨモギ群落

ヒルムシロクラス

群落コ
ー ド

80300A

803008

803000

8030豊

80600D

80600E

SOSOOA

805006

SOSOOC

80600

80600A

SPOOF

BO6000

83000

80400A

都道府県
名

山ロ県
徳島県

香川県
愛媛県
高知県

福岡県
佐賀県

長崎県
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県
三重県

熊本県

山形県
茨城県
神奈川県

熊本県
大分県

宮崎県
山形県

和歌山県
秋田県
福島県

茨城県
砺木県

神奈川県
石川県

山梨県
岐阜県
静岡県

愛知県
滋賀県
和歌山県

島根県
山o県

徳島県
香川県

愛媛県
福岡県

長崎県
熊本県
大分県

宮崎県
沖縄県

山形県
三重県
滋賀県

東京都
山形県
長野県

宮城県
秋田県

群馬県
埼玉県
神奈川県

山梨県

愛知県
島根県
山ロ県

幅岡県
宮崎県

東京都
秋田県

長野県
北海道

宮城県
秋田県

群馬県
石川県
山梨県

兵庫県
島根県
山口県

宮崎県
鹿児島県

第2回第3回凡例名(部道府県表示)

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシクラス

ヨシ鮮落
ヨシ群落

低層湿原
ミゾソバーヨシ群落

ミゾソバーヨシ群落

ミゾソバーヨシ群落.

ミゾソバーヨシ群落

ミゾソバーヨシ群落

河原荒地・草地

河川敷砂礫地植生
ツルヨシ群集
ツルヨシ群築
ツルヨシ群集

ツルヨシ群奥
ツルヨシ群集

ツルヨシ群輿
ツルヨシ群集
ツルヨシ群集

ツルヨシ群集
ツルヨシ群集

ツルヨシ群簗
ツルヨシ群禦
ツルヨシ群輿

ツルヨシ群集
ツルヨシ群集

ツルヨシ群集
ツルヨシ群集

ツルヨシ群集
ツルヨシ群集
ツルヨシ群集

ツルヨシ群集
ツルヨシ群集

ツルヨシ群輿
ツルヨシ群落

ツルヨシ群 落.

ツルヨシ群落
ツルヨシ群落など

オギ群集
オギ群集

オギ群榮
オギ群集
オキ群集

オギ群集
オギ群集

オギ群集
オギ群築

オギ群集
オギ群集

オギ群奥
オギ群集
オギ群築など

ホッスガヤ群落
カワラヨモギ群落

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス。ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

第5回

3次 メ7

シュ数

7

6

墓

1

e

u

3

z

3
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5

且1

3

8

8
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且

亘

9
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5

7

z

z

3

3

1

3

4
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4

1

4
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4
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3

z

8

置

9

i

璽2

7

18

i

t3
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1日植
生区

分

鴨

鴨
鴇

鴨

帽

田
田

霜
鴨

鴇
鴨

帽
田
糟

帽
鴨

糧
嘱
鴨

鴨
鴨

帽
鴨

鴇
霜
霜

鴨

咀
鴇

耀
鴨
田

鴨
田

鴇
鴨

鴨
鴨
咀

帽
鴨

w

憎
鴨

鴨

鴨
鴨

糟

田
鴨
鴨

鴇
鴨

鴨
田

鴨

鴨
堀

燭
鴨

鴇
鴨

鴇
霜
霜

田

自然
度コ
ード

of

01

01

01

0監

0量
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0且

01

0且

01

01
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5

5

5

5

5
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0且

0置

m

01

01

of

01
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m
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01

01
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i
rn
朝

槌生

区分

帽

統 一凡例(案 》 〈29>

大区

分コ
ード

47

48

49

,大区分

湿原・ 川 ・池沼

塩沼地植生

砂丘植生

中区分

ヒルムシロクラス

ヒトモトススキ群落
シオクグ詳落
ハママツナーハマサジ詳落

アマモクラス

ハマナス群落

ハマゴウ群落

細区分

ハマグルマーハマゴウ群集

凡例名

ヒルムシロクラス

塩沼地植生

ヒトモトススキ群落

シオクグ群落
ハママツナ ーハマサジ群落

アマモクラス

砂丘植生

ハマナス群落

ハマゴウ群落
ハマグルマーハマゴウ群集

群落コ
ード

80400A

804008

804000

80400D

BOIOOA

807000

82900

80700D

80700E

80703

8070且

60900A

809008

sosaoF

saso4

869QOE

82200

82200B

翻道府県
名

沖縄県
神奈川県
福岡県

山形県
宮崎県

北海道
青森県
秋田吼

千葉県
書申奈川県

新湯県
石川県

和歌山県
広島県

香川県
福岡県
佐賀県

大分県
鹿児島県

沖縄県
長崎県
千葉県
和歌山県

鹿児局県
徳島県

香川県
愛媛県

福岡県
宮崎県
宮崎県

沖縄県
北海道

青森県
宮城県

秋田県
山形県
福島県

策京都
新嶋県

富山県
幅井県

静岡県
三重県
滋賀鳳

京都府
和歌山県

鳥取県
島根県
山口県

徳島県
香川県

愛媛県
高知県
福岡県

佐賀県
長崎県

熊本県
大分県

宮崎県
鹿児島県

沖縄県
千葉県
島搬県

北海道
青森県
秋田県

石川県
東京翻

茨城県
愛知県
兵庫県

鹿児島県
茨城県

石川県
兵庫県
和歌山策

第2回第3回凡例名(都道府県表示)

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ウキクサクラス
ウキクサクラス

水生植物昨蕩
浮葉・沈水植物鮮落

塩沼地植生
塩沼地植生
塩沼地植生

壇沼地檀生
塩沼地植生

塩沼地植生
塩沼地植生

塩沼地植生
塩沼地植生
塩沼地植生

塩沼地植生
塩沼地植生

塩沼地植生
塩沼地植生
塩沼地植生

塩沼地酢落
塩生植生
ヒトモトススキ群落

シオクグ群落
ハママツナ ーハマサジ群落

ハママツナ ーハマサジ群落

ハママツナ ーハマサジ群落

ハママツナ ーハマサジ群落

ハママツナ ーハマサジ群落

アマモクラス

アマモクラス

砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘穂生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生
砂丘植生

砂丘橋生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘植生

砂丘植生
砂丘描生

砂丘植生
海岸砂丘植生
砂丘植物
ハマナス群落
ハマナス鮮落

ハマナス群落
ハマナス群落
ハマゴウ群落

ハマグルマーハマゴウ群落

ハ マグルマーハマゴウ酵落

ハマグルマーハマゴウ群落

ハ マグルマ ーハマゴウ群落

ハ マグルマ ーハマゴウ酢禦

ハ マグルマ ーハマゴウ群葉

ハマグルマーハマゴウ群築

ハマグルマーハマゴウ群

第5回

3次 メッ

シュ数
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9

9

za

8

7

2且

且

1

4

IS

且3

且

1

且

22

z

童

5

8

24

8

4
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鴨
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鴨
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鴨
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霜

樋
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田

糟
霜
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鴨
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粗
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田
糟
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植生

区分

鴨

統一凡例(案 》 〈30>

大区

分コ
ード

49

50

5且

52

大区分

砂丘 生

海岸断崖地植生

岩角地・石灰岩地・蛇紋岩地植生

火山荒原植生・硫気孔原植生

中区分

ハマゴウ

ハイビャクシン群落
ハマベンケイソウ群落
コウボウムギ群落

グンパイUレガオ群落

ツキイゲ群落

コハマギク群落

ハチジョウススキ群落

ノジギク群落

オガサワラススキ群落

海鳥営巣地植物群落

石灰岩地植生

コメツツジ群落

岩壁植生

火山荒原植生

硫気孔原植生

ミヤマキリシマ鮮落

細区分

ハマ ルマーハ マゴウ

オカヒジキーハマベンケイソウ群落
ハマニンニクーコウポウムギ群集

ハマグルマーコウポウムギ群集

グンパイヒルガオークロイワザサ群落

イソギクーハチジョウススキ酵集

オキナワギクーハチジョウススキ群集

オガサワラススキ群集
スペリヒユーオヒシバ群落

フタマタメヒシバ群落

コケ型火山荒原

マイヅルソウーミヤマキリシマ群奥

凡例名

ハマグルマーハマゴウ群

ハイビャクシン群落

オカヒジキーハマベンケイソウ群落
ハマニンニクーコウポウムギ群集

ハマグルマーコウポウムギ群集

グンバイヒルガオ群落

グンバイヒルガ才一クロイワザサ群落

ツキイゲ群落
海岸断崖地植生

コハマギク群落

ハチジョウススキ群落

イソギクーハチジョウススキ群輿

オキナワギクーハチジョウススキ群集

ノジギク群落

オガサワラススキ群集
スベリヒユーオヒシバ群落

フタマタメヒシバ群落

石灰岩地植生

コメツツジ群落

岩壁植生

火山荒原植生・硫気孔原植生

火山荒原植生

コケ型火山荒原

疏気孔原植生

ミヤマキリシマ群落
マイヅルソウーミヤマキリシマ群集

群落コ
ー ド

822008

82700

865

sosot

62100

821008

809068

80906

80900D

82300A

823008

823000

81200D

8且000A

81000C

81001

SIOO6B

8亘003F

62500

83500

XO700

4量800A

43700

8且200A

8亘200B

41705

43500

66300

929008

81700A

817000

8且700」

81700M

81800N

83200

83400

●
4且704B

4畳704

都道府県

名

'岡県

鹿児島県

沖縄県
長崎県
北海道
北海道

青蕊県
岩手県

茨城県
石川県
茨城県

鹿児島県
茨城県

神奈川県
石川県

愛知県
鹿児島県
東京都

鹿児島県
沖縄県
鹿児島県

秋田県
北海道

山形県
冑繰県

岩手県
宮城県
千葉凧

静岡県
高知県

佐賀県
長崎県

鹿児島県
東京都
神奈川県

静岡県
鹿児島県

沖縄県
兵庫県

鹿児島県
東京都
東京都

沖縄県
滋賀県
宮崎県

岩手県
埼玉県

青森県
秋田県

山形県
徳島県
高知県

秋田県
宮崎県

秋田県
岩手県

秋田県
山形県
宮崎県

鹿児島県
熊本県

東京都
青森県
山形県

群馬県
神奈川県

長崎県
熊本県

宮崎県
東京都

東京翻
東京都
長崎県

熊本県
大分県

宮 県

第2回第3回凡例名(部道府県表示⊃

ハマ ルマーハマゴウ鮮

ハマグルマーハマゴウ酵鎮
ハマグルマーハマゴウ群集

ハイビャクシン群落

オカヒジキーハマベンケイソウ群落
ハマニンニクーコウボウムギ群落

ハ マニンニクーコウポウムギ群落

ハ マニンニクーコウポウムギ群落

ハ マニンニクーコウボウムギ群落

ハ マニンニクーコウポウムギ群落

ハマグルマーコウボウムギ群落

ハマグルマーコウポウムギ群落
ハマグルマーコウボウムギ群集

ハマグルマーコウポウムギ群集
ハマグルマーコウボウムギ群鑑
ハマグルマーコウポウムギ詳集

ハマグルマーコウポウムギ群集

グンバイヒルガオ群落
グンパイヒルガオークロイワザサ詳落

グンパイヒルガオークロイワザサ群落
ツキイゲ群落

海崖草本植物群落
海岸段崖植生

海崖植生
コハマギク群落

コハマギク群落
コハマギク群落
ハチジョウススキ群落

ハチジョウススキ群落
ハチジョウススキ群落

ハチジョウススキ群落
ハチジョウススキ群落

ハチジョウススキ群落
ハチジョウススキーイソギク詳簗

イソギクーハチジョウススキ群築

イソギクーハチジョウススキ群隻
オキナワギクーハチジョウススキ群集
オキナワギクーハチジョウススキ群集

ノジギク群落
ノジギク群落

オガサワラススキ群集
スペリヒユーオヒシバ群落

シバ酵団

自然草原
石灰岩植生

石灰岩地植物群落
石灰岩地植生
コメツツジ群落
コメツツジ群落

コメツツジ群落
コメツツジ群落
コメツツジ群落

岩べき植生
岩壁植生

火山荒原及び硫気孔原植生
火山荒原植生・硫気孔原植生
火山荒原植生・硫気孔原植生

火山荒原植生
火山荒原植生

火山荒原植生
火山荒原植物群落
コケ型火山荒原

磁気孔原植生
硫気孔原植生

硫気孔原植生
硫気孔原植生

硫気孔原植生
硫気孔原植生

硫気孔原植生
イガガヤツリ群落
クグテンツキーフタバムグラ群落
ススキーナンヨウカモジグサ群集

ミヤマキリシマ群落

ミヤマキリシマーマイズルソウ群興
ミヤマキリシマーマイズルソウ群鎚

ミヤマキリシマーマイヅルソウ群

第5回

3次 メ,

シュ数

5

3

40

28

z

5

塵

12

量

1

z

5

7

3

133

4

1

26

17

14

1

8

4

u

7

2

3

2

1

4

i

4

4

2

1

2

14

1

3

12

4

田檀
生区

分

田

帽

田
帽

嘱
田
田

鴇
耀

田
帽

鴨
帽

帽

帽

帽
帽

礪
糟

帽
囎

嘱

嘱
鴨
鴨

帽

嘱
鴇

糟
堀

帽
耀
嘱

耀

鴨

N

rv

鴨

鴨
N

N

N

N

N

N

N

田
鴨
鴨

帽
鴨

堀
糟
耀

鴨
鴨

鴇
鴇

鴨
鴨
嘱

鴨

N

N

N

自然
度コ
ード

01

01

01

01

01

of

of

01

0且

of

of

of

0且

of

of

Ol

01

01

01

OI

0量

OI

01

0置

01

01

of

01

01

m

01

01

01

01

0塵

01

OI

01

0艮

0亘

of

0甚

4

0且

9

0且

0且

9

9

9

9

9

0且

of

of

OI

of

01

0且

of

01

01

01

01

01

of

01

01

m

m

OI

01

9

9

9

9

チニック

。植生

区

0

0
O

0

0
0

0
0

0
0
0

0

O
0

0
0

チニヲク

ー群 菖

名

0
0
0

0
0

0
0

O
O

0

O

0

0
0
0

0

0

0

0
0
0

0

0
0



i
rn
刈

統一凡例(案)<31>

植生
区分

昭

大区
分コ
ード

52

53

54

大区分

'山 ・ 孔原

隆起珊瑚磁植生

植林地

中区分

ミヤマキリシマ

ヤマホタルブクロ群落

コメススキ群落

ハチジョウイタドリ群落

タマシダ群落

ソナレシバ酵落
ハイシバ群落

モクビヤツコウ詳落

コウライシバ群落

コハマジンチョウ群集

シラゲテンノウメ群落
スギ・ヒノキ・サワラ植林

細区分

マイ"ル ソウーミヤマキリシマ群

フジアザミーヤマホタルブクロ鮮築

イタドリーコメススキ群落

シマタヌキランーハチジ3ウ イタドリ群集

イタドリータマシダ群落

イソマツーモクビャッコウ群簗

凡例名

マイ"ル ソウーミヤマキリシマ群策

フジアザミーヤマホタルブクロ群集

イタドリーコメススキ鮮落

ハチジョウイタドリ群落

シマタヌキランーハチジョウイタドリ群災

タマシダ群落
イタドリータマシダ群落

隆起珊瑚礁植生

ソナレシバ群落
ハイシバ群落

モクビヤツコウ群落

イソマツーモクビャッコウ群簗

コウライシバ群落

コハマジンチョウ鮮集

シラゲテンノウメ群落
スギ・ヒノキ・サワラ植 林

群落コ
ード

朝704

41602

亘020ゆG

42400A

817008

8且700C

817000

8且702N

83800

81701D

8且400A

814000

813000

8且300D

8且401B

8置401

8且300A

81300B

814008

817001

90103A

90且03B

韻道府蛾

名

'児 県

酵馬県
神奈川県

富山県
山梨県
岐阜県

静岡県
栃木県
描島県

窟山県
長野県

大分県
宮城県
福島県

栃木県
群馬県

東京都
東京都

東京都
鹿児島県
鹿児島県

沖縄県
沖縄県

東京都
東京都

東京都
鹿児島県
長崎県

鹿児島県
沖縄蛾

東京都
東京都
東京都

北海道
冑森県
岩手県

茨城県
栃木県

埼玉県
千葉県

東京都
神奈川県

新潟県
石川県
福井県

山梨県

長野県
岐阜県
静岡県

愛知県
滋賀県
京都府

大阪府
兵庫県

奈良県
和歌山県
鳥敢県

島搬県
岡山県
広島県

山口県
徳島県

香川県
橿岡県

佐賀県
長崎県

熊本県
大分県

宮崎県
鹿児島唱

宮城県
茨嫁県
群馬眼

千薬県
富山梨
石川県

第2回 第3回凡例名(都道府県表示)

ミヤマキリシマ ーマイ ルソウ詳

フジアザミーヤマホタルブクロ群集

フジアザミーヤマホタルブクロ群災
フジアザミーヤマホタルブクロ群集
フジアザミーヤマホタルブクロ群葉

フジアザミーヤマホタルブクロ群祭
フジアザミーヤマホタルブクロ群鎮

イタドリーコメススキ群落

イタドリーコメススキ群落

イタドリーコメススキ群落

イタドリーコメススキ群落

イタドリーコメススキ群落

イタドリーコメススキ群落

イタドリーコメススキ群落

イタドリーコメススキ群落

火山荒原植生
ハチジョウイタドリ群落

シマタヌキランーハチジョウイタドリ詳 集

タマシダ群落

イタドリータマシダ群落
隆起珊瑚礁植生

隆起珊瑚僅植生
隆起サンゴ礁植生
ソナレシバ群落
ハイシバ群落

モクビャクコウ群落

イソマツーモクビャッコウ群奥
コウライシバ群落

コウライシバ群落
コウライシバ群落

シバ草原
コハマジンチョウ群集

荒原植物群落(シラゲテンノウメ群落など)
スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ。サワラ樒林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ。ヒノキ・サワラ檀林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ。サワラ植 林

スギ・ヒノキ。サワラ植 林

スギ。ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ。ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ。サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ・サワラ植 林

スギ・ヒノキ槌林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ檀林

スギ・ヒノキ植林

スギ。ヒノキ植林

第5回

3次 メ7

シュ数

3

且

6

且

4

9

8

z

9

7

亘

4

8

6

30

1

4

s

5

1

343

2049

issz

654

1223

5累9

z

352

ao3

iass

231

930

322

754

2612

2593

且280

392

761

量32

鰯
且897

且6

zs7

532

796

491

蜘
935

es

855

82且

1

x

1178

伽
塵832

iii

87

1157

湿
1

蹴

旧植

生区
分

N

rv

四

N

i

N

N

N

N

鴨

鴨
鴨

帽
鴨
鴨

H

鴨

糟
堀

耀

堀
鴨

鴇
帽
鴨

田
耀

眠

'胱

自然

度コ
ード

9

OI

Ol

0且

0且

OI

01

0亘

of

0塵

of

of

0童

of

0量

01

01

0且

of

0且

of

0艮

of

of

of

OI

of

01

of

of

of

of

01

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

8

6

6

6

6

s

s

6

s

6

s

6

6

6

s

s

6

6

6

s

6

s

6

6

6

s

6

6

6

6

更

チェ7ク

ー植生

区分

0

O
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

変更

チヱック

ー鮮落

名

0

0

0

0

0
0

0

0
O
O

0
0

0



i
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植生
区分

大区
分コ
ード

sa

大区分

統一凡例(実)く32》

中区分

ス ・ヒノキ・サワラ

アカマツ植林

クロマツ植林

細区分 凡例名

スギ。ヒノキ・サワラ

アカマツ植林

クロマツ植林

詳落コ
ード

901038

90且03C

9010盒A

90且02A

部道府駐
名

三重県
兵庫県

和敏山県
鳥取県
島根県

歯島県
香川県

愛媛県
高知県
福岡県

長崎県
熊本県

大分県
宮崎県

鹿児島県
青森県

秋田県
山形県

富山県
沖縄県
青森県

岩手県
宮城県
秋田県

山形県
茨城県
栃木県

群馬県
東京都

神奈川県
新潟県
石川県

福井県
山梨県

岐阜県
静岡県

三重県
京都府

奈良県
和歌山県

鳥取県
島根県
山ロ県

香川県
愛媛県
福岡県

佐賀県
熊本県

大分県
宮崎県

鹿児島県
北海道
青森県

岩手県
宮城県

秋田県
山形県

茨城県
群馬県

東京郁
神奈川県

新潟県
富山県
石川県

山梨県
岐阜県

静岡県
愛知県
三重県

京都府
大阪府

兵庫県
奈良県
和歌山賦

島取県
局棍県

第2回第3回凡例名(経道府県表示)

ス ・ヒノキ 林

スギ・ヒノキ植 林

スギ・ヒノキ植 林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植 林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ・ヒノキ植林

スギ植林
スギ植林
スギ植林

スギ植林
スギ植林

アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林 ・

アカマツ植林
アカマツ植林

アカマツ植林
アカマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ櫃林

第5回

3次 メツ

シュ数

2096

959

2214

559

sas

644

3

2510

3255

657

769

2692

629

2417

sse

23皇

3472

1039

478

327

2143

ssz

159

127

754

1

10T

亘

5

215

24

5

439

275

460

32

3

say

440

z

4

z

12

23

407

237

13

z

且34

6

亘3

ll6

25

且54

44

5

9

37

9

is

26

32

337

13

z

41

23

3

25

16

盧92

旧植

生区

分

眠

-X

眠

自然
度コ
ード

6

6

6

s

6

s

6

s

6

6

6

6

s

6

6

6

s

6

6

6

6

s

6

s

s

6

s

6

s

6

s

6

s

6

6

s

s

s

s

6

s

s

6

6

s

6

s

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

s

s

6

6

6

6

6

6

s

6

6

6

6

6

6

6

6

s

更

チェ,ク

ー檀生

区分

更

チヱック

ー鮮落

名

0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0



i
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植生

区分

大区

分コ
ード

糾 地

大区分

統一凡例(案}〈33>

中区分

クロマツ

エゾマツ植林

トドマツ植林

アカエゾマツ植林
カラマツ植林

リュウキュウマツ植林

外国産樹種植林

細区分 凡例名

クロマツ植林

エゾマツ植林

トドマツ植林

アカエゾマツ植林
カラマツ植林

リュウキュウマツ植林

外国産樹種植林

詳落コ
ード

soiozn

901028

90109

90105

90且06

90200A

902018

90且00E

90108D

72800

82000

90300A

90600A

都道府県
名

山ロ県

徳品県
香川県

蛭媛凧
高知県
福岡県

佐賀県
長崎県

熊本県
宮崎県

鹿児島県
千葉県

北海道
北海道
秋田県

北海道
北海道

福島県
静岡県
熊本県

宵森県
岩手県
宮城県

秋田県
山形県

福島県
茨城県
栃木県

群馬県
埼玉県

東京都
神奈川県

新潟県
富山県
石川県

山梨鍛
長野県

岐阜県
静岡県

愛知県
京都府
兵庫鳳

鳥取県
島根県
岡山県

徳島県
愛媛県

宮崎県
東京都

鹿児島県
沖縄曝
茨城県

群馬県
山形県

北海道
岩手県

山形県
茨城県
岐阜県

徳島県
橿岡県

鹿児島貼
沖縄県

北海道
青森県
秋田県

山形県
隔島県

茨城県
埼玉県
千葉県

神奈川県
新配県

石川県
山梨県
野県

第2回第3回凡例名(都道府県表示1

クロマツ

クロマツ植林
クロマツ値林

クロマツ植林
クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
クロマツ植林

クロマツ植林
海岸砂丘地クロマツ樒林
エゾマツ植林

トドマツ植林
トドマツ植林
アカエゾマツ植林

落葉針葉樹植林

落葉針葉樹植林
落葉針葉樹植林
落葉針葉樹植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林

カラマツ植林
カラマツ植林
カラマツ植林

リユウキユウマツ林

リュウキュウマツ植林

リュウキュウマツ植林

ニセアカシア酵落
ニセアカシア群落

ニセアカシア河敷林

外国産針葉樹植林
外国産針葉樹植林

外国産針葉樹植林
外国産針葉樹植林
外国産針葉樹植林

外国産針葉樹植林
外国産針葉樹植林

外国産針葉樹植林
外国産針葉樹植林

外国産広葉樹植林
外国産広葉樹樒林
外国産広葉樹随林

外国産広葉樹植林
外国産広葉謝植林

外国産広葉樹植林
外国産広葉樹植林

外国産広葉樹植林
外国産広葉樹植林
外国産広葉樹植林

外国産広葉樹植林
外国産広葉樹随林
.外 舜豪広葉樹植林

第5回

3次 メッ

シュ数

24

4

n

亘

3

28

1

亘9

zs

329

25

33

6562

60亘

sosa

238

3

173

且680

60

1且2

93

L

144

676

23

13

z

29

15

1

466

2597

重32

s

且

4

且

z

u

z

i

6

zz

5

量62

8

1

且

3

3

37

5

1

9

旧植
生区

分

眠

眠

鴨

朕

眠

自然
度コ
ード

6

6

6

6

6

6

6

s

6

6

6

s

6

6

6

6

s

6

6

s

s

6

6

6

6

6

s

6

6

6

6

s

s

6

6

6

s

6

6

6

s

6

6

6

s

6

s

6

6

6

6

7

7

7

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

更

チニ7ク

ー植生

区分

0

0
0

'更

チェック

.群落

名

0

0

0
0
0

0

0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

O
0
0

0
0

0
0
0



●

i

刈
0

植生
区分

眠

大区
分コ
ード

大区分

統一凡例(実)〈34>

中区分

外国産樹

その他植林

細区分

ギンネム群落

凡例名

外国産樹種

ギンネム群落

その他植林

群落コ
ード

90600A

906000

90600D

90600E

sosooc

90600N

sosooi

70500

73400

90且00A

901008

901001

90且07C

90110F

90115H

90400A

904000

90400D

90400E

904018

soaoz

905QOA

都道府県
名

岡県

兵庫県
奈良県
和歌山県

山ロ県
香川県

福岡県
長崎県
熊本県

宮崎県
鹿児島県

沖縄県
東京都

千葉県
北海道

鹿児島県
沖縄県
東京都

鹿児島県
沖縄県
東京都

沖縄県
策京都

北海道
山形県

福島県
栃木県
静岡県

京都府
奈良県

千葉県
東京都

山梨県
長野県
静岡県

石川県
山梨県

秋田県
群馬県

静岡県
大阪府
奈良県

山ロ県
佐賀県
大分県

宮崎県
沖縄県
東京都

東京都
東京都

神奈川県
兵庫県

奈良県
幅岡県

長崎県
熊本県
宮崎県

鹿児島県
千葉県

神奈川県
佐賀県

鹿児島県
北海道

青森県
宮域県
秋田県

福島県
茨城県

群馬県
千葉県
東京都

神奈川県
新嶋県
石川県

山梨県
静岡県

第2回第3回 凡例名(都遵府県表示)

外国産 樹

外国酉広葉樹植林
外国産広葉樹植林
外国産広葉樹植林

外国産広葉樹植林
外国産広葉樹植林
外国産広葉樹檀林

外国産広葉樹植林
外国産広葉樹植林

外国産広葉樹植林
外国産広葉樹植林

外国産広葉樹植林
モクマオウ林
外国産樹種植林
ニセアカシア植林

モクマオウ植林
モクマオウ植林

ソウシジュ林
ソウシジュ植林

ソウシジュ植林
ギンネム群落

ギンネム群落
アカギ群落

常緑針秦樹植林
常緑針葉樹植林

常緑針葉樹植林
常緑針葉樹植林
繋緑針葉樹植林

常緑針葉樹植林
需繰針葉樹植林
マツ植林

イヌマキ植林

ウラジロモミ植林
ウラジロモミ植林
ウラジロモミ植林
ヒノキアスナロ植林

シラビソ植林

常縁広葉樹植林
常緑広葉樹植林

堂緑広葉樹植林
常緑広葉樹植林
常緑広葉樹植林

當緑広葉樹植林
常緑広葉樹植林
常緑広葉樹植林

欝緑広葉樹植林
常緑広葉樹植林
ガジュマル林

ツゲ植林
ヤブツバキ植林

クスノキ植林
クスノキ植林
クスノキ植林

クスノキ植林
クスノキ植林

クスノキ植林
クスノキ植林

クスノキ植林
マテバシイ植林

マテバシイ植林
マテパシイ植林

マテバシイ植林

落葉広葉樹植林

落葉広葉樹植林
落葉広葉樹植林
落葉広葉樹植林

落葉広葉樹植林
落葉広葉樹植林

落葉広葉樹植林
落葉広葉樹植林
落葉広葉樹植林

落葉広葉樹植林
落葉広葉樹植林

落葉広葉樹植林
落葉広葉樹植林
落 広 樹植林

第5回

3次 メッ

シ2数

2

z

且

za

1

2

3

監7

z

且且

560

239

且794

2

7

ii

i

262

8

且

塵3

72

zs

1

4

3

5

z

i

1

z

量8

ion

n

z

3

7

1

1

5

1

且

旧植

生区

分

瓜

眠

眠

眠

自然
度コ
ード

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

s

6

6

6

6

s

6

6

6

s

6

s

s

6

6

6

6

6

6

s

s

s

6

s

6

6

s

6

6

6

6

6

6

6

6

s

6

6

s

6

6

s

6

s

s

s

チニック

ー植生

区分

0

0
0

チニ7ク

ー群落

名

0
0

0
0

O
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
O

O
O
0

0
0

0
0
0

O
0

0
0

0
0

0
0
U

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
O
0

0
0

0
O

0
0
0

0



i
刈
一

植生
区分

統一凡例(寮}〈35>

大区
分コ
ード

54

55

大区分

竹林

中区分

その他

モウソウチク林

細区分 凡例名

その他

竹林

モウソウチク林

群 落コ
ード

90500A

905008

905000

90500D

90500E

sosooc

sosooi

90500)

90500K

90507E

90507H

91800

9童900

92000

92100

90700A

90700C

9070!8

都道尉県
名

京都府

兵罎県
奈良県
島根県

山ロ県
香川県

愛媛県
福岡県
佐賀県

熊本県
宮崎県

鹿児品県
沖縄県
千葉県

愛知県
和歌山県

愛媛県
大分県
奈良県

宮崎県
宮崎県

島根県
宮崎県
宮崎県

山梨県
宮崎県

東京都
東京都

東京都
東京都
宮城県

秋田県
福島県

茨城県
眸馬県
千葉県

東京都
神奈川県

新潟県
幅井県

山梨県
長野県
岐阜県

静圏県
愛知県
三重県

滋賀吼

京都府
大阪府

兵醸県
奈良県
和歌山貼

島根県
因山県
広島県

山口県
徳畠県

愛媛県
高知県
長崎県

熊本県
大分県

鹿児島県
沖縄吼
石川県

茨螂職
樹木県
埼玉県

富山県
石川県
福井桑
三電県

島取咀

島根県
徳島県
川県

第2回 第3回凡例名(都道府県表示1

落葉広葉樹
落爆広葉樹値林

落葉広葉樹値林
落葉広葉樹植林

落葉広秦樹植林
落葉広葉樹植林
落葉広葉樹植林

落葉広葉樹植林
蕗葉広葉樹植林

落葉広葉樹植林
落葉広葉樹樋林
落葉広葉樹植林

落葉広葉樹植林
クヌギ植林
クヌギ植林

クヌギ植林
クヌギ植林

クヌギ群落
サクラ植林
クヌギーコナラ植林

ケヤキ植林
落葉広葉樹

オオバヤシャブシ植林
オニグルミ植林

ヤマハンノキ植林
ケヤマハンノキ植林
テリハボク林

オオハマポウ林
ビロウ植林
マルバアキグミ植林

竹林

竹林
竹林

竹林
竹林
竹林

竹林
竹林

竹林
竹林

竹林
竹林
竹林

竹林
竹林

竹林
竹林

竹林
竹林

竹林
竹林
竹林

竹林
竹林
竹林

竹林
竹林

竹林
竹林
竹林

竹林
竹林

竹林
竹林
モウソウチク植林

モウソウチク林
モウソウチク林

モウソウチク林
モウソウチク林
モウソウチク林

モウソウチク林
モウソウチク林

モウソウチク林
モウソウチク林

モウソウチク林
モ ソウチク

第5回

3次 メッ

シュ数

z

z

3

6

且2

1

43

179

z

且

6

且

z

z

且

13

z

3

6

3

3

3

3

且3

5

2

且2

32

12

11

2

且

4

且

28

4

且

3

u

31

t

3

3

z

7

量7

Il

8

37

8

旧槌
生区

分

朕

眠

自然
度コ
ード

6

s

6

6

s

6

6

6

s

6

6

6

s

6

6

6

s

6

s

s

s

6

6

6

s

6

6

6

6

6

T

7

7

7

7

7

7

z

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

i

t

7

7

7

7

7

t

t

t

7

7

7

z

7

7

7

7

7

変更

チニック

,樒生

区分

更

チヱワク

ー群落

名

0
0

O
0

0
O

0
0

0
0
0

0
0
0

O
0

0
0

0
0
0

O
O

0
0

0
0
0

0
0

0



i
刈
cv

植生

区分

統一凡例(寮)<36>

大区

分コ
ード

ss

ss

大区分

牧草地・ゴルフ場・芝地

中区分

モウソウチク

マダケ・ハチク林

ホウライチク・ホテイチク林

ゴルフ場。芝地

細区分 凡例名

モウソウチク林

マダケ・ハチク林

ホウライチク・ホテイチク林

牧草地・ゴルフ場・芝地

ゴルフ場・芝地

群落コ
ード

9070置B

90700E

90702D

JO400A

704001

70400)

704011

9豆50㏄

9且500D

91500E

915006

9盈500卜1

915001

91500K

91500E

9且500N

915000

9150置M

9且500E

91500J

9L50置B

都道府県

名

媛県

福岡県
佐賀県

長崎県
宮崎県
鹿児島県

山形県
茨城県
埼玉県

島根県
香川県

福岡県
佐賀県

長崎県
宮崎県

沖縄県
宮崎県
宮崎県

宮崎県
宮崎県

宮崎県
宮崎県

埼玉県
東京都
神奈川県

静岡県
三量県

兵底県
高知県

沖縄県
青森県
島取県

滋賀県
山形県
北海道

新嶋県
岩手県

福島県
茨城県

岐阜県
沖縄県
群馬県

奈良県
山ロ県
長崎県

和歌山県
長崎県

北海道
宮城県

茨城県
筋木県
埼玉県

千葉県
神奈川県

新潟県
窟山県
石川凧

福井県
岐阜県

静岡県
愛知県

滋賀県
大阪府

兵庫県
和歌山県

島根県
岡山県
広島県

徳島県
香川県

愛媛県
喬知県
幅岡県

佐賀県
熊本県
宮崎県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示}

モウソウチク林
モウソウチク林

モウソウチク林
モウソウチク林
モウソウチク林

モウソウチク林
マダケ林
マダケ・ハチク林

マダケ・ハチク林

マダケ・ハチク林

マダケ・ハチク林

マダケ・ハチク林

マダケ・ハチク林

マダケ・ハチク林

マダケ・ハチク林

ササ・タケ群落

ササ・タケ群落
ホウライチクーゴキダケ群落

ホウライチク群落
ホウライチク林
ホテイチク群落

ホテイチク林

人工草地
人工草地
人工草地

人工草地
人工草地

人工草地
人工草地
人工草地

牧草地,ゴルフ場,飛行場
牧草地,ゴルフ場,飛行場

牧草地,人 工草地
牧草地,ゴ ルフ場,ス キー場

飛行場

牧草地,飛 行場
牧草地,ゴルフ場

牧草地,ゴルフ場
牧草地,ゴルフ場

牧草地,ゴルフ場
牧草地,ゴルフ場
牧草地,ゴルフ場,採 草地

人工草地,ゴルフ場
牧草地,ゴルフ場,飛 行場,採箪地
ゴルフ場,飛 行場
ゴルフ場,公園芝地,シバーチドメグサ群集

ゴルフ場,飛行場の芝地
ゴルフ場
=fルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場

ゴルフ場
ゴルフ場
ゴルフ場
ゴルフ場

第5回

3次 メ7

シュ数

42

iz

z

且0

93

2

9

i

且

z

1

且

1

z

32

且3

56

61

73

4

且9

255

43

5

52

20

且9

335

69

65

44

38

79

17

zs

B

13

9

145

52

且04

89

亘0豊

18

21

8

29

15

so

且1

44

34

27

32

3

z

39

29

3

18

8

8

30

量2

25

15

旧植
生区

分

田

田

眠

自然

度コ
ード

7

7

7

7

7

7

T

7

7

7

7

7

7

7

t

5

5

5

5

7

5

7

z

2

z

2

s

z

z

2

z

z

2

z

z

z

z

z

z

z

z

2

2

z

z

z

z

2

z

z

z

z

z

2

z

z

s

z

z

z

2

2

z

2

z

z

z

z

z

z

x

z

z

z

z

z

更

チニ7ク

.植生

区分

0
0

0
0

0
0

更

チェ7ク

ー群 落

名

0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
O

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
O
0

O
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
O
0

0
0

0
0
0

0
0

O
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
O

0
0



i
刈
◎Q

植生
区分

統一凡例(案}<37>

大区
分コ
ード

ss

5T

大区分

地・ゴルフ場 ・ 地

緋作地

中区分

草地

路傍・空地雑草鮮奮

細区分

クズーカナムグラ群落

セイタカアワダチソウ群落

凡例名

牧草地

路傍・空地雑草群落

クズーカナムグラ群落

セイタカアワダチソウ群落

群落コ
ード

5且200

9且500A

52且00

70900A

709UON

709001

703ttDJ

75640

91400D

70901B

7agU2C

部道府県
名

嵩県
静岡県
北潟道

青森県
宮域県

秋田県
榔島県

茨城県
弼木県

群馬県
千葉県
神奈川県

新潟県
密山県
石川県

福井県
山梨県

長野県
岐早県

愛知県
京都府
大阪府

奈良県
島恨県

岡山県
広島県
山ロ県

徳島県
香川県

愛媛県
福岡県

佐賀県
長崎県
熊本県

大分県
宮崎県

鹿児島県
北海道
酢馬県

埼玉県
千葉県

東京都
神奈川県
石川県

山梨県
岐阜吼

静岡県
奈良県
山口県

徳島県

愛媛県
高知県
福岡県

宮崎県
麗児島県

沖縄県
東京都
宮崎県

官崎県
宮崎県

北海道
東京締
茨城県

紳奈川県
蛭知;恥

滋賃県
奈良県
山ロ県

禍圓県
茨域県

神奈川賦
嚢知;恥
滋賀県

山ロ鼠
橦圓県

宮崎県

第2回 第3回凡例名(都道府県表示)

ナガハ サ群

ナガバグサ群落

牧草地
牧草地
牧草地

牧草地
牧草地

牧華地
牧草地

牧草地
牧草地

牧草地
牧箪地
牧草地

牧箪地
牧草地

牧草地
牧箪地
牧草地

牧草地
牧草地
牧草地

牧草地
牧草地

牧草地
牧草地
牧草地

牧草地
牧草地

牧草地
牧草地

牧草地
牧草地
牧草地

牧草地
牧草地

牧草地
種々草原

路傍羅草群落
路傍雑草群落
路傍羅草群落

路傍雑草群落
略傍雑草群蕩
路傍雑草群落

略傍雑草群落
路傍雑草群落

路傍雑草群落
路傍雄草群落

路傍雑草群落
路傍雄草群落

路傍雑草群落
路傍雑草群落
路傍雄草群落

路傍雑草群落
蹟傍難草群落

路傍雑草鮮落
空地・埋立地槌物群落

踏跡群落
踏跡群落・路{野雄草群落
崩墳地・のり面草本穂生

繍作放棄地雑草群落
耕作放棄地鮭草群落
クズーカナムグラ群落

クズーカナムグラ群落
クズーカナムグラ群傷
クズーカナムグラ群菖

クズーカナムグラ群落
クズーカナムグラ群落

クズーカナムグラ群落
セイダカアワダチソウ群蕩
セイダカアワダチソウ酵陪

セイダカアワダチソウ群落
セイダカアワダチソウ群繕

セイダカアワダチソウ群落
セイダカアワダチソウ群落

セイダカアワダチソウ酵幕

第5回

3次 メワ

シュ数

4

1

7272

23

56

Ioo

33

4

44

且8

24

6

zi

5

且6

5

z2

95

12

4

z7

3

zs

36

亘3

2且

8

16

26

且0

5

78

55

iz

78

141

8

zs

94

30

3

3

12

5

6

且1

且0

6

1

i

5

7

i

328

z

i

皇

1

置

9

3

量8

旧植

生区

分

v

V

IX

V

田

田

田

田
田

田

珊

田

w

、n

、咀

粗
、η

田

棚
、皿

粗
棚

w

田

自撚
度コ
ード

4

4

2

2

z

2

2

z

z

z

z

2

z

z

2

z

z

z

2

z

z

z

z

z

z

z

z

2

z

z

z

z

z

z

z

2

z

5

4

4

9

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

9

4

4

4

9

z

z

z

5

4

4

9

4

4

9

4

4

9

2

z

z

z

z

z

2

変更

チェック

,植生
区分

0
0

0

0
0

O
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0

0
O

0
0

O
0
0

0
0

0
0

0
0
0

浬

チェワク

.群落
名

O
0

0

0
O

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0

O
0

0
0

0
0
0



i

刈
斜

植生
区分

大区
分コ
ード

57 地

大区分

統一 凡例(案)<38>

中区分

・空地雑

果樹園

細区分

セイタカアワ チソウ群

オオアワダチソウーオオハンゴンソウ群落
ヨモギ群落

オニチカラシバ群落
モンパノキーコトブキギク群落

凡例名

セイタカアワ チソウ 落

オオアワダチソウーオオハンゴンソウ群落
ヨモギ群落

オニチカラシバ群落
モンパノキーコトブキギク群落

果樹園

群落コ
ード

70902C

515QD

70903D

740W

74300

sosoo

90900A

都道尉県
名

児島県
北海道

茨城県
神奈川県

静岡県
滋賀県
鳥取県

鹿児島県
東京都

東京都
茨城県
栃木県

埼玉県
千葉県

東京都
神奈川県
福井県

山梨県
岐阜県

静岡県
愛知県
三重県

京都府
大阪府

兵庫県
奈良県

和歌山県
島根県

岡山県
広島県
山ロ県

徳島県
香川県

愛媛県
高知県
福岡県

佐賀県
長崎県

熊本県
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県

北海道
青森県
岩手県

宮城県
秋田県

山形県
幅島県

茨城県
栃木県
群馬県

埼玉県
千葉県

東京都
神奈川県

新潟県
富由県
石川県

福井県
山梨県

長野県
岐阜県

静岡県
愛知県
三重県

滋賀県
京都府

大阪府
兵晦県

奈良県
和歌山県

鳥取県
島搬県
図山県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示}

セイ カアワ チソウ

オオアワダチソウーオオハンゴンソウ群落
ヨモギ群落
ヨモギ群落

ヨモギ群落
ヨモギ群落

ヨモギ群落
ヨモギ群落

オニチカラシバ群落
コトブキギクーモンパノキ群落

常緑果樹園
常緑果樹囲

常緑果樹園
常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園

常繰果樹園
常緑果樹園
常繰果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
犠緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園

常緑果樹園
常緑果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落藁果樹園
落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
蕩葉果樹園

第5回

3次 メッ

シュ数

z

4

s

3

1

且

21

且

ss

1

5

308

50

48

42

iz

9

zsi

8

13

亘21

73

78

91

416

23

.且60

184

233

250

219

60

79

5

67

359

40

23

49

艮68

127

40

置5

zi

9

15

3

s

zs

3

29

4

150

ITI

29

1

24

3

4

10

24

14

30

51

ao

16

58

旧植

生区

分

V

w

N

瑚

自然

度コ
ード

2

s

9

4

4

4

4

4

9

5

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

チェ,ク

ー植生

区分

0
0

0
0

0
0

0
0
O

O

更

チヱ,ク

.群落

名

0

0
0
0

0
0

O
O
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
O
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
O

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
O

0
0

0
0

0
0



i

刈
cn

植生
区分

大区
分コ
ード

57 地

大区分

統一凡例(案)〈39>

中区分

果樹園

「

畑地雑草群落

細区分 凡例名

果樹園

畑地雑草群落

群落コ
ード

90900A

90900D

91000

9(0008

9且且oo

都道府県

名

広島県

山ロ県
徳局県

香川駐
愛媛県
高知県

禍岡凧
佐賀県

熊本県
宮崎県
長崎県

宮城県
秋田県

山形県
隔島県

茨城県
栃木県
詳馬県

埼玉県
東京都

神奈川県
新潟県
石川県

山梨県
岐阜県

静岡県
愛知県
三璽県

滋賃県
京都府
兵庫県

奈良県
和歌山県

鳥取県
島根県

徳島県
香川県

愛媛県
商知県
佐貿県

長崎県
熊本県

大分県
宮崎県

沖縄県
埼玉県
千葉県

滋賀県
幅岡県

宮崎鍛
鹿児島県
茨城県

詳馬吼
埼玉県

東京都
伸奈川県
石川県

福井県
山梨県

長野県
岐阜県

静岡県
受知県
三重県

滋賀県
京都肩

兵庫県
奈良県

杓歌山県
島椴県

山口県
衝島県
香川県

愛媛県
高知県
幅岡県

第2回第3回凡例名(都道府凧表示)

落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹図
落葉果樹園

落葉果樹園
落葉果樹園
落葉果樹園

落葉果樹園
蕗葉果樹園・ハゼノキ植裁

桑園
桑園

桑園
桑園

桑園
桑園
桑園

桑園
桑園

桑園
桑園
桑園

桑園
桑園

桑園
桑園
桑園

桑園
桑園
桑園

桑園
桑園

桑園
桑園

桑園
桑園

桑園
桑園

桑園
桑園
桑園

桑園
桑園

桑園
桑畑'

桑畑

桑畑
桑姻

桑畑
桑畑
薬畑

蕨姻
茶姻

茶畑
茶畑
茶畑

茶畑
茶畑

斎姻
茶姻

茶姻
茶畑

畑
茶姻
茶畑

茶姻
茶畑

茶姻
茶姻

茶蜘
莱姻
茶遡

茶姻
薬姻
茶姻

第5回

3次 メッ

シュ数

8

s

9

23

is

1

73

8

zz

量9

24

7置

2置9

30

zs

320

45

10

u

2

置35

1且

且塵

且2

3

12

z

i

1

1

9

IS

且

4

7

亘

9

22

19

艮

重

猛67

1

i

7

塞6

1

i

5

7

16

223

4

59

8

20

10

1

z

5

4

且3

8

旧植
生区

分

朕

眠

眠

自然

度コ
ード

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

9

3

3

3

3

3

更

チェ,ク

ー植 生

区分

更

チェック

.群落

名

0
0

0
0

O
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
O

0
0

0
0
0

0
O

0
O

0
O
0

0
0

O
0
O



i
刈
①

植生

区分

大区

分コ
ード

57 地

大区分

煩壇雑

中区分 緬区分

統一凡例(案)〈40》

畑地雑草鮮落

凡例名
群落コ
ー ド

91100

911008

91200

9亘300A

都道府県
名

佐賀県
長崎県

熊本鼠
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県

島椴県
大分県

北海道
青森県
秋田県

山形県
茨城県

筋木県
埼玉県

千葉県
東京都
神奈川県

新潟県
富山県
石川県

三重県
滋賀県

大阪府
和歌山県

鳥取県
島恨県

山ロ県
徳島県
香川県

高知県
福岡県

宮崎県
沖縄県

青森県
岩手県
宮城県

秋田県
福島県

茨城県
群馬県
埼玉県

千葉県
東京都
神奈川県

新潟県
富山県
石川県

幅井県
山梨県

長野県

岐阜県
静岡県

愛知県
三重県

滋賀県

京都府
大阪府

兵庫県
奈良県

和歌山県
島根県
岡山県

広島県
山ロ県

徳島県
香川県

愛媛県
高知県
福岡県

佐賀県
畏崎県

熊本県
大分県
宮 県

第2回第3回凡例名〔部道府賦表示)

茶蜘
茶畑

茶畑
茶畑
茶畑

茶畑
茶畑

茶園
茶園

苗圃
苗圃

苗圃
苗園

苗圃
苗圃
苗圃

苗圃
苗圃

苗圃
苗圃
苗圃

苗圃
苗圃
苗圃

苗圃
苗圃

苗圃
苗圃

苗圃
苗圃
苗圃

苗圃
苗圃

苗圃
苗圃
畑地雑草群落

畑地雑草群落
畑地雑草群落

畑地雑草群落
畑地維草群落

畑地雑箪群落
畑地雑草群落
畑地雑草群落

畑地維草群落
畑地雑草群落
畑地雑草群落

畑地雑草群落.
畑地雑草群落

畑地雑草群落
姻地雑草群落
畑地雑草群落

畑地雑草群落
畑地雑草群落

煩地雑草群落
畑地雑草群落

畑地雑草群落
畑地雑草群落
畑地雑草群落

畑地雑草群落
畑地雑草群落

畑地雑草群落
畑地雑草群落

畑地雑草群落
畑地雑草群落

畑地鮭草群落
畑地雑箪群落

畑地雑草群落
畑地雑草群落

姻地雄草群落
畑地雑草群落
姻地雑草群落

畑地雑草群落
姻地雑草群落

姻地雑草群落
畑地雑草群落
姻地雑 群落

第5回

3次 メ7

シュ数

且5

5

s

z

12

62

3

14

3

3

z

4

z7

16

且2

亘

1

且5

5

i

23

z

515

1033

300

205

564

1且67

sos

323

653

sa

124

238

31

30

29

98

671

98

258

334

120

6

29

6

35

24

3亘

46

zzs

璽82

35

且33

33

178

婁28

2且

33

368

460

且64

449

旧植

生区
分

朕

朕

朕

朕

自然

度コ
ード

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

z

z

z

z

z

z

2

z

z

z

z

z

2

2

2

z

z

z

z

z

2

z

z

z

z

2

z

z

z

z

z

z

z

z

2

2

z

z

z

z

更

チェ7ク

.植 生

区分

更

チニック

ー詳落

名

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

O
O

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
O

O
O

0
0
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刈
→

植生
区分

大区
分コ
ード

57 地

大区分

統一凡例(案)〈41>

中区分

畑地雑草群蕗

水田雑草群落

細区分

アオノリュウゼツラン群落

サイザルアサ群落

凡例名

畑地雑 群落

アオノリュウゼツラン群落

サイザルアサ群落

水田雑草群落

鮮落コ
ード

91300A

9匿300B

91300D

91400A

9且400B

91400E

914006

73700

74400

91600A

都道府県
名

児勘県
沖縄蛾
北海道

山形県
茨城県

栃木県
石川県
滋賀県

鳥取県
島恨県

癌岡県
茨城県
東京都

茨城県
栃木県

埼玉県
千葉県

東京都
三重県
沖縄県

群馬県
神奈川県

新混県
富山県
石川県

山梨県
岐阜県

静岡県
愛知県

滋賀県
島根県
山口県

癌岡県
佐叙凧
長崎貼

宮崎県
鹿児昂県

山形県
千葉県

東京部
東京都

冑森県
岩手県
宮城県

秋田県
幅島県

茨城県
群馬県
埼玉県

千葉累
東京邸

神奈川県
新潟県

富山県
石川県
山梨県

長野県
岐阜県

静岡県
愛知県
三重県

滋叙県
京都府

大阪府
兵庫県

奈良県
和歌山県

島恨県
岡山県
広島県

山ロ県
徳島県

香川県
愛媛県
高知県

糊岡県

第2回第3回 凡例名(都道府県表示)

畑地雑草群落

姻地雑草群落
姻地

姻地
姻地
畑地

畑地
畑地

畑地
畑地

畑地
耕作畑雑草群落

耕作畑雑草群落
休耕畑地雑草群落
休耕畑地雑草群落

休耕畑地雑草群落
休耕畑地雑草群落

休耕畑地雑草群落
休耕畑地雑草群落
休耕畑地雑草群落
ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落
ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落
ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落
ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落
ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落
ヒメムカシヨモギ ーオオアレチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク詳落
ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク鮮落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落
ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

休耕畑地
オオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群落
アオノリュウゼツラン群落

サイザルアサ群落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草:群落

水田雑草群落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草鮮落
水田雑箪群落

水田雑草群落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草群落
水田雑草群踏

水田雑草詳落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草群落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草群落

水田雑草群蕗
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草群落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草腓落

水田雑草鮮落
水田雑箪群落
水田雑離群落

水田雑な群落

第5回

3次 メ7

シュ数

1231

578

sari

154

z

383

餌
7

且06

zs

25

1

1

9

1

5

z

6

且

亘9

8

3

累

且

4

且

zz

z

13

z

5

1180

量754

量664

isle

1652

1263

464

822

1248

且且

119

25墓8

95重

322

且7且

1093

803

6置7

981

177

359

487

275

1426

347

zo7

529

1174

115且

784

⑩4
454

5量7

4D7

979

1日植

生区
分

IX

自然

度コ
ード

z

z

z

2

z

z

z

z

2

z

2

z

z

4

4

4

4

4

4

4

9

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

9

4

4

4

5

5

z

z

z

z

z

2

2

z

z

2

z

z

z

2

z

2

2

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

更

チ∫7ク

ー植 生

区分

0

0

変 更

チニヲク

.醇落

名

0

0
0
0

0
0

0
O

O
O
0

0
0
0

0
0

0
O

O
0
0

0
O

0
0
0

0
O
0

O
0

0
0

0
0
O

O



i

刈
◎o

統一凡例(案}〈42>

植生
区分

X

大区
分コ
ード

57

58

大区分

地

市街地等

中区分

田雑

水田放棄雑草詳落

市街地

細区分 凡例名

水田雑

水田放棄雑草群落

市街地

醇 落コ
ード

91600A

9161mB

9且700A

917008

917000

AO100

70900E

AO鳳00A

都道府県
名

県
長崎県

熊本県
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県

北海道
山形県
栃木県

石川県
福井県

滋賀県

鳥取県
島搬県
青森県
幅島県

茨城県
樹木県

埼玉県
千葉県
東京都

神奈川県
新潟県

石川県
山梨県

長野県
岐阜県
静岡県

愛知県
三重県

滋賀県
京都府
大阪府

兵庫県
奈良県

和歌山県
島根県

山ロ県
香川県

福岡県
長崎県
富崎県

鹿児島県
沖縄県

山形県
滋賀県
東京都

埼玉県
静岡県
北海道

青森県
岩手県

宮城県
秋田県

山形県
福島県

茨城県
栃木県

群馬県
埼玉県
千葉県

東京都
神奈川県

新潟県
富山県
石川県

福井県
山梨県

長野県
岐阜県

静岡県
愛知県
三重鼠

滋賀県
京

第2回第3回凡例名(郡道府鼠表示)

田雑
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草群落
水田雑草群落

水田雑草群落
水田雑草群落
水田

水田
水田

水田
水田

水田
水田

水田
休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑革眸落
休耕田雑箪群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落
休耕田雑草:昨落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草酵落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕岡雑草酵落
休耕田雑草群落
休耕田雑草群落

休耕田雑草群落
休耕田雑草群落
休耕田

休耕田
ヨシ群落

市街地
ミノポロスゲーオオパコ群落

市街地

市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地
市街地

第5回
3次 メッ

シュ数

sso

418

loss

soz

549

59且

6

2955

1411

置383

352

636

367

価
27量

15

3

z

36

3且

i

3

2

5

9

i

且

9

3

18

9

3

3

5

4

且

2

7

z

z

1

1

531

3且2

219

463

2!5

53

283

254

z7z

5重

447

386

7置8

7n

246

138

29

174

149

203

412

446

脚
zs3

204

272

旧檀

生区
分

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

x

x

X

X

X

X

X

自然

度コ
ード

2

2

2

z

x

2

z

z

z

z

2

z

z

2

z

9

4

9

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

9

4

4

4

4

4

4

4

9

4

4

4

4

4

4

1

2

i

i

且

且

且

i

1

1

豊

!

i

i

1

i

且

1

1

且

且

且

亘

且

i

i

i

i

更

チヱ,ク

ー植 生

区

0

チニ,ク

ー群落

名

O
0
0

0
0

0
0
0

0
O

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0
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刈
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植生
区分

X

大区

分コ
ード

58
曽地等

大区分

街地

中区分 細区分

統一 凡例{案)〈43>

街地

凡例名
群落コ
ード

AOIOOA

AO1008

AO200A

AOZOOE

AO200F

noaaac

AO200H

AO2001

都道府県

名

大阪府

兵庫県
奈良;職

和歌山県
鳥取県

励根県
岡山県
広島県

山ロ県
徳勘鯖

香川県
愛媛県

高知県
福岡県
佐賀県

長崎県
熊本県
大分県

宮崎県
鹿児島県

沖縄県
康京都

北海道
青森県
秋田県

福島県
茨城県

栃木県
群馬県
埼玉県

千葉県
東京都

神奈川県
新属県
富山眠

石川県
播井県

山梨県
長野県

岐阜眠
静岡県

愛知県
三重県
滋賀県

京都府
大阪府

兵庫購
奈良県
和歌山県

鳥取県
島楓県

岡山県
広島県

衝島県
香川県
高知県

橿岡県
佐賀県

長崎県
熊本県
大分県

官崎県
鹿児島県

山形県
青恋県

島取県
山ロ県

愛媛県
長崎県
沖縄眠

詳禺県
埼玉県

奈良県
山ロ照
楊木県
山彫県

第2回第3回凡例名(都道府曝表示)

街地

市街地
市街地

市街地
布街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
市街地
市街地

市街地
市街地

市街地
輿落

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地
縁の多い住宅地

緑の多い住宅地
縁の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
縁の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

縁の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

縁の多い住宅地
緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地
縁の多い住宅地
縁の多い住宅地

縁の多い住宅地
緑の多い住宅地

緑の多い住宅地,公園,樹 宛等
縁の多い住宅地,公園,墓 地

縁の多い住宅地,公園,墓 地
縁の多い住宅地,公園,墓 地
縁の多い住宅塊,公園,墓 地

縁の多い住宅地,公園,墓 地
録の多い住宅塘,公園,薦 地

縁の多い住宅塊,公園,墓 塊等
縁の多い住宅埴。公園,墓 地等

縁の多い住宅壊,公園,墓 地等
縁の多い住宅地,公固,墓 地等
縁の多い住宅塊,公園,運 動公国,研 究所,墓地等

縁の い 宅塊 公 嘱地

第5回

3次 メッ

シュ数

獅
407

量76

izs

31

50

143

160

且55

且0

且48

Biz

44

378

38

22亘

zss

量62

71

245

量66

1

79量

37

87

且31

336

且

zs

se

27s

且35

55

439

41

2監5

IS

3

269

且47

78

23

67

5墓

29

zs

且60

且

47

ss

120

136

98

70

且4

49

242

128

s

42

77

168

畑
33

71

46

136

83

33

z

zss

95

7

6聖

ss

256

旧植

生区
分

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

x

x

X

X

X

x

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

x

x

X

x

X

X

X

X

x

X

x

x

x

x

x

x

X

x

自然

度コ
ード

1

1

i

!

1

1

1

1

1

i

i

1

】

i

1

1

1

1

且

且

且

1

z

z

z

z

z

2

2

z

z

z

2

z

z

z

z

z

2

z

z

z

2

z

z

2

z

z

z

z

2

z

z

z

z

2

z

x

z

z

z

z

x

2

z

z

2

z

2

z

2

z

z

z

z

x

チニ7ク

ー植生

区

更

チニック

ー群落

名

0

0
0

0
O
0

O
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
O

0
O
0

0
0

0
0

0
0
O

0
0

0
O

0
0

0
O
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0



i

◎0
0

檀生
区分

X

大区

分コ
ード

58 地

大区分

統一凡例(案)〈 弱 〉

中区分

植栽あるいは痩存樹群をもった公園,墓

塩等

工場均帯

造成地

細区分 凡例名

街地

植栽あるいは残存樹詳をもった公園,墓地等

工場地帯

ぐ

造成地

群 落コ
ード

AO200」

A1000

AO200B

AO2000

AO200D

AO300

AO3006

AO3000

AO400A

都道府県

名

沖縄県

東京都
新潟県
富山県

茨城県
岡山県
福岡県

佐賀県
長崎県

宮崎県
埼玉県

東京都
岐阜県
大阪府

和歌山県
香川県

福岡県
佐賀県

愛媛県
北海道
青森県

秋田県
山形県

掴島県
茨城県
棚木県

群馬県
埼玉県

千葉県
東京都
神奈川県

新潟県

富山県
石川県
福井県

山梨県
岐阜県

静岡県
愛知県
三璽県

滋賀県
京都府
大阪府

兵庫県
奈良県

和歌山県
鳥取県
島根県

岡山県
広島県

山ロ県
徳島県

香川県
愛媛県

高知県
幅岡県
佐賀県

畏崎県
大分県

宮崎県
鹿児島県

沖縄県
熊本県

徳島県
宮崎県
北海道

岩手県
宮城県

秋田県
山形県
福島県

茨賊県
栃木県

群馬県
埼玉県
千 県

第2回 第3回凡例名(都道府県表示)

緑の い住宅地,墓地,公 園等
広いコンクリート地

広いコンクリート地

広いコンクリート地

公園,墓地

公園,墓地
公園,墓地

公園,墓地
公園,基地

公園,墓地
公園,茎地等

公園,塾地等
公園,蔓地等
公園,墓地等

公園,基地等
公園,墓地等

公園,墓 地等
公園,基 地等

公園
工場地帯
工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工場地箭
工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

:L場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯
工場地箭

工場地帯
工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯
工場地帯

工場地帯
工場地帯

工業地帯
工場

工場
造成地

造成地
造成地

造成地
造成地

造成地
造成地
造成地

造成地
造成地
造成地

第5回

3次 メ7

シュ数

4

塁5

7

1

z

3

2

3

7

IS

1

且2

4

且

且05

3

i

174

iz

33

zi

zs

67

53

27

62

93

38

Los

9

23

6

ll

3

iz

29

且26

34

26

is

97

89

7

豊3

z

n

40

37

52

z

22

35

6

so

3

且3

16

4

3

5

s

3

9

295

43

47

47

45

89

且03

且且

璽3

IS

121

旧植
生区

分

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

x

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

x

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

自然
度コ
ード

z

i

量

墓

2

z

z

2

z

z

z

z

z

z

z

z

z

z

2

i

置

1

1

i

且

1

豊

1

1

1

且

且

i

1

i

1

1

1

1

1

1

且

且

且

1

1

1

i

1

i

且

1

1

亘

1

1

i

1

1

量

且

且

1

1

1

1

1

1

且

且

1

!

1

1

且

書

更

チ;7ク

ー植 生

区分

更

チニ,ク

ー群落

名

0
0

0
0

0
O

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0

0

0
0

1



i

◎◎
一

植生
区分

X

大区

分コ
ード

sa

亀

塊

大区分

統一凡例(案)<45>

中区分

'地

干拓嬉

細区分 凡例名

造成地

干拓地

群落コ
ード

AO400A

AO400E

AO4000

AO400H

AO400J
AO400K

AO400L

AO402C

AO403D

AO4031

AO900

AO500

都道府県
名

東京都
神奈川県

新偶鳳
富山県
石川県

福井県
長野県

岐阜県
静岡県

餐知県
三重梨
滋貿県

京都府
大阪府
兵庫県

奈良県
和歌山県

島根県
岡山県
広島県

山ロ県
徳島県

香川県
愛媛県

高知県
福岡県
佐賀県

長崎県
熊本県

大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県
青森県

埼玉県
鳥取県
宮崎県

沖縄県
栃木県

香川県
青森県

香川県
茨城県

奈良県
山梨県

静岡県
幅岡県
長崎県

茨城県
埼玉県
石川県

和歌山県

岡山県
広島県
香川県

幅剛 恥
佐賀県
長崎県

宮崎県
幅岡県
兵確県

岡山県
愛媛県

福島県
千葉県
石川鳳

愛知県

島根県
岡山県

山ロ県
香川県
橿岡県

佐賀県
長崎県

熊本県
大 県

第2回第3回 凡例名(都遊府県表示)

9地

造成地

造成地
造成地

造成地
造成地
造成地

造成地
造成地

造成地
造成地

造成地
造成地
造成地

造成地
造成地
造成地

造成地
造成地
造成地

造成地
造成地

造成地
造成地

造成地
造成地
造成地

造成地
造成地

造成地
造成地

造成地
造成地
造成地,採 石場

造成地,採 石場
造成地,採 石場

造成地,採 石場
造成地,採 石場
造成地,採 石場,人為裸地

造成地,採石場,人為裸地
造成地,採石場,人為裸地,焼 跡

造成地,採石場,人為裸地,焼跡
造成地,ポタ山,採石場

遣成地,採石地
造成地,裸地

造成地,裸地
ボタ山

ポタ山

採石場
採石場

採石場
採石場

採石場
採石場
採石場

採石場
採石場
採石場

採石場
採石地

廃塩田
廃塩田
廃塩田

干拓地
干拓地

干拓地
干柘地

干拓地
干拓地

干拓地
干拓地

干拓地
干拓地

干拓地
干拓地
干拓地

第5回

3次 メフ

シュ数

98

42

81

24

33

8

22

40

43

50

8且

40

zs

57

izi

3

25

28

33

59

4塵

33

30

io

畳8

se

8

29

zs

3且

8

35

且4

!

9

20

13

8

36

1

63

1

31

22

40

i

9

5

4

3

4

3

且

匿2

2

6

鼠

8

z

4

1

38

5

3

1

璽

is

3

z

9

旧植

生区
分

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

x

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

x

自然

度コ
ード

亘

1

i

i

且

且

聾

1

1

i

且

1

且

旦

量

1

量

1

1

i

且

1

且

1

且

i

監

i

i

且

取

且

1

且

1

1

1

且

且

且

1

i

i

且

且

1

i

i

i

且

1

1

童

1

且

1

1

置

1

1

1

1

且

1

i

且

1

i

且

1

i

且

1

且

i

蓋

更

チェック

ー植生

区分

更

チェック

ー群落

名

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
O
0

0
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植生
区分

X

大区

分コ
ード

58 街地

大区分

干 地

開放水域

自然裸地

中区分 細区分

統一凡例(案)〈46>

干 地

開放ホ域

自然裸地

凡例名

a

群落コ
ード

AO500

AO600A

AO6000

AO700

都道府購
名

県
鹿児島県

沖縄県
北海道

冑森県
岩手県
宮城県

秋田県
山形県

福島県
茨城県
栃木県

群馬県
埼玉県
千葉県

東京都
神奈川県

新湯県
富山県

石川県
福井県

山梨県
長野県

岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

滋賀県

京都府
大阪府
兵庫県

奈良県
和歌山県

鳥取県
島根県
岡山県

広島県
山ロ県

徳島県
香川県

愛媛県
高知県
福岡県

佐賀県
長崎県

熊本県
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県

北海道
青森県
宮城県

秋田県
茨城県

栃木県
埼玉県

静岡県
愛知県
京都府

徳島県
大分県

北海道
青森県

秋田県
山形県

福島県
茨城県
栃木県

群馬県
埼玉県

千葉県
東京都
神奈川県

新潟県
山県

第2回 第3回凡例名(都道府眼表示)

干 地
干拓地

干拓地
開放水域
園放水域

圃放水域
開放水域

開放水域
関放水城
開放水域

開放水城
開放水城

開放水域
開放水域

開敏水域
開放水域
開放水域

開放水域
開放水域

関放水城
開放水域

開放水域
開放水域

関放水域
開放水城
開放水域

関放水域
開放水域

開放水域
開放水域
開放水域

開放水域
開放水域
開放水域

開放水域
開放水城

関放水域
開放水域

開放水域
開放水域
開放水域

開放水域
開放水域

関放水域
開放水域

開放水域
開放水域
開放水域

開放水域
開放水域

開放水域
開放水城
開放水域

開放水域
開放水域

開放水域
開放水域

開放水域
開放水域
開放水域

開放水域
開放水域

自然裸地
自然裸地

自然裸地
自然裸地

自然裸地
自然裸地
自然裸地

自然裸地
自然裸地

自然操地
自然裸地
自然操地

自然裸地
自然 地

第5回

3次 メ,

シュ数

置

934

且46

sa

zs

91

sa

且95

262

7

sa

27

49

54

30

177

21

25

15

27

69

1量0

119

匪07

49

sso
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統一凡例(奥)〈47》

植生
区分

X

大区

分コ
ード

58

大区分

街地一

中区分

.裸 地

細区分 凡例名

。裸地

群落コ
ード

AO700

都道府県
名

石川県

榴井県
山梨県

長野県
岐阜県

静岡貼
愛知県
三重県

滋賀県
京都府

大阪府
兵露県

奈良県
和歌山県

島取県
島根県
岡山県

山ロ県
徳島県
香川県

愛媛県
高知県

福岡県
佐貿県
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熊本県
大分県
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